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怪かい盗とうレッド⑭




最さい強きょうの敵てきからの挑ちょう戦せん状じょう☆の巻まき
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































　　　　１　テストのあとのニンジンは？





　　　カリカリカリカリ……



　静しずまりかえった学がっ校こうの図と書しょ館かん。

　鉛えん筆ぴつやシャーペンを走はしらせる音おとが、やけに大おおきくきこえる。

　わたしは、ぐたりと自じ習しゅう用ようの机つくえにつっぷす。

「ううぅ……ここの英えい訳やく、むずかしい。頭あたまがオーバーヒートしそう」

「アスカ。教おしえてあげるから、がんばろう。補ほ習しゅうを受うけたくはないでしょ？」

　となりにすわる実み咲さきが、手てをとめて、わたしを見みる。

「……うう、そうだった。がんばらなくちゃ」

　わたしは起おきあがって、英えい訳やくにもう一いち度どいどむ。

「この中なかで、いちばん補ほ習しゅうにひっかかりそうなのは、アスカだもんね」

　むかいにすわる、水み夏なつが意い地じわるく笑わらう。

　それは、わかってるよぉ。

　それでも最さい近きんは、いくつかの教きょう科かでは、けっこういい点てんとれてるんだよ。

　体たい育いくだけじゃなくてね！

「わたしも、化か学がくが苦にが手てだから、いっしょに勉べん強きょうできてよかったよ」

　水み夏なつのとなりにすわる優ゆ月づきが、ふわふわとした、やさしい笑えみをうかべる。

　そう。

　今日きょうは、定てい期きテストの勉べん強きょう会かいをしてるんだ。

　メンバーは、わたし、実み咲さき、優ゆ月づき、水み夏なつの４人にん。

　いつもはみんな、生せい徒と会かいや部ぶ活かつでいそがしいから、放ほう課か後ごに集あつまるのは、ひさしぶり。

　その理り由ゆうが「テスト勉べん強きょう」っていうのが、微び妙みょうな気き分ぶんになるけどね。


[image: ]



　わたしたちと同おなじように、図と書しょ館かんでテスト勉べん強きょうする子こが多おおくて、自じ習しゅう用ようの机つくえは全ぜん部ぶうまってる。

　家いえだと気きがちっちゃうって人ひとは、けっこういるみたい。

　……わたしみたいに。

「実み咲さき。生せい徒と会かいのほうはだいじょうぶなの？」

　わたしは、実み咲さきにきく。

　実み咲さきは生せい徒と会かい長ちょうになってから、めちゃくちゃいそがしくしてる。

　こんなふうにテスト勉べん強きょうにつきあわせて、いいのかなって、心しん配ぱいなんだよね。

「うん、だいじょうぶだよ。テストが終おわるまでは、生せい徒と会かいの仕し事ごとを減へらすことにしたから。副ふく会かい長ちょうの中なか小こう路じ先せん輩ぱいが『生せい徒と会かい長ちょうが無ぶ様ざまな点てん数すうをとったら、生せい徒と会かいまでわるく見みられるだろう』って」

　それなら、安あん心しんだけど。

　それにしても、中なか小こう路じ先せん輩ぱいかぁ。

　思おもいうかぶのは、会かい長ちょう選せん挙きょのときに戦たたかった、中なか小こう路じ先せん輩ぱいのすがたなんだよね。

　えらぶってて、実み咲さきにいろいろ意い地じ悪わるを言いってきたりして……。

　でも、その中なか身みが、怪かい盗とうファンタジスタの部ぶ下か・マサキの変へん装そうだったとは、ぜんぜん気きづかなかったなぁ！

　あの時じ期き、中なか小こう路じ先せん輩ぱいが、へんだったとかいうウワサもない。

　ってことは、あのなりすましをしていたマサキって人ひとが、かなりの変へん装そうの達たつ人じんだったってことなんだと思おもう。

　次つぎに、マサキに会あったときは、フラワーヴィレッジ城じょうに勤つとめるメイドのすがたで、それもまったく気きづかなかったし。

　そもそも、マサキの素す顔がおを知しらないから、出で会あってても、気きづけないけどね。

　そういえば、フラワーヴィレッジ城じょうでは、ファンタジスタが崖がけから落おちて、そのまま行ゆく方え不ふ明めいになってるんだっけ……。

　今いま、どうしてるんだろう？

「テスト前まえは部ぶ活かつ動どうもお休やすみだし、勉べん強きょうしかできないのがなぁ。あ～、はやく演えん技ぎしたい！」

　水み夏なつが、両りょう腕うでを上うえにのばしつつ、ため息いきまじりに言いう。

　副ふく部ぶ長ちょうになってから、水み夏なつははりきってるもんね。

　このあいだ、高こう等とう部ぶの幸ゆき村むら先せん輩ぱいの演えん技ぎを見みて、さらに気き合あいが入はいったみたい。

　入にゅう部ぶして間まもない１年ねん生せいにも、一いちからていねいに教おしえて、２、３年ねん生せいには、ハードなメニューにするとか、部ぶ長ちょうといっしょに、いろいろ考かんがえてるんだよね。

　家か庭てい科か部ぶの優ゆ月づきは、演えん劇げき部ぶの衣い装しょうづくりや、吹すい奏そう楽がく部ぶのマーチング用ようの衣い装しょうデザインもたのまれて、大おおいそがしらしい。

　でも、家か庭てい科か部ぶの人にん数ずうもかぎられているし、いくつかは断ことわって、テスト前まえはお休やすみできるようにしたんだって。

「そういえば、紅こう月づきくんはこなかったんだ？」

　優ゆ月づきがきいてくる。

「ケイは、今いまさらテスト勉べん強きょうする必ひつ要ようないし。教おしえてもらうために、呼よぶのもどうかと思おもって」

　ケイは、全ぜん教きょう科か、余よ裕ゆうで教おしえられるだろうけど、先せん生せいじゃないからね……。

　それにケイって、けっこうスパルタなんだよね、教おしえ方かたが。

　……しかも、わたしにはとくに。

　だから、あんまりケイに教おそわりたくないような……。

「私わたしたちだけでも、おたがいに得とく意いな科か目もくを教おしえあえば、だいじょうぶだよ」

　実み咲さきが言いって、わたしたちはうなずく。

　わたしも、壁かべのぼりのしかたとかなら、教おしえられるんだけどなあ！

　勉べん強きょうじゃ、教おしえてもらうばかりなのが、もうしわけないよ。

　だからこそ、集しゅう中ちゅうして勉べん強きょうしなくちゃね！

　がんばろっ！







　下げ校こう時じ刻こくになり、勉べん強きょうを終おえて、わたしたちは学がっ校こうをいっしょに出でる。

　学がっ校こうに残のこって勉べん強きょうしていた生せい徒とは、けっこう多おおかったらしくて、校こう門もん前まえも意い外がいと人ひとが多おおい。

「あーつかれたあー。ねえ、テストが終おわったら、みんなでどっか遊あそびにいかない？」

　水み夏なつが、提てい案あんする。

　いいね！

　このメンバーで遊あそびにって、最さい近きんは行いけてないし。

「でも、私わたしは生せい徒と会かいがあるしなあ……」

　実み咲さきが、なやむ顔かおをする。

　あれ？　たしか、テストが終おわったあとの週しゅう末まつは、学がっ校こうにきちゃいけないんじゃなかった？

「うん。テストの採さい点てんをしてるから、生せい徒とは、登とう校こうしちゃいけないことになってる」

　実み咲さきが、わたしの質しつ問もんに答こたえる。

　じゃあ、ちょうどいいじゃん！

「部ぶ活かつもできないってことでしょ？　だったら、生せい徒と会かいも活かつ動どうできないんじゃない？」

　優ゆ月づきがきく。

「うーんでも、テスト期き間かん中ちゅうの仕し事ごとがたまってるから、遊あそびにいってる場ば合あいじゃない気きが……」

「だからこそだよっ、実み咲さき！」

「えっ？」

　わたしの言こと葉ばに、実み咲さきがびっくりした顔かおをする。

「テストが終おわれば、また生せい徒と会かいでいそがしくなるんでしょ。だったら、遊あそびにいけるときに、行いっておかなきゃ。…………わたしも、テストが終おわったあとの、楽たのしみがほしいし」

「アスカは、そっちが目もく的てきでしょ」

　水み夏なつが、わたしをジト目めで見みる。

　そ、それだけじゃないよ！　……たぶん。

「……そうだね。メリハリも大だい事じだし。行いこっか」

　やったっ！

「ねえ、どこに行いく？」

　優ゆ月づきがたずねる。

「う～ん……定てい番ばんだけど、遊ゆう園えん地ちとかどう？」

　わたしは、腕うでを組くんで考かんがえる。

「水すい族ぞく館かんとかもいいよね」

「買かい物ものもいいなあ」

　水み夏なつと優ゆ月づきも、アイディアがぽんぽんと出でてくる。

　やっぱり、みんなで遊あそびにいくって考かんがえるだけでも、ワクワクしちゃうよね！

　今いまから、もう楽たのしみだよ。

「アスカ。楽たのしみなのはいいけど、その前まえに、しっかりテスト勉べん強きょうだよ」

　実み咲さきが、にっこりと笑わらいながら、釘くぎをさしてくる。

　ううぅ……。

　わかってるよぉ。

　でも、終おわったら遊あそびにいけると思おもうと、やる気きもでてくるよ！

　まずはテスト勉べん強きょうをめいっぱいがんばって、それから思おもいっきり、遊あそびにいこう！







　　　　２　ケイが「判はん断だん不ふ能のう」って!?




　家いえに帰かえってくると、わたしは部へ屋やにまっすぐにむかう。

　ドアを開あけると、いつものようにケイが、パソコンにむかって、作さ業ぎょうしていた。

　ほんと、ケイはテスト勉べん強きょうする必ひつ要ようがなくて、うらやましいよ。

　そんなことを思おもっていると、ケイが作さ業ぎょうにひと区く切ぎりついたのか、手てをとめる。

「…………」

　だけど、そのまま、だまってる。

　ケイがだまってることはめずらしくないんだけど、考かんがえこんでたりするから、声こえをかけるタイミングを迷まようんだよね。

　そんなことを思おもっていたら……。

「…………～～～～～～～～！」

　ケイがとつぜんいらだったように、乱らん暴ぼうに頭あたまをかきむしる。

「!?」

　な、なにごと!?

　ケイのこんなしぐさ、はじめてみるよ。
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「ど、どうかしたの？　ケイ」

　わたしはおそるおそる、声こえをかけてみる。

　ケイは、ぐるりとイスを回かい転てんさせて、ふり返かえる。

　けわしい顔かおをしてるけど、そのいらだちは、こっちにむいてる感かんじがしない。

　ということは……いらだちの相あい手ては……自じ分ぶん？

「──アスカ、次つぎのターゲットが決きまった」

　ケイが、言いう。

　ターゲット、という言こと葉ばに、わたしは怪かい盗とうレッドの仕し事ごとだとわかり、気き持もちを引ひきしめる。

　でもケイがこんな表ひょう情じょうをしてるってことは……。

「もしかして、次つぎのターゲットが、むちゃくちゃむずかしいとか？」

「……いや、その判はん断だんを、しかねている」

　ケイは目めをふせ、あごに手てをあてて、考かんがえこむ。

　判はん断だんをしかねるって、どういうこと？

「次つぎのターゲットは、ある取とり引ひきの阻そ止しだ」

　取とり引ひき？

「盗とう品ひん売ばい買ばいの取とり引ひきが行おこなわれる、という情じょう報ほうをつかんだ」

「ふーん」

　それなら、べつに、仕し事ごとの内ない容ようとしては、いつもとあまり変かわらないよね。

　ケイが、いらだつ理り由ゆうがさっぱりわからない。

「なにか、おかしいところがあるの？」

「いや、なにもない」

　へ？　な、ないの!?

　なら、どうして迷まよってるわけ!?

「それが、わからない……なにかおかしい……そう感かんじるんだ。その理り由ゆうがわからないから、こまっている」

　へえ？

　わたしは「なにかおかしいけど、わかる」って、けっこうあるけどな。

「アスカの勘かんは、動どう物ぶつ並なみだからな」

　むっ、またそれ？

「じゃあケイのそれも、怪かい盗とうとしての勘かんなんじゃない？　怪かい盗とうをやるようになってから、けっこう長ながくなってきたし」

　中ちゅう学がく１年ねんになる直ちょく前ぜんからだから、もう１年ねん以い上じょうだもんね。

「……」

　ケイはふきげんそうな顔かおで、髪かみをかきあげる。

　もう……髪かみの毛け、ぼさぼさだよ。

　でも、ケイがなんでいらだってるのかは、少すこしわかったかも。

　勘かんにたよるなんて、ケイの性せい格かくからいって絶ぜっ対たいしたくないはず。

　だけど、勘かんを無む視しすることも、できないと思おもってるんだ。

　経けい験けん的てきに。

「どこか、情じょう報ほうにあやしいところがあってくれたほうが、逆ぎゃくにすっきりするんだけどな……」

　ケイが、こめかみを指ゆびでおさえつつ、つぶやく。

　あやしいところがあれば、そこを警けい戒かいすればいいわけだしね。

　でも、今いまのところ問もん題だいがなにもないなら、対たい処しょのしようがない。

　それで最さい初しょの「判はん断だんをしかねてる」って言こと葉ばに、なったんだ。

「でも、怪かい盗とうレッドが情じょう報ほうをつかんでるのに動うごかないってわけには、いかないでしょ!?」

　わたしは、明あかるく言いう。

　悪わるいやつらの取とり引ひきを、指ゆびをくわえて見みのがすなんて、怪かい盗とうレッドとして絶ぜっ対たいできない。

「……まあ、それはそうだが」

「なら、やろうよ！　で、その取とり引ひきはいつ？」

「５日か後ごだ」

　えっ？

「ちなみに、テスト期き間かんの２日かめの夜よる、０時じ半はんだな」

　え─────っ！

　ケイの答こたえに、わたしは頭あたまをかかえたくなる。

「ひ、昼ひる間まにテストで、夜よるにレッドをやるの……？」

　しかも、その翌よく日じつもテスト？

　どっちだけでも大たい変へんなのに、両りょう方ほうがいっしょにくるとか。

　悪わるいやつらも、少すこしはタイミングを選えらんでほしいよ。

　と、言いいたいところだけど、そうも言いってられないよね。

「アスカには、それも問もん題だいだな。どうする？　今こん回かいのレッドの仕し事ごとは、やめておくか？」

　ケイがきいてくる。

　へ？　なんで？

「いや……さっき言いったとおり、まだ判はん断だんがくだせない。ただ、情じょう報ほうを見みるかぎりはＧＯゴー、だ。だから、アスカの意い見けんをききたい。……アスカは、どうしたい？」

　ケイが、真しん剣けんな顔かおで、わたしにきいてくる。

　えええっ！

　そんなこと、急きゅうに言いわれても……。

　意い見けんをきかれることはあったけど、ケイがレッドのことで、判はん断だんをゆだねてくるなんて……。

　はじめてだよね!?

　なんて、答こたえるべきだろう。

　わたしは、すぐには答こたえずに、頭あたまの中なかでもう一いち度ど、考かんがえる。

　…………うん！

「さっきも言いったとおり、悪わるいやつらが悪わるいことをしようとしてるなら、それをとめるのが怪かい盗とうレッドだよ！」

　わたしは、ハッキリと答こたえる。

　それをきいて、ケイは目めを閉とじる。

　数すう秒びょうだけ、沈ちん黙もくがあってから、

「……わかった」

　ケイがうなずく。

「準じゅん備びしておく」

「りょーかい！」

　さっそくケイは、パソコンにむかい、作さ業ぎょうを再さい開かいする。

　その背せ中なかを見みながら、わたしはベッドに腰こしかける。

　怪かい盗とうとしての、ケイの勘かん、かぁ……。

　あのケイが、それに引ひっかかると言いうんだから、気きをひきしめていかなきゃね。

　どっちにしても、実じっ行こう役やくのわたしに、ナビゲーター役やくのケイのことは手て伝つだえない。

　だから、自じ分ぶんができる準じゅん備びをしておかなくちゃね。

　５日か後ごにあわせて、基き礎そトレーニング以い外がいにも、体からだを動うごかしておかないと。

　ここのところ、勉べん強きょうばっかりしてる気きがするし。

　とりあえず、朝あさのランニングを10キロから、30キロに増ふやしとこ。

　あとは、道どう場じょうも借かりられるといいんだけど。

　それはお父とうさんに相そう談だんかな。

　テストにレッド。

　両りょう方ほうとも、ちゃんとやって、乗のりきらなくっちゃね！







　　　　３　いやしのチョコチップクッキー




　次つぎの日ひの放ほう課か後ご。

　また、テスト勉べん強きょうのために学がっ校こうの図と書しょ館かんに行いったけど、自じ習しゅう机づくえはいっぱい。

　みんな、考かんがえることは、いっしょなんだよね。

「だれかの家いえに行いく？」

　優ゆ月づきがきく。

「あー、うちはダメなんだよね。今日きょう、おじさんが夜や勤きん明あけなんだ」

　ケイのお父とうさんの、圭けい一いち郎ろうおじさん。

　今日きょうの昼ひる間まに帰かえってきて、今いまはぐっすり寝ねてるはず。

「うちも、今日きょうはお母かあさんのお客きゃくさんがくるって……」

「じゃあ、わたしの家いえにくる？」

　水み夏なつは言いうと、さっそくスマホで、家いえに連れん絡らくをとってる。

　水み夏なつは、しばらく話はなしていたかと思おもうと、

「勉べん強きょう会かいに使つかっていいって」

　右みぎ手てでオーケーサインを、出だす。よかった！

　どこかのお店みせでもいいけど、ガヤガヤしてて集しゅう中ちゅうできないんだよね。

　それに、お金かねがかかるのが、おこづかいにきびしい。

　そんなわけで、わたしたちは、水み夏なつの家いえにむかうことにした。

　水み夏なつの家いえは、きれいな赤あかい屋や根ねの一いっ軒けん家や。

　水み夏なつのお母かあさんが出でむかえてくれて、リビングを使つかわせてもらうことになった。

　わたしの家いえのリビングより、２倍ばいぐらい広ひろくて、中ちゅう央おうにソファとテーブルがおいてある。

　壁かべに液えき晶しょうテレビ、窓まど際ぎわには、観かん葉よう植しょく物ぶつがかざってあって、すごく整せい理りされてる。

　うちとは、大おおちがいだよ。

　お父とうさんたちが、けっこう物ものを置おきっぱなしにするんだよね。

　圭けい一いち郎ろうおじさんが、見みたことのない小こ型がたの機き械かいとかテーブルに置おいたままにしてて、下へ手たにさわれなかったり、することもあるし。

　そういうわけで、準じゅん備び万ばん全ぜん。テスト勉べん強きょうをはじめたわけだけど……。

　時じ間かんがたってくると、だんだんと集しゅう中ちゅうが切きれてくる。

　う～ん……。

　さっきから、数すう学がくの問もん題だいで手てがとまったまま、10分ぷんほどたってる。

　ムダにシャーペンを、指ゆびで回まわしたりしても、答こたえは頭あたまにうかんでこない。

　教おしえてもらおうにも、みんな集しゅう中ちゅうしてて、話はなしかけづらいんだよね。

　そんなタイミングで、

「……ちょっと休きゅう憩けいする？」

　実み咲さきが顔かおをあげた。

「やったあ！」

　わたしは、すぐに飛とびつく。

「あれ？　アスカがそんなに元げん気きなら、やっぱり休きゅう憩けいはいらないかな？」

　実み咲さきが、わたしの顔かお色いろをうかがうように見みる。

「ええええっ！　すっごくつかれてるって。めちゃめちゃ集しゅう中ちゅう力りょくが切きれてるから！」

　わたしは、あわてて実み咲さきに言いう。

「もうアスカってば。そんなに必ひっ死しにならなくても。冗じょう談だんだよ」

「そんなに休やすみたかったんだ」

　水み夏なつが、肩かたをすくめてる。

　うぅ……すっかり、見みすかされてるよ。

「わたしも、少すこし、つかれちゃったかも。水み夏なつちゃん。キッチン借かりていい？　くる途と中ちゅうでお菓か子しとジュース買かってきたから、用よう意いするね」

　優ゆ月づきが立たちあがる。

「わたしも行いくよ。カップの場ば所しょとかわからないでしょ」

　水み夏なつも優ゆ月づきといっしょに、キッチンにむかう。

　わたしは実み咲さきを見みる。

「そういえば、試し験けんが終おわったら行いきたいところ、実み咲さきの希き望ぼうを、きいてなかったよね？」

「試し験けんが終おわったら？」

「ほら、昨日きのう話はなしたテスト明あけのお休やすみに、遊あそびにいく話はなし」

「あっ、そのことね。そうだなあ……」

　実み咲さきだけ、意い見けんきいてなかったし。

「どこでもいいんだけど……私わたしも、遊ゆう園えん地ちがいいかな。ＵＦパークなら、電でん車しゃでそんなにかからないし。ジェットコースターや、観かん覧らん車しゃやお化ばけ屋や敷しきとか、いろいろあるでしょ」

「たしかに、１日にち中じゅういろんなことで遊あそべるから、お得とくかも！」

　問もん題だいは、混こんでることだけど、テスト明あけのお休やすみの平へい日じつに行いくから、だいじょうぶそうだし。

　水み夏なつと優ゆ月づきが、お菓か子しとジュースを持もって、もどってくる。

　おーっ！　おいしそうな、クッキー！

　わたしは、さっそくお皿さらから手てにとって、ぱくりとひと口くち。

　ふわ～、おいしい～！

　バターの香かおりとチョコチップの甘あまさが口くちに広ひろがって、つかれた脳のうが、いやされる感かんじ……。
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「それで、なに、話はなしてたの？」

「試し験けん後ごのお休やすみのことだよ。ＵＦパークがいいかなって」

「そうだね。ジェットコースターは、ちょっと苦にが手てだけど、ほかにも色いろ々いろあるし」

「それじゃあ、ＵＦパークで決きまりってことでいい？」

　わたしは、あらためて３人にんにきく。

「「「うん！」」」

　実み咲さき、優ゆ月づき、水み夏なつが、同どう時じにうなずく。

　やった！　なにに乗のろうかなぁ。

　今いまから、ワクワクしてきちゃうよ。

「ところでアスカ。ケイくんはさそわないの？」

　あ～～、ケイか。

　べつに、声こえをかけてもいいんだけど……。

「きいても行いかないって言いうよ。遊ゆう園えん地ちは、ケイにとって天てん敵てきみたいなもんだもん。行いくまでに電でん車しゃに乗のらなきゃならないし、遊ゆう園えん地ちの中なかも、乗のり物ものだらけじゃない？」

　自じ転てん車しゃでさえ、気き持もちが悪わるくなるんだよ。

　ジェットコースターに乗のるわけないし。

　観かん覧らん車しゃも、だめなんじゃないかな？

「あ～、そうだっけ」

　優ゆ月づきと水み夏なつも、納なっ得とくという表ひょう情じょうになってる。

「それにしても、ちゃんと、おこづかいは残のこってる？　遊ゆう園えん地ちに決きめたのはいいけど、当とう日じつになってお金かねがないとかは、ダメだからね」

　水み夏なつが、わたしを見みながら言いう。

　なんでそこで、わたしを見みるの？

「だいじょうぶだって！　ちゃんとムダづかいしないで、ためてあるから」

　あんまり、使つかうこともないっていうのも、あるんだけど。

　トレーニング関かん係けいや、お菓か子しとかは、お父とうさんがお金かねを出だしてくれるし。

　レッドで必ひつ要ようなものも、ケイがお父とうさんたちに請せい求きゅうしてるみたい。

　おこづかいを使つかうのって、たまにマンガを買かうぐらいかなぁ。

「じゃ、そろそろ勉べん強きょうにもどろう。テストの調ちょう子しがわるいと、思おもいっきり遊あそべなくなるよ？」

　実み咲さきが、おどかすように言いう。

　そ、それもそうだね……。

　補ほ習しゅう決けっ定ていだったら、どよ～んと、暗くらい気き持もちで遊ゆう園えん地ちに行いくことになるもん。

　わたしたちは、そろって真しん剣けんな表ひょう情じょうになると、さっそくテスト勉べん強きょうにもどることにした。

「みんなで、がんばろう！」

「「「お────っ！」」」







　　　　４　信しんじる？ 信しんじない？ のバランス





　　　ガタッ



　イスを引ひく小ちいさな音おとに、わたしは顔かおをあげる。

　テスト初しょ日にち。

　今いまは３教きょう科か目めのテスト中ちゅうなんだけど……。

　ケイが、答とう案あん用よう紙しを持もって、わたしの横よこを教きょう壇だんのほうに歩あるいていく。

「……終おわりました」

　ケイはそう言いって、先せん生せいに答とう案あん用よう紙しを手てわたす。

「よし、いいぞ」

　先せん生せいも慣なれたようにうなずくと、ケイは静しずかに、教きょう室しつの前まえのドアから出でていった。

　時と計けいを見みると、テストがはじまってから、まだ10分ぷんしかたってない。

　もう、全ぜん部ぶ、解とけちゃったの!?

　わたしは、まだ３問もん目めで、つまずいているのにぃ～！

　はあぁ……。

　まわりからも、ため息いきが、きこえてくる。

　──でも、紅こう月づきくんだから、しかたないよね。

　そんな声こえが、きこえてきそう。

　テストを提てい出しゅつしたら、あとは静しずかにしていれば、自じ由ゆう時じ間かん。

　って、ほかの子こは、そんなこと、ほとんどやってないけどね。

　はじめのうちは、クラスから浮ういちゃうんじゃないかと思おもってたけど、ケイは別べっ格かくって、みんな思おもってるみたい。

　ケイのことだから、どっかに行いって、本ほんを読よむんじゃないかな。

　次つぎの教きょう科かの勉べん強きょうなんか、絶ぜっ対たいしてないんだろうなあ……。

　どうしていとこ同どう士しなのに、こんなにちがうんだろ!?

　……なんて、考かんがえてもしかたないっ！

　わたしは、目めの前まえのテストに集しゅう中ちゅうしなくっちゃ。







　３教きょう科かのテストが終おわって、今日きょうは全ぜん部ぶ終しゅう了りょう。

　わたしはぐったりと、机つくえに倒たおれこむ。

　手てごたえは、まあまあかなぁ……。

　いつもよりわるいってことは、ないはず！

　でも、こんなのが、あと３日かもつづくとか……。

　考かんがえたくないよ。

　しかも、明日あしたは、テストのあとにレッドの仕し事ごとだし。

「どうだった、アスカ？」

　実み咲さきが、わたしの席せきまできて、きいてくる。

「社しゃ会かいは、いちおう、解かい答とう欄らんは全ぜん部ぶうめたけど……自じ信しんはあんまり」

「前まえのテストは、答こたえがうめられなかったんだから、進しん歩ぽしてるよ。近ちかくにケイくんがいるから、くらべちゃうのかもしれないけど、アスカはアスカとして、できるようになればいいんだから」

　そ、そうなのかな？

　さすがに、ケイにはりあうつもりは、ぜんぜんないけど。

　でも、わたしなりにがんばって勉べん強きょうしても、ケイの10分ぶんの１もできないって、どこかで思おもっていたのかも。

　勉べん強きょうしても、成せい長ちょうしてるのか、自じ信しんが持もてないし。

　よくよく考かんがえると、わたしのまわりって、成せい績せきがいい友とも達だちが多おおいんだよね。

　実み咲さきは、学がく年ねんでトップ10に入はいるぐらい頭あたまがいいし、優ゆ月づきも苦にが手て教きょう科かがいくつかあるけど、得とく意い教きょう科かはバツグンに点てん数すうがいい。

　水み夏なつは、すごくできるってわけじゃないけど、わりとそつなく全ぜん教きょう科かこなしちゃうし。

　無む意い識しきに、みんなにくらべて、わたしは勉べん強きょう苦にが手てって、思おもっちゃうことはあったかもしれない。

　でも、最さい近きんは、ほんの少すこしずつだけど、点てん数すうがとれるようになってるんだよね。

　それは実み咲さきの言いうとおり、ちゃんと進しん歩ぽしてるって、思おもったほうがいいのかも。

「ありがと、実み咲さき」

「まだ、テストは終おわってないけどね」

　実み咲さきが、おどけたように言いう。

「それを言いわないでよぉ～」

　思おもい出だしたら、ぐっと肩かたのあたりが重おもくなった気きがするよ。

　そんなふうに実み咲さきと話はなしていたら、

「ア～～ス～～カ～～先せん輩ぱい!!」

　廊ろう下かのほうから、元げん気きな声こえが近ちかづいてくる。

　この声こえは……。

　ふり返かえらなくても、すぐわかる。

「奏かなで！」

　ドアのほうを見みると、奏かなでが教きょう室しつに飛とびこんできたところだった。

　ぴょんと２つ結むすびにした髪かみ。

　背せは小ちいさいけど、かろやかな動うごき。

　それに、意い志しが強つよそうな瞳ひとみ。

　テストが終おわったあとだというのに、奏かなでは元げん気きがあふれてる。

「……あいかわらず、元げん気きそうだね……」

「もちろんですよ！　アスカ先せん輩ぱいのところにくるのに、元げん気きじゃないわけないです！」

　奏かなでは、あたりまえのように言いう。

　……そ、そういうものなの？

「白しら里さとさんは？　テストの調ちょう子しはどうだった？」

　実み咲さきが、奏かなでにきく。

「実み咲さき会かい長ちょう！　バッチリですよ！」

　奏かなでは、グッと親おや指ゆびをたてる。

　う、そうなんだ。

　奏かなで──白しら里さと奏かなでは、あの、高こう校こう生せいで現げん役えきの名めい探たん偵ていとして有ゆう名めいな、白しら里さと響ひびきの妹いもうと。

　本ほん当とうは、もっと頭あたまのいい学がっ校こうに入はいれたのに、わざわざ、この春はるが丘おか学がく園えんに入にゅう学がくしたらしい。

　その理り由ゆうは……なんと、響ひびきからウワサをきいて、紅こう月づきアスカ──わたしに会あってみたかったからってきいてたけど。

　……本ほん当とうに、頭あたまがいいんだね。

　テストをそんな楽らくちんにこなすなんて、ケイとならんで、うらやましい相あい手ての１人ひとりだよ。

　そのとき、ちょうど、そのケイが教きょう室しつにもどってきた。

　自じ分ぶんの机つくえにむかうケイが、チラリと奏かなでを見みた。

　ドキッ、と心しん臓ぞうの音おとが高たかくなる。

　じつは、奏かなでには、もう１つの顔かおがある。

　奏かなでは、亡なくなった自じ分ぶんの祖そ父ふ母ぼの家いえからうばわれた、美び術じゅつ品ひんのコレクションをうばい返かえすと決きめて、そのために、かなりむちゃもするのだ。

　一いち度どは、怪かい盗とうレッドの逃とう走そうルートに、先さき回まわりして待まちぶせしてきた。

　根こん性じょうが８割わりぐらいとはいえ、ケイを出だしぬいたわけで……。

　そのとき、かわした約やく束そくで、奏かなでは怪かい盗とうレッドに、祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんコレクションの奪だっ還かんを、直ちょく接せつ、依い頼らいしてくるようになったんだよね。

　ただ、その情じょう報ほうがみょうに正せい確かくすぎたり、奏かなでの依い頼らいでむかった現げん場ばで盗とう賊ぞく組そ織しきラドロとはちあわせしたりすることから、ケイは、奏かなでとラドロがつながってるんじゃないかと、うたがってる。

　でも、わたしは奏かなでのことを信しんじるって決きめた。

　わたしが信しんじるぶん、ケイがうたがいを捨すてずに奏かなでを観かん察さつする。

　今いまのところは、それでレッドのバランスがとれてるんだと思おもう。
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「あっ、佐さ緒お里りと志し野のを待またせてるんでした。もう行いきますね！」

「えっ、そんなにいそがしかったなら、わざわざ顔かお出ださなくてよかったのに」

　わたしが言いうと、奏かなでがニコッと笑わらって。

「先せん輩ぱいの顔かおが見みたかったんです！　じゃあアスカ先せん輩ぱい、明日あしたのテストもがんばりましょうね！」

　また元げん気きよく言いって、教きょう室しつを飛とび出だしていく。

「またろう下かを走はしってるし……」

　実み咲さきが、ため息いきをついてる。

　ははは、あいかわらず、嵐あらしみたいな子こだけど、奏かなでと話はなしてたら元げん気き出でたかも。

　明日あしたは、苦にが手てな英えい語ごのテストもあるし。

　夜よるはレッドの仕し事ごと。

　どっちも手てはぬけないし、気き合あいを入いれていかなくちゃね。







　　　　５　待まち受うけていたものは




　真ま夜よ中なか。

　わたしは、レッドのユニフォームに身みをつつみ、夜よるの闇やみの中なかにいた。

　ビルとビルの間あいだの、人ひと目めにつかないところで、身みをひそめてる。

　動うごきだす予よ定てい時じ刻こくまで、まだ少すこし時じ間かんがある。

　わたしは、まわりの安あん全ぜんを確かく認にんしてから、昼ひる間まのテストのことを思おもい出だす。

　苦にが手てな英えい語ごもあったけど、なんとか、無ぶ事じに乗のりきれたよ……。

　大たい変へんだったけど、けっこう手てごたえがあったんだよね！

　テストは順じゅん調ちょうなことだし、レッドの仕し事ごとも、きっちりはたさなきゃ。

『アスカ、そろそろ動うごくぞ』

　通つう信しん機きから、ケイの声こえがきこえてくる。

　時じ間かんは０時じジャスト。

　悪わる者ものの取とり引ひきが行おこなわれる時じ間かんまでは、30分ぷん。

　忍しのびこむには、十じゅう分ぶんな時じ間かんだ。

　場ば所しょはここから少すこし先さきの、街まちのにぎやかさからはなれたお屋や敷しき。

　人ひとに見みられたくない取とり引ひきをするには、うってつけなのかも。

　移い動どう開かい始し！

　足あし音おとを立たてずに、道みちの暗くらい端はしを選えらんで走はしる。

　３分ぷんほど走はしっていくと、視し界かいをふさぐような、高たかい壁かべがたちはだかる。

　わたしの背せの、３倍ばい近ちかくありそう。

　屋や敷しきを、ぐるりと囲かこんでいて、中なかの様よう子すは見みえないけど……。

『予よ定てい通どおり、Ｂ地ち点てんから壁かべを乗のりこえろ』

「りょーかい」

　事じ前ぜんに、屋や敷しきの間ま取どりは確かく認にんずみ。

　情じょう報ほうは多おおくないけど、警けい備び員いんの巡じゅん回かいルートと時じ間かんは、わかってる。

　わたしは、壁かべから少すこし距きょ離りをとる。

　監かん視しカメラに映うつらない角かく度ども、バッチリ。

　壁かべにむかって走はしり、

「っ！」

　壁かべに片かた足あしをつくと、そのいきおいをつかって、さらに上うえにジャンプ！

　壁かべのてっぺんをつかむと、懸けん垂すいして壁かべの上うえに到とう着ちゃくする。

　壁かべの下したと左さ右ゆうを確かく認にんして、すぐさま、壁かべの内うち側がわに下おりる。


　　　タンッ



　わずかな物もの音おとだけで着ちゃく地ちすると、木きの陰かげに身みをかくす。

　しばらく、様よう子すを見みたけど、気きづかれた気け配はいはない。

　うん、ここまでは予よ定てい通どおり。

　警けい備びは……正しょう面めん玄げん関かんに２人ふたりか。

『屋や敷しきのまわりを、巡じゅん回かいしている警けい備び員いんは２人ふたりだ。気きをつけろ』

　ケイの言こと葉ばに、様よう子すを探さぐると、歩あるいていく足あし音おとがきこえる。

　足あし音おとは２人ふたり。

　息いきをひそめていると、ザッザッと、足あし音おとがさらに近ちかづいてくる。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうの光ひかりが、近ちかくの茂しげみをてらす。

　でも、すぐに足あし音おとと懐かい中ちゅう電でん灯とうの光ひかりは、遠とおざかっていく。

　ふうぅ……。

　あの警けい備び員いんさん、２人ふたり組ぐみなのに、ぜんぜん話はなしもせずに、気きをゆるめてないんだもん。

『警けい備びの練れん度どは高たかいが、数かずは多おおくない。いけるな？』

　だいじょうぶ！

　このぐらいの人にん数ずう相あい手てなら、なれてるのは、ケイがよく知しってるでしょ。

『よし。屋や敷しきへの潜せん入にゅう経けい路ろは２階かいだ』

　ケイの指し示じにしたがって、２階かいのベランダにワイヤーをはって、かけあがる。

　窓まどのカギを開あけると、そっと屋や敷しきの中なかに入はいる。

　ベッドがおかれているけど、人ひとが生せい活かつしている部へ屋やっぽくない。

　大おおきなサイズの木もく製せいのベッドに、ふかふかの、高こう級きゅうそうな羽う毛もう布ぶ団とんがしかれている。

　部へ屋やのすみには壺つぼがあり、壁かべには花はな畑ばたけを描かいた風ふう景けい画がが、かざられてる。

『壺つぼも絵かい画がも、高こう級きゅうな美び術じゅつ品ひんだな』

　カメラ越ごしに見みていたケイが、部へ屋やの様よう子すを見みて言いう。

　そうなの？

　それじゃあ、大だい事じなお客きゃくさん用ようの、部へ屋やとかかな？

『アスカ。今こん回かいの目もく的てきは、取とり引ひきの阻そ止し、または取とり引ひきの証しょう拠こをつかむことだ。ムリはしない。わかってるな？』

　わかってるって。

　よっぽど、今こん回かいの仕し事ごとが気きがかりみたい。

　ここまでくると、心しん配ぱいしすぎって気きもしてくるけど。

『──ミッション中ちゅうだ。おれも迷まよいは捨すてる。アスカ、行いくぞ』

　オーケー！

　わたしは、潜せん入にゅうした２階かいの部へ屋やから、そっと出でる。

　ろう下かは、ひっそりとしてる。

　２階かいは、あまり使つかってないのかな？

　壁かべには、絵かい画ががかざられていて、花か瓶びんがおかれ、百合ゆりの花はなが生いけてある。

　絵かい画がも花か瓶びんも、高たかそう。

　わたしは、まわりの気け配はいを探さぐりつつ、ろう下かを進すすむ。

「やっと交こう替たいだ。これで仮か眠みんをとれる」

「ああ、昼ひる間まから警けい備びできつかったからな」

　正しょう面めんから、２人ふたりの男おとこの声こえがきこえてくる。

　ちょうどわたしは、ろう下かの真まん中なか。

　もとの部へ屋やに、もどるには遠とおい。

　どこかの部へ屋やに入はいる？

　でも、男おとこたちはどこかの部へ屋やに入はいるはず。

　出でくわす可か能のう性せいもありえる。

　──それなら！

「さて、寝ねるぞ」

「ふわ～あ」

　男おとこたちが、部へ屋やの１つのドアを開あけて、中なかに入はいっていく。


　　　バタン



　ドアが閉しまり、わたしはホッと息いきをつく。

　わたしが、どこにいたかといえば……天てん井じょうに両りょう手て両りょう足あしをのばして、張はりついていた。

　とっさに、ワイヤーをひっかけて、天てん井じょうにあがり、そのまま張はりつくことにしたけど、気きづかれなくてよかったよ。

　わたしは、音おとをたてないように、そっと床ゆかにおりたつ。

　さらに進すすむと、１階かいに下おりる階かい段だんを見みつける。

　人ひとの気け配はいも、あっちからする……。

『どうやら、取とり引ひき場ば所しょは１階かいのようだ』

　ケイも同どう意い見けん。

　わたしは、そのまま１階かいに下おりる。

　長ながいろう下かが、左さ右ゆうにのびている。

　どっちに行いけば……。

『左ひだりのろう下かを進すすむと、広ひろ間まがある。そこがあやしい』

　左ひだりかぁ。

　途と中ちゅうに、いくつもドアがある。

　いつ、途と中ちゅうのドアが開あいても、おかしくない雰ふん囲い気き。

『右みぎ側がわのろう下かの部へ屋やから、いつもの手てが使つかえるはずだ』

　ちょうど、同おなじこと考かんがえてた！

　わたしは、すばやく右みぎのろう下かに進すすみ、部へ屋やの中なかに気け配はいがないことを確かく認にんすると、さっと１つの部へ屋やに入はいった。

　部へ屋やの中なかは真まっ暗くら。

　本ほん棚だなと、がっしりとした木きの机つくえがおかれている。

　書しょ斎さい……かな？

　それはともかく、ここからなら……。

　わたしは天てん井じょうのあたりに、目めをむける。

　よし、あった！

　通つう風ふう口こうを見みつけて、わたしは手てばやく開あけると、ダクトの中なかに体からだをすべりこませる。

　せまいダクトの中なかを匍ほ匐ふく前ぜん進しんで進すすんでいく。

　さっきの広ひろ間まの方ほう角がくだよね……。

『その近ちかくのはずだ』

　ケイの言こと葉ばに、ダクトの中なかでとまって、まわりを見みる。

　近ちかくに通つう風ふう口こうがある。

　そーっと、ばれないように、距きょ離りをとって、通つう風ふう口こうから下したをのぞきこむ。

　遠とお目めだけど、ケイの言いっていた広ひろ間まらしき場ば所しょなのがわかる。

　しかも、今いままでより、多おおくの人ひとの気け配はいがある。

　人ひとの姿すがたは、ちょうど死し角かくになってて、見みえないけど。
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「……それは……だからな」

「だとしても……ですがね」

　男おとこたちが、なにか話はなし合あっているみたい。

　うん、これが取とり引ひきの現げん場ばかも！

　わたしは、会かい話わを聞ききとろうと、通つう風ふう口こうにさらに近ちかづく。

　そして、話はなし合あっている相あい手てを見みようとした瞬しゅん間かん──

「……ねずみが、引ひっかかったようだな」

　!?

　きいただけで、凍こごえるような冷さめきった声こえ。

　それと同どう時じに、体からだが重おもくなるような、強きょう烈れつなプレッシャーを感かんじる。

　まずいっ！

　次つぎの瞬しゅん間かん──


　　　ガシャン！



　通つう風ふう口こうの金かな具ぐが向むこう側がわからはじけ飛とんで、外そとから太ふとい腕うでがのびてきた。

　一いっ瞬しゅんのうちに、左ひだり腕うでをつかんでひっぱられる。

　ちょっ！　冗じょう談だんでしょ！

　そのまま、わたしは引ひきずり出だされ、床ゆかに投なげつけられた。

「くっ！」

　なんとか、体たい勢せいをととのえて、床ゆかに着ちゃく地ちする。

　ひっぱられた左ひだり腕うでが、ビリビリとしびれてる。

　わたしは顔かおをあげる。

　目めの前まえには、通つう風ふう口こうを壊こわして、わたしを引ひきずり下おろした相あい手てが、立たっていた。

　えっ、この男おとこって……!?

「……まさか……生いきてたの、ファルコン!?」

　目めの前まえに立たつ大おお男おとこの顔かおは。

　怪かい盗とうファンタジスタといっしょに、フラワーヴィレッジ城じょうの崖がけから落おちて、そのまま行ゆく方え不ふ明めいだった……あのタキオンの幹かん部ぶ、ファルコン！

　右みぎ目めに眼がん帯たいをしていて、胸むねには大おおきな傷きず跡あとがある。

　あの高たかくて険けわしい崖がけから落おちたんだから、ファルコンもただではすまなかったらしい。

　それでも、さっきのを見みるかぎり、戦せん闘とう力りょくは衰おとろえていないみたいだけど。

　さっきまでわたしが忍しのびこんでいた通つう風ふう口こうの金きん属ぞく製せいのふたが、やわらかい粘ねん土どのように、はじけとんでいる。

　あいかわらず、規き格かく外がいすぎるっ！

「ひさしぶりだ。怪かい盗とうレッド」

　答こたえたのは、ファルコンじゃなかった。

　部へ屋やの奥おくから、べつの声こえがして、そちらに視し線せんをむける。

　ファルコンの登とう場じょうに、気きをとられすぎて、注ちゅう意いをむけられていなかった。

　だけど、この声こえってまさか……。

　あざやかな金きん髪ぱつに、悪あく魔まのようなするどい目め。それに、ファルコンとはちがった、ピリピリとしたプレッシャー。

　ニック・アークライト！

　まちがいない。タキオンの幹かん部ぶの１人ひとり。

「タキオン!?　なんで日に本ほんに!!」

　わたしは、さけんだ。







　　　　６　過か激げきな宣せん戦せん布ふ告こく！




　ファルコンと、ニック。

　日に本ほんから撤てっ退たいしたはずの、犯はん罪ざい組そ織しきタキオン。

　その幹かん部ぶ２人ふたりが、今いま目めの前まえにいる。

　それが意い味みすることは……？

『アスカ、逃にげるぞ！』

　一いっ瞬しゅん早はやく、ケイが指し示じしてくる。

　そうだ！

　今いまは、この場ばをどうにかしないと。

　ファルコンとニック。

　それに、ニックのそばには、見みたことのない、ノートパソコンをかかえた若わかい男おとこと、すらりとした高こう身しん長ちょうで、立たちすがたからして身み軽がるそうな、金きん髪ぱつの若わかい女おんなが立たっている。

　正しょう面めんからぶつかって、勝かてる見みこみは少すくない。

　なら、逃にげるしかない。

　わたしは、すぐにドアの方ほう向こうにふみだそうと、体たい勢せいを変かえる。

　だけど、それを見み越こしたかのように、ファルコンがすばやく行ゆく手てをふさぐ。

　あの大おおきな体からだで、このスピード。

　いまいましいぐらいに、あいかわらずだ。

「すぐに帰かえることはないだろう、怪かい盗とうレッド。せっかくきてくれたのだから」

　ニックは両りょう手てを広ひろげて、歓かん迎げいするよ、と笑わらって言いう。

　でも、目めがぜんぜん笑わらってない。

　わたしは、逃にげるのはあきらめて、ニックにむき直なおる。

　すきを探さがすしかない。

「この取とり引ひき自じ体たいが、あんたたちが仕し組くんだことだったのね」

「そうだ。取とり引ひきの情じょう報ほうを流ながし、屋や敷しきに本ほん物ものの価か値ちある美び術じゅつ品ひんを配はい置ちし、警けい備びも雇やとった。ああ、屋や敷しきの警けい備び員いんたちは、ただの雇やとわれだから、われわれとは直ちょく接せつは関かん係けいないよ。まあ、まっとうな人にん間げんでもないがね」

　ニックは、楽たのしそうに語かたる。

　ケイの勘かんが、当あたりだったってわけね……。

　この取とり引ひき自じ体たいが、うまく仕し組くまれたウソ。

　しかも、この口くちぶりだと……。

「それだけの仕し掛かけを、もしかして、わたしのために？」

「その通とおりだ。君きみたちのためだけに、用よう意いした。この国くにに帰かえってくるのに、まず一いち番ばんにあいさつすべき相あい手てだと思おもったものでね」

「それはどうも」

　まったく、ありがたくないけどね！

　話はなしながら、ファルコンのすきをうかがうけど、ぜんぜん抜ぬける気きがしない。

　右みぎ目めが見みえないなら、そちらが死し角かくのはずなのに、完かん全ぜんにカバーされてる。

　そう思おもっていると、ニックのとなりにいた若わかい男おとこが、不ふ意いにノートパソコンを開ひらいた。

「ちっ。屋や敷しきのシステムに、侵しん入にゅうしてきやがった。こいつの仲なか間まだな。ちょうどいい。歯はごたえのある相あい手てが、ほしかったところだ」

　黒くろ髪かみのアジア風ふうの男おとこは、舌した打うちすると、ニヤリとこちらを見みて笑わらう。

　ケイが、裏うらで動うごき出だしたんだ。だけど、それも読よまれてる。

　あの若わかい男おとこは、ケイと同おなじでパソコンの技ぎ術じゅつが優すぐれてるタイプなの？

　それにしても、話はなし声ごえをきいてみると、思おもったより若わかいのかも。

　20歳はたちか、それより下したか……。

「対たい応おうはまかせた」

　ニックは若わかい男おとこに言いって、わたしにゆっくりと近ちかづいてくる。

　それは不ふ用よう意いだよ！

　わたしは、すばやく催さい眠みんガス入いりの玉たまを、ニックにむけて放はなつ。

　だけど──


　　　キンッ！



　ニックに当あたる前まえに、横よこからナイフが飛とんできて、玉たまを壁かべにぬいつける。

　ウソッ……！

　飛とんでる玉たまに、ナイフを当あてたの……。

　ナイフを投なげた相あい手てを、見みる。

　ずっとだまったままの、金きん髪ぱつの女おんなの人ひと。

　モデルのような体たい型けいで、口くちもとの半はん分ぶんを隠かくしているけど、その目めは冷さめ切きっていて、感かん情じょうの色いろが見みえない。

　それにしたって、ナイフを用よう意いするのも、気きづかせないほどの早はや業わざだった。

　とんでもない技ぎ術じゅつだ。

　まずい……。

　ニックとファルコンだけでも、強きょう敵てきなのに、見みたことのない２人ふたりも、専せん門もん的てきなスキルを持もっているみたい。

　ニックはそれを見みて、満まん足ぞくそうにうなずくと、立たちどまる。

「タキオンを、日に本ほんから一いち度ど引ひかせた。それに敬けい意いをはらって、最さい初しょにきみたち、怪かい盗とうレッドに宣せん言げんする。感かん謝しゃしたまえ」

　ニックが、手てぶりを加くわえながら、ゆかいそうに話はなす。
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「いったい、なにを伝つたえるっていうの！」

　わたしの言こと葉ばに、ニックはぴたりと動うごきをとめると、すっと目めをほそめ、真しん剣けんな顔かおつきになる。

「──われわれタキオンは、日に本ほんへ再さい侵しん攻こうする。今こん度どは油ゆ断だんは一いっ切さいない。日に本ほんを、そして世せ界かいを支し配はいする！」

　ニックは、高たからかに宣せん戦せん布ふ告こくともとれる、言こと葉ばを放はなつ。

「そ……そんなこと、させるわけないでしょ！」

　わたしは、ニックにむけて、かまえる。

　だけど、すかさず、ファルコンと金きん髪ぱつの女おんなの人ひとが、牽けん制せいを入いれてきて動うごけない。

「とめられるものなら、とめてみせろ」

　ニックはそう言いうと、わたしに背せをむける。

　それでも、わたしは動うごけない。

　ファルコンと金きん髪ぱつの女おんなの人ひとの、プレッシャーがきつい。

『くっ、こっちはダメか！　アスカ、今いまは脱だっ出しゅつが優ゆう先せんだ！』

　ケイの声こえにも、あせりがまじっている。

　屋や敷しきのシステムに入はいりこむのが、あんまりうまくいっていないのかも。

　逃にげきれる？

　ファルコンや、この未み知ちの相あい手てを目めの前まえに……。

　ムリだ。

　ファルコン１人ひとりなら、逃にげるだけならどうにかなったかもしれない。

　でも、この人にん数ずうを相あい手てにしてなんて、方ほう法ほうが思おもいつかない。
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　……でも！

　それでも、やるしかないっ！

　わたしは、すばやくバッグから、催さい眠みんガス入いりと唐とう辛がら子し入いりの玉たまをとりだす。

　少すこしでも時じ間かんをかせげれば！

　わたしは、一いっ気きに、玉たまを全ぜん弾だんばらまく。


　　　パンッ　パンッ　パンッ



　次つぎ々つぎに部へ屋やのあちこちで、玉たまがはじける。

　そのまま口くちもとをおおい、部へ屋やのドアを開あけて、ろう下かに出でる。

　全ぜん力りょく全ぜん開かいで、ろう下かを走はしる。

　足あし音おとなんて、気きにしてる場ば合あいじゃない。

　このていどで、ファルコンたちの、足あし止どめになるとは思おもえない。

　すぐに追おってくるはず…………あれ？

　うしろから迫せまる気け配はいがない。

　いぶかしく思おもいつつも、警けい戒かいをゆるめずに、屋や敷しきの外そとに出でて、距きょ離りをとる。

　それでも、ファルコンたちは、屋や敷しきから出でてくる様よう子すもなかった。

「……どうして……？」

　逃にげきれたの？

　だけど、どうして逃にげきれたのかわからない。

　あのていどで、足あし止どめできる相あい手てじゃないと思おもってたのに。

『さっきの宣せん言げん通どおり、とめられるものなら、とめてみせろということらしいな。今日きょうのところは、見み逃のがされたんだ…………くそっ！』

　ケイが、くやしさのにじむ声こえで、つげる。

『なにかを感かんじていたのに……決けつ断だんできなかった。うかうかと、はめられたんだ。……完かん全ぜんに、おれの負まけだ！』

　ケイらしくない、乱らん暴ぼうな口く調ちょうで言いう。

　たぶん、わたし相あい手てに言いってるというより、自じ分ぶんのことがゆるせないんだと思おもう。

　わたしだって、同おなじ気き持もちだから。

　ニック、ファルコン。

　それに新あたらしい見みたことのない２人ふたりの実じつ力りょく者しゃ。

　あの犯はん罪ざい組そ織しきタキオンが、もどってきたんだ。

　──日に本ほんを支し配はいするために。

　絶ぜっ対たいに阻そ止ししなくちゃ！

　そのためにも、今いまはくやしいけど、逃にげなきゃいけない。

　ギュッとくちびるをかみしめ、わたしは屋や敷しきからはなれていった。







　　　　７　変かわりたい気き持もち
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　大だい学がくにむかう道みちは、いつもさわがしい。

　大だい学がく生せいたちが、にぎやかに話はなしながら、街がい路ろ樹じゅの植うわる歩ほ道どうを歩あるいている。

　そんなすがたを横よこ目めに、１人ひとり歩あるいていたあたし──宇う佐さ美み桜さくら子こは、大だい学がくの門もんにたどりつく。

　門もんのむこう側がわには、テーマパークのような広ひろさの敷しき地ち。

　そこに、小しょう中ちゅう学がっ校こうの校こう舎しゃを、何なん十校こうも寄よせ集あつめたように、建たて物ものがならんでいる。

　いつ見みても、少すこしびっくりする。

　門もんの横よこには、警けい備び員いんのおじさんが立たっている。

　いつも見みかける、50代だいぐらいのおじさんで、警けい備び員いんにしては、優やさしげな雰ふん囲い気きがある。

　今日きょうこそは…………あいさつしたい。

　これまでずっと、かるく会え釈しゃくするだけで、通とおりぬけていたけど……。

　そういうのは、やめにするって、決きめたから。

　あたしは、警けい備び員いんのおじさんに近ちかづいていく。

「……あ、あの、こ、こんにちは」

　つっかえながら言いうと、

「こんにちは。桜さくら子こちゃんは、今日きょうもＦ—３棟とうの北きた澤ざわ教きょう授じゅの研けん究きゅう室しつだね」

　警けい備び員いんのおじさんは、あたしを見みて、にこやかな笑え顔がおで返へん事じをしてくれた。

　名な前まえまで覚おぼえられていて、あたしはびっくりする。

　ここは、国こく立りつの理り数すう系けいの大だい学がくだから、広ひろいし、警けい備びも充じゅう実じつしてる。

　そんなたくさんいる、警けい備び員いんのおじさんたちが、なんであたしのことを？

「はい。あたしのことを、知しっているんですか？」

「学がく生せいの顔かおは、なんとなく覚おぼえておくんだよ。出で入いりが自じ由ゆうな場ば所しょだから、へんなやつが入はいりこまないようにね。それに……ほら、桜さくら子こちゃんはめだつだろう？　もうここに通かようようになって、２年ねんぐらいたつだろ。きみのことを知しらない警けい備び員いんなんかいないよ」

　警けい備び員いんのおじさんは、そう言いって肩かたをすくめる。

　いつも、警けい備び員いんの人ひとたちのことは、自じ分ぶんとは関かん係けいないと思おもって、通とおりすぎてきたけど、むこうは色いろ々いろと知しっててくれてるんだ。

　ちょっと不ふ思し議ぎな感かんじがする。

「最さい近きんは、なんの研けん究きゅうをしてるんだい？」

「ええと、素そ粒りゅう子し物ぶつ理り学がくの観かん点てんから、ダークマターについての研けん究きゅう、です」

「お、おう……おじさんには、さっぱりわからないな」

　警けい備び員いんのおじさんは、ほおをかいている。

「じゃあ、そろそろ時じ間かんなので、失しつ礼れいします」

「ああ、引ひきとめてわるかったね。あんまり根こんを詰つめすぎないようにね」

　おじさんに、ぺこりとおじぎをして、あたしは門もんの中なかに入はいる。

　ふうぅ……。

　あたしは、心こころの中なかでホッと大おおきく息いきをつく。

　知しらない人ひととの、ごくふつうの、日にち常じょう会かい話わ。

　ただそれだけなのに、やたらと緊きん張ちょうして、手てに汗あせまでかいてる。

　やっぱり、こういうことはぜんぜんなれない。

　研けん究きゅうについてだったら、大人おとな相あい手てでも気き負おわずに、話はなせるんだけどなぁ。

　歩あるいていくと、大だい学がく生せいが、こちらをチラチラと見みてるのに気きづく。

　それもそのはずで、あたしは高こう校こうの制せい服ふくすがただから。

　前まえは、その視し線せんにイライラすることもあったけど、今いまはそういうふうに見みられるのも、しかたないのかな、と受うけとめてる。

　昔むかしのあたしだったら、絶ぜっ対たいにこんなことを思おもわなかった。

　そんなことを思おもうようになったのも、警けい備び員いんさんにあいさつしたことも、……あいつの……、ケイのおかげかもしれない。

　ケイか……。あたしは、くすりと笑わらう。

　中ちゅう学がく生せいなのに、あたしと同おなじ大だい学がくの研けん究きゅう室しつに、出で入いりするようになった天てん才さい。

　それなのにケイは、そのことをあまり重じゅう要ようだと思おもっていないような、変かわったヤツ。

　とんでもなく、無ぶ愛あい想そうだしね。

　なにを考かんがえてるのか、あたしにも読よみ切きれない。

　だけど、とんでもなく頭あたまが切きれるのは、まちがいない。あたしに匹ひっ敵てきするぐらいに。

　一いっ方ぽう的てきにあたしが意い識しきしてるうちに、ケイに研けん究きゅうで先さきを越こされて、くやしい思おもいをしたり……ちょっとした事じ件けんでの借かりもある。

　だからこそ、次つぎに会あうときは、ケイが目めを丸まるくするぐらい、変かわっていたいと思おもう。

　──ライバルとして。

　大おおきな笑わらい声ごえが近ちかくできこえて、チラリと視し線せんをむける。

　大だい学がくの中なかにある芝しば生ふで、大だい学がく生せいたちが飲のみ物ものを飲のみながら、楽たのしそうにおしゃべりしている。

　カフェテリアやレストランもあるけど、今日きょうの陽よう気きなら、外そとのほうが気き持もちいいにちがいない。

　あたしの場ば合あいは、おしゃべりじゃなくて、読どく書しょをしたら気き持もちよさそう、という感かんじだけど。

　おしゃべりする、友とも達だちもいないし。

　……自じ分ぶんで言いってて、少すこし悲かなしくなったから、これ以い上じょうはやめとこう。

　あたしは、幼よう稚ち園えんのころから、理り数すう系けいのことに強つよかった。

　３歳さいくらいで方ほう程てい式しきがとけたり、理り数すう系けいの大だい学がく受じゅ験けんの問もん題だいも、パズル感かん覚かくでといて遊あそんでたし。

　それでも、パパとママはあたしのそういう能のう力りょくを、とくに気きにしない人ひとだった。

　でも、中ちゅう学がっ校こうの理り科かの先せん生せいが、あたしの能のう力りょくにおどろいて、大だい学がくの教きょう授じゅに紹しょう介かいしてくれた。

　それで研けん究きゅう室しつに顔かおを出だしているうちに、大だい学がくの『特とく別べつ研けん究きゅう員いん』になったんだ。

　まだ高こう校こう１年ねん生せいだけど、こうして週しゅうに２～３回かいは、大だい学がくの研けん究きゅう室しつに通かよってる。

　ケイもそうだったけど、最さい近きんはいそがしいとか言いって、ほとんど顔かおを出だしていない。

　大だい学がくの研けん究きゅう室しつでの研けん究きゅうより、おもしろいことがあるのかって、あたしは思おもうけどね。

　……でも、ケイには、あるのかも。

　昔むかしのあたしなら、こんなことは絶ぜっ対たいに、認みとめたくなかっただろうけど。

　──変かわりたいな。

　ケイに出で会あってから、あたしはそう思おもうようになった。

　さっき門もんの前まえで、警けい備び員いんの人ひとと言こと葉ばを交かわしたりしたのも、その１つ。

　あたしは、研けん究きゅうとか勉べん強きょうをはさまずに、人ひとと会かい話わするのが苦にが手て。

　そういうところを変かえた自じ分ぶんを見みてみたい、と今いまは思おもってる。

　……ま。それもケイの影えい響きょうだっていうのが、ちょっと腹はらが立たつけどね。

　そんなことを考かんがえている間あいだに、「北きた澤ざわ研けん究きゅう室しつ」と書かかれたプレートのかかる、部へ屋やの前まえにつく。

　あたしは、ひと呼こ吸きゅうしてからドアをノックする。

「はい、どうぞ～」

「こんにちは～」

　あたしは、あいさつをして、ドアを開あけた。

　研けん究きゅう室しつの中なかには、北きた澤ざわ教きょう授じゅと大だい学がく生せいが４人にん、全ぜん部ぶで５人にんいた。

「こんにちは。待まってたよ、桜さくら子こくん。さっそくだけど、きみにいくつか質しつ問もんや相そう談だんをしたい学がく生せいがいるから、答こたえてあげてほしい」

　白はく衣いすがたで作さ業ぎょうをしていた北きた澤ざわ教きょう授じゅが手てをとめて、人ひとのよさそうな笑えみで、あたしを見みる。

　北きた澤ざわ教きょう授じゅは、小こ柄がらで小こ太ぶとりで、やさしい雰ふん囲い気きがにじみでてる、50代だいのおじさん。

　中ちゅう学がく生せいのころとか、今いまよりもっと話はなし下べ手ただったあたしに、根こん気きよく声こえをかけてくれたりした。

　今いま、研けん究きゅう室しつで大だい学がく生せいの人ひとたちとも、コミュニケーションがとれてるのは、北きた澤ざわ教きょう授じゅのおかげといってもいい。

「わかりました」

　あたしは、バッグから白はく衣いをとりだし、さっそく身みにつける。

　白はく衣いをまとうと、キュッと気き分ぶんが引ひきしまる。

「桜さくら子こくん、ここの計けい算さん式しきについてなんだけど……」

　待まってました、とばかりに質しつ問もんしてくる大だい学がく生せいに、あたしは答こたえていく。

「はい、これは、こっちの式しきをあてはめると……」

　昔むかしは、こんなふうに大だい学がく生せい相あい手てに、怖おじ気けづかずに話はなすことはできなかった。

　答こたえることはわかっていても、言こと葉ばが出でてこないなんてことは、よくあったけど、今いまではすっかりなれた。

　30分ぷんぐらい答こたえたところで、

「あ、あたし、そろそろ行いかないと」

　あたしは、腕うで時ど計けいを確かく認にんする。もうすぐ２時じ半はん。

　そろそろ出でないと、おくれちゃう。

「なにか用よう事じ？」

　大だい学がく生せいたちが、不ふ思し議ぎそうな顔かおをしてる。

　いつもは、大だい学がくの学がく食しょくで夕ゆう飯はんを食たべていくぐらい、けっこうおそくまで研けん究きゅうを続つづけているからね。

「ええ……バイトなんです」

　あたしが答こたえると、大だい学がく生せいたちが「へ？」と間まのぬけた声こえを出だす。

　……そんなに、びっくりしなくても、いいと思おもうんですけど。

「そういうわけだ。今日きょうは桜さくら子こくんには、これ以い上じょうたよれないぞ」

　北きた澤ざわ教きょう授じゅが、大だい学がく生せいたちを見みまわして言いう。

　北きた澤ざわ教きょう授じゅには、バイトの話はなしはしてあった。

　だけど、研けん究きゅう室しつの大だい学がく生せいたちには、話はなすタイミングがなくて、気きになってたんだけど……。

　あたしは、大だい学がく生せいたちの顔かおを、チラッとうかがう。

　あたしの頭ず脳のうがたよりにされてることはわかるから、がっかりされるかもしれない。

　勝かっ手てだって、怒おこられるかも。そんな不ふ安あんを感かんじる。

　でも。

「桜さくら子こくんが、バイトかあ。いいんじゃないか？」

「おれも去きょ年ねんまでは、バイトはよくやってたよ」

「やってみると、社しゃ会かい勉べん強きょうにもなるし、なによりお金かねが手てに入はいるしな」

「どうせ、あんたはムダづかいしたんでしょ」

「そんなことないって」

　みんなの、あっさりした反はん応のうに、びっくりして、あたしは目めを丸まるくする。

「今こん度ど、バイトがどうだったか、きかせてくれよ。失しっ敗ぱい談だんも歓かん迎げいだ」

「なにそれ。縁えん起ぎのわるいこと、桜さくら子こに言いわないでよ」

「そんなつもりじゃないって」

　この人ひとたちは、あたしの頭ず脳のうだけじゃなくて、「あたし」自じ身しんを見みてくれてるんだ……。

　そう感かんじられて、あたしはうれしくなる。

　北きた澤ざわ教きょう授じゅを見みると、笑え顔がおでうなずいてる。

「それじゃあ、行いってきます！」

　あたしは、あいさつすると、かろやかな気き持もちで研けん究きゅう室しつを出でた。
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　バイト先さきは、歩あるいて20分ぷんぐらいの場ば所しょにある。

　予よ定ていは４時じだから、まだ余よ裕ゆうがある。

　それにしても、生うまれてはじめてのバイトか。

　自し然ぜんと緊きん張ちょうしてきて、手てがちょっとふるえる。

　でも、自じ分ぶんで決きめたことだから。

　バイトといっても、さすがに接せっ客きゃく業ぎょうは、あたしにはハードルが高たかそうだから、やめておいた。

　バイトの内ない容ようは、自じ分ぶんのスキルを活いかせそうな、データ入にゅう力りょくのバイト。

　あまりくわしくは知しらないけど、数すう字じとか文ぶん書しょとかの書しょ類るいに書かかれているものを、パソコンでデータ化かするのと、ちょっとしたプログラミングもするってきいてる。

　事じ前ぜんに受うけた面めん接せつで、プログラミングの実じつ技ぎテストがあったけど、そのあたりは研けん究きゅう室しつでも使つかうから、まったく問もん題だいなかった。

「ここか……」

　あたしは、バイト先さきのビルにたどりつく。

　５階かい建だての薄うす茶ちゃ色いろのビル。

　そこまで古ふるくはなさそうだけど、新あたらしいってわけでもない。

　ビルの中なかに入はいると、受うけ付つけがあって、女おんなの人ひとが２人ふたりすわっていた。

　バイトにきたことを話はなすと、３階かいに行いくように案あん内ないされる。

　エレベーターをつかって３階かいに行いくと、「アルバイトはこちら」と書かかれた紙かみが、ドアにはってあるのを見みつけた。

　緊きん張ちょうで、足あしが重おもくなるのを感かんじつつ、ドアの前まえまで行いく。

　大おおきく深しん呼こ吸きゅうしてから、ドアを開あける。

　部へ屋やの中なかは、長なが机づくえとパイプイスがならんでいた。

　中なかにいるのは、20人にんぐらいかな。大人おとなの人ひとばっかり。

　男おとこの人ひとが多おおめだけど、女おんなの人ひとも３分ぶんの１ぐらいはいる。

　高こう校こうの制せい服ふくを着きてるような人ひとは、ほかにいなくて、チラチラと、こちらに視し線せんをむけられる。

　大だい学がくで感かんじるのとは、またちがった視し線せんに、ギュッと心しん臓ぞうがしめつけられるような、緊きん張ちょうを感かんじながら、近ちかくのあいている席せきにすわる。

　……はあ……ドキドキするなぁ。

　それぞれバイトの人ひとたちは、スマホを見みたり、ぼーっとしたりして、すごしている。

　話はなしたりはしないみたい。

　ほっとしたような、がっかりしたような……。

　バイト先さきでの、人ひと付づき合あいがあるんじゃないかって、緊きん張ちょうしてたんだけど。


　　　ガチャ



　２～３分ぷんして、スーツすがたの30代だいぐらいの、男おとこの人ひとが入はいってくる。

「みなさん、お集あつまりですね」

　スーツすがたの男おとこの人ひとは、部へ屋やの中なかを見みまわしながら、よく通とおる声こえで話はなす。

「さっそくですが、今こん回かいの仕し事ごと内ない容ようについてお話はなしします。みなさんにしていただくのは、パソコンでのデータ入にゅう力りょくです。作さ業ぎょうはシンプルです。おわたしする書しょ類るいを、データ化かしてください。当とう然ぜんですが、入にゅう力りょく内ない容ようは外がい部ぶにもらさないように、お願ねがいします。それでは、こちらにどうぞ」

　スーツすがたの男おとこの人ひとが、ドアを開あけてろう下かに出でていく。

　あたしも、ほかのバイトの人ひとたちも、あとにつづく。

　案あん内ないされたのは、同おなじ３階かいにあるパソコンがならぶ部へ屋や。

　ずらりと30台だいぐらいの、パソコンがならんでいて、圧あっ倒とうされる。

　社しゃ員いんの人ひとが席せきを指し定ていして、順じゅん番ばんにすわっていく。

　全ぜん員いんが席せきにすわり終おわると、今こん度どは何なん人にんかの社しゃ員いんの人ひとが、あたしやバイトの人ひとたちに、ずっしりとした書しょ類るいの束たばをわたす。

　ペラリと、紙かみをめくると、表ひょうや数すう字じ、それに文ぶん章しょうがびっちりと書かかれている。

　これだけ入にゅう力りょくするとなると、たしかに大たい変へんかもしれない。

　でも、いつも似にたようなことは、研けん究きゅう室しつでもしているし、こまることはないかな。

　よし！　はじめてのバイトだし、がんばろう。

　あたしは、心こころの中なかで気き合あいを入いれると、キーボードの上うえに、指ゆびをおろした。







　　　　８　見みちゃいけなかったもの





　　　カタカタカタカタ……



　無む数すうのキーボードの音おとが、部へ屋やにひびく。

　あたしは、キーボードの上うえに指ゆびをすべらせると、書しょ類るいをめくる。

　研けん究きゅう室しつでは、膨ぼう大だいなデータをとりあつかう。

　だから、入にゅう力りょく作さ業ぎょうもなれているんだよね。

　かんたんなプログラミングをする作さ業ぎょうも入はいっていたけど、これも問もん題だいないレベル。

　監かん督とく役やくなのか、数すう人にんの社しゃ員いんが、このパソコン部べ屋やの中なかを、見みまわりしている。

　ちょっとテストを受うけてるみたいな雰ふん囲い気きだけど、あたしはこういう空くう気きは、きらいじゃない。

　学がっ校こうでも、休やすみ時じ間かんより授じゅ業ぎょう中ちゅうのほうが、気きが楽らくなぐらいだし。

　それにしても、この書しょ類るいの内ない容よう、世せ界かいの穀こく物もつの出しゅっ荷か数すうなんてのもあって、興きょう味み深ぶかい。

　自じ分ぶんの得とく意いな理り数すう系けい分ぶん野やとはちがうけど、数すう字じを見みくらべているだけでも、ちょっと楽たのしい。

　まあ、その間あいだも手てのスピードはゆるめてないけど。

　そんなことを考かんがえつつ、書しょ類るいをめくろうとして…………あれ？

　今いまのが最さい後ごの１枚まいか。

　腕うで時ど計けいを見みると、バイトがはじまってから、だいたい２時じ間かんぐらい。

　２００ページぐらいあったはずだけど、もう終おわっちゃったか。

　まわりの人ひとたちは、まだ入にゅう力りょく作さ業ぎょうをつづけてる。

　あたしは、だいぶ早はやく終おわったみたいね。

　このまま、終おわったことを社しゃ員いんの人ひとに伝つたえれば、バイト終しゅう了りょうだったっけ。

　その前まえに、もう一いち度ど、書しょ類るいの落おちがないか確かく認にんしてと……。

　ん？

　このパソコン、社しゃ内ないネットワークにつながってる？

　あたしは、パソコンを操そう作さして、確かく認にんしてみる。

　やっぱり……社しゃ内ないネットワークにつながったままみたい。

　社しゃ内ないネットワークは、社しゃ員いんの人ひとしか見みられないようになってる、特とく別べつなネットワーク。

　あたしは、目めだけで社しゃ員いんの人ひとの位い置ちを確かく認にんする。

　遠とおくの列れつにいて、こっちは見みてなさそう。

　まだ時じ間かんはあるし、ちょっとだけ、のぞいてみよう。

　入にゅう力りょくした数すう字じを見みてたら、この会かい社しゃがどんなことをしてるのか、興きょう味みが出でてきたし。

　こんな機き会かいでもないと、高こう校こう生せいが会かい社しゃの中なかのことを垣かい間ま見みるなんて、できないもんね。

　カチッとクリックして、サイトに入はいる。

　専せん用ようのサイトが開ひらいて、掲けい示じ板ばんや会かい社しゃの連れん絡らく事じ項こうとか、予よ想そうどおりのことが表ひょう示じされてる。

「……なんだろ、これ」

　カーソルを動うごかしていて、ふと気きづく。

　サイトの一いち番ばんラストのスペースに、リンクが貼はられてる。

　隠かくしページ？

　こんなところ、知しっている人ひとじゃないとリンクがあることにも、気きづかないはずだ。

　……ここまできたら、リンク先さきを見みてみないと、気きになるし。

　ちょっとためらったけど、☆印じるしをクリック。

　リンク先さきにとぶと、表ひょう示じされたのは、画が面めんを埋うめつくす数すう字じやローマ字じがならぶページだった。

「これって……」

　バグだよね？

　一いっ見けんすると、まったく意い味みがわからない。

　……あれ？　でもこれはもしかして……。

　そう思おもって見みつめていると、サイト画が面めんの表ひょう示じが、くずれるように消きえていった。

　表ひょう示じされていたのは、30秒びょうぐらいかな。

　自じ動どう的てきに、もとの社しゃ内ないネットワークのサイトに、もどってくる。

　あたしはサイトを閉とじて、息いきをつく。

　今いま表ひょう示じされていたのは、５３１桁けたの数すう字じとローマ字じの、意い味みのなさそうに見みえる羅ら列れつ。

　だけど、あたしの勘かんが正ただしければ、たぶんあれは……暗あん号ごうだ。

　だとするなら……。

　あたしは、頭あたまの中なかでさっき見みた、暗あん号ごうらしき羅ら列れつを思おもい出だす。

　あたしの記き憶おく力りょくがあれば、あのぐらいの桁けた数すうの羅ら列れつなら、暗あん記きできる。

　なるほど……。

　いちおう解とけたけど、なんの意い味みがあるのかは、すぐにはわからないかな。

　ま、ちょっとおもしろかったし、いいか。

　書しょ類るいの入にゅう力りょく画が面めんを出だしてから、社しゃ員いんの人ひとに声こえをかける。

「作さ業ぎょう、終おわりました」

「早はやいですね。……はい、たしかに最さい後ごまで終おわっていますね。おつかれさまでした」

　社しゃ員いんの若わかい男おとこの人ひとは、入にゅう力りょくしたデータをざっと確かく認にんすると、オーケーを出だす。

「パソコンは、そのままにしてかまいません。後ご日じつ、バイト料りょうは口こう座ざに払はらいこみします」

「わかりました。それでは、お先さきに失しつ礼れいします」

　あたしは、席せきから立たちあがると、荷に物もつを持もって出で口ぐちにむかう。

　まわりのバイトの人ひとたちが、もう終おわったの？　という視し線せんをむけてきたけど、こういうのは慣なれてる。

　あたしは、エレベーターで１階かいまで下おり、ビルのエントランスに出でる。

　外そとを見みると、夕ゆう方がたになっていて、そろそろ暗くらくなりはじめる時じ間かんだ。

「すみません。宇う佐さ美みさんですね」

　そんなことを考かんがえていると、声こえをかけられ、うしろをふり返かえる。

　スーツすがたの30代だいぐらいの若わかい男おとこの人ひとが、２人ふたり立たっていた。

　社しゃ員いんの人ひとかな。

「……そうですけど。なにか？」

　急きゅうに話はなしかけられて、あたしは心しん臓ぞうをドキドキさせながら、ぼそりと答こたえる。

「ちょっとおききしたいんですが、さきほどのバイトの間あいだに、なにかありませんでしたか？」

　男おとこの人ひとは、やわらかい口く調ちょうできいてくる。

　えっ……。

　でも、なんだかその目めが、こちらをするどく観かん察さつしてるみたいで、落おちつかない。

「とくに……。なにも見みてませんけど」

「そうですか。なにもご覧らんになっていませんか」

　男おとこの人ひとの目めが、するどくなった気きがする。

　あっ……。

　おくれて、緊きん張ちょうのせいで頭あたまが回まわってなかったことに気きづく。

　相あい手ての質しつ問もんは「なにかありませんでしたか？」だった。

　それなのに「なにも見みてない」と答こたえたら、逆ぎゃくに「なにかを見みた」と言いっているようなものだ。

　しかも、この社しゃ員いんの人ひとたちの反はん応のう……もしかして、まずいものだったんだろうか。

　でも、今いまさら「じつは見みました」と言いえる雰ふん囲い気きじゃない。

　どうしよう……迷まよっていると、

「そうですか。お引ひきとめしてすみません。ありがとうございました」

　男おとこの人ひとが、にこやかに言いう。

　でも、目めがぜんぜん笑わらってない。

「し、失しつ礼れいします」

　あたしは頭あたまを下さげると、駅えきにむかって、かけだす。

　ううぅ……失しっ敗ぱいした。

　好こう奇き心しんは猫ねこを殺ころす、っていうイギリスのことわざがあるけど、どうもあたしは、その好こう奇き心しんをおさえられないところがある。

　自じ覚かくしてるんだけど、とめられないんだよね。

　少すこし落おちついてきて、あたしは走はしるのをやめて、ふつうに歩あるきだす。

　息いきが少すこしあがってる。

　はあぁ……。

　はじめてのバイトだったけど「作さ業ぎょうした」って感かんじでいつもやってることと、あまり変かわらなかったなあ。

　そんなことを思おもいつつ歩あるいていると、ふと背せ中なかに視し線せんを感かんじた気きがして、ふり返かえる。

　歩ほ道どうは、帰き宅たくする会かい社しゃ員いんの人ひとたちが、ちらほらといる。

　その中なかで、黒くろいスーツすがたの男おとこが、歩ほ道どうのはしで立たちどまっていた。

　なんとなく、その男おとこの人ひとに目めがいく。


　　　ゾクッ



　しっかりと、目めが合あった。

　あの男おとこの人ひと、あたしを見みていた？

　あたしは、早はや足あしで歩あるきだす。

　うしろをそっとうかがうと、さっきの黒くろ服ふくの男おとこがついてきてる。

　やっぱり！

　あたしは、走はしりだす。

　なんで、あたしを追おってくるの！

　狙ねらわれるような理り由ゆうは……思おもいあたる。

　さっき見みた暗あん号ごうのせいだ。

　でも、べつに大たいした情じょう報ほうには見みえなかった。

　そこまでする？

　社しゃ外がい秘ひのことだったら、口くち止どめして誓せい約やく書しょでも、書かかせればいいじゃない。

　それとも大だい学がくの研けん究きゅう内ない容ようや、あたしの頭ず脳のうが目もく的てきとか？

　ないとは言いい切きれないけど、そこまでするかどうかは、うたがわしい。

　ああもう！

　なれない道みちであわてたせいか、駅えきの方ほう角がくがわからない。

　どうしよう……どっかでやりすごせれば。

　だけど、会かい社しゃのビルが多おおくて、お店みせらしきところが、見み当あたらない。

　あたしは、わき道みちに入はいって、さらに走はしる。

「はあはあはあ……ここまでくれば、まけたかな」

　あちこちを走はしりまわったせいで、息いきがあがる。

　しかも、細ほそい道みちの、行いきどまりにきてしまった。

　でも、あの黒くろ服ふくの男おとこのすがたはない…………えっ。

　道みちの先さきから、黒くろ服ふくの男おとこが３人にん、すがたを見みせる。

　１人ひとりじゃなかったの!?

　逃にげたつもりでいたけど、もしかして、ここに追おいこまれた？

　あたしは、左さ右ゆうを確かく認にんする。

　左さ右ゆうに古ふるいビルが建たっていて、道みちはばは、とてもせまい。

　しかも、黒くろ服ふくの男おとこたちと反はん対たい方ほう向こうは、行いきどまり。

　ど、どうする？

　こういうときこそ、冷れい静せいに考かんがえて…………ううん、どうしようもない。

　ここから、逃にげ出だせるような方ほう法ほうが、思おもいつかない。

　黒くろ服ふくの男おとこたちの、横よこを通とおりぬけるようなスペースはないし、あたしは運うん動どうが得とく意いじゃないから、３人にんの大人おとなの男おとこ相あい手てに戦たたかうなんて、たとえ武ぶ器きを持もってたとしても、勝かちめはない。

　あとは、この黒くろ服ふくの男おとこたちは、あたしを狙ねらってなんていない……あたしの、かんちがいだっていう可か能のう性せいにかけるぐらいしかない。

　……そんなことは、ありえないだろうけど。

　黒くろ服ふくの男おとこが、５メートル先さきまで近ちかづいてくる。

　強こわ面もてで、１８０センチ以い上じょうはありそうな、立りっ派ぱな体たい格かくをしてる。

　なにか格かく闘とう技ぎでも、やっているのかもしれない。

　こんな人ひとたちが、どうしてあたしのことを？

「よけいなものを見みたな」

　黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりが言いった。

「なんのこと？」

　あたしは、しらばっくれながら、頭あたまをフル回かい転てんさせる。

　今いまこの男おとこは、『よけいなものを見みた』と言いった。

　これで、あたしの頭ず脳のうや、大だい学がくの研けん究きゅう内ない容ようが狙ねらいだという可か能のう性せいは、なくなった。

　見みたってことは、さっきのバイト中ちゅうのあれのことで、まちがいなさそうだ。

　でも、たったあれだけのことで、ここまでするの？

　それは、勝かっ手てに社しゃ内ないネットワークに接せつ続ぞくしたのは怒おこられることだとは思おもうけど……。

　こんな強こわ面もての男おとこたちに、追おいかけさせるなんて、ふつうじゃない。

「見みたことはわかっている。アクセス記き録ろくが残のこっていた」

　黒くろ服ふくの男おとこが言いう。

　あたしは、心こころの中なかで舌した打うちする。

　それはそうだ。アクセスすれば記き録ろくが残のこる。

　社しゃ内ないネットワークなら、どのパソコンから見みたかなんて、すぐにわかるはずだ。

　当とう然ぜん、その可か能のう性せいを考かんがえるべきだったけど、あのときは、もしばれても、ちょっと怒おこられるぐらいですむと、思おもってたのよ。

「知しられた以い上じょうは、自じ由ゆうにさせておくわけにはいかない」

　黒くろ服ふくの男おとこたちが、一いっ歩ぽずつ近ちかづいてくる。

　あたしもうしろに下さがったけど、一いっ歩ぽ下さがったところで、コンクリートの壁かべが背せ中なかに当あたる。

　ダメだ。

　もう逃にげようがない。

　また一いっ歩ぽ、男おとこたちが近ちかづいてくる。

　恐きょう怖ふから、手てと足あしがガクガクふるえる。

　思おもわず、ギュッと目めをつぶる。

　ザッ、と、さらに近ちかづいてくる足あし音おと。

　そのとき──

「女おんな１人ひとり相あい手てに、大だいの男おとこがぞろぞろと、みっともないな」

　高たかめの若わかい男おとこの声こえがして、あたしはびっくりして、目めを開ひらく。

　それと同どう時じに、タンッと目めの前まえに、空そらから人ひと影かげがおりたった。

　今こん度どはなに!?

　あたしは、おどろきながら、目めの前まえの人ひと影かげを見みつめた。
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　　　　９　不ふ思し議ぎな少しょう年ねんとの「取とり引ひき」




「なんだ貴き様さまは！」

　黒くろ服ふくの男おとこたちが、警けい戒かいしたようにどなる。

　どうやら、黒くろ服ふくの男おとこたちにとっても、予よ想そう外がいの相あい手てみたい。

　あたしは、こっちに背せをむけてる、人ひと影かげを観かん察さつする。

　暗くらいけど、なんとなく雰ふん囲い気きや横よこ顔がおはわかる。

　たぶん、あたしと同おない年どしぐらいの、少しょう年ねんだ。

　身しん長ちょうも黒くろ服ふくの男おとこたちとくらべると、10センチ以い上じょうは低ひくい。

　緑みどり色いろのパーカーに、ジーンズのズボンという、ラフなかっこうをしてる。

「おまえたちに、名な乗のる名な前まえはない」

　少しょう年ねんは言いって、ニヤリと笑わらう。

「てめえっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりが、どなる。

　それと同どう時じに、少しょう年ねんは動うごいていた。

　あっという間まに、黒くろ服ふくの男おとこたちとの間あいだにあった距きょ離りをちぢめると、ビュッと消きえたみたいに見みえた。

「ぐはっ！」

　そのとたん、黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりが、体からだをくの字じにして、地じ面めんに倒たおれこむ。

　な、なにがどうなってるの!?

　少しょう年ねんの動うごきが、まったく目めで追おえなかった。

　あたしがおどろいている間あいだに、もう１人ひとりの黒くろ服ふくの男おとこも、地じ面めんにうつぶせに倒たおれている。

「お、おまえ、どこのものだっ！」

　最さい後ごに残のこった黒くろ服ふくの男おとこが、あとずさる。

「さあな」

　少しょう年ねんが言いうと、次つぎの瞬しゅん間かんには黒くろ服ふくの男おとこの首くびもとに、けりがヒットしていた。

「がはっ……」

　黒くろ服ふくの男おとこは、うめき声ごえをあげて、くずれ落おちる。

　あれだけの体たい格かく差さがあったのに、３人にんをあっという間まに、倒たおした……。

　運うん動どう神しん経けいがよくなくても、さすがにこれがふつうじゃないことは、わかる。

　本ほん当とうに、この子こ、なにものなの……？

　少しょう年ねんが、ジロリとあたしを見みる。

　正しょう面めんからはじめて、彼かれの顔かおを見みる。

　茶ちゃ色いろがかった短たん髪ぱつに、キリッとしたするどい目め。

　ほっそりとした顔かおつきは、かなりととのった顔かお立だちだと思おもう。

　だけど、それよりも強つよく感かんじられるのは、ふれたら飛とびかかってきそうな、ピリピリとした、気きがたった猫ねこみたいな雰ふん囲い気き。

　味み方かたなのかどうか、まだわからない。

　あたしが警けい戒かいしつつ、少しょう年ねんを観かん察さつしていると、

「この場ばから、はなれるぞ」

　少しょう年ねんが急きゅうに近ちかづいてきて、あたしの左ひだり手てをつかむ。

「えっ？　なに？　ちょっと！」

　少しょう年ねんにぐいっと引ひっぱられ、あたしは有う無むを言いわせずに、走はしらされる。

　行いきどまりの路ろ地じをもどって、大おお通どおりに出でても、そのまま腕うでをつかまれたまま。

　何なん度どか、ふりほどこうとしてみたけど、想そう像ぞう以い上じょうに力ちからが強つよくて、ムダだと、すぐにあきらめる。

「はあはあはあ……」

　少しょう年ねんがやっととまったのは、公こう園えんだった。

　池いけやランニングコースもあるような、ちょっと大おおきめの公こう園えんらしい。

　もうすぐ日ひ暮ぐれだけど、走はしっている人ひとや犬いぬの散さん歩ぽをしている人ひとが、ときどきいて、人ひと気けは思おもったよりある。

　あたしは疲つかれきって、ランニングコースの横よこにある、芝しば生ふにすわりこむ。

「あ……あなたは、いったい……」

　やっと腕うでをはなしてもらい、あたしは息いきを切きらしつつ、少しょう年ねんにきく。

「なぜ、追おわれていた？」

　少しょう年ねんは、あたしの質しつ問もんを無む視しして、冷さめた口く調ちょうで、逆ぎゃくにきいてくる。

　こっちの質しつ問もんには、答こたえるつもりがないみたいね。

　でも、ここであたしが意い地じをはっても、状じょう況きょうはよくならないのも、わかってる。

「こっちがききたいわ。問もん答どう無む用ようでおそわれるようなことを、したつもりはないんだけど」

　あたしは、答こたえる。

　きかれてないことまで正しょう直じきに、とはいかないけど。

「おそわれるほどじゃなくても、なにかをした覚おぼえはあるんだな？」

　少しょう年ねんは、あたしの言こと葉ばから、すぐに理り解かいする。

　くっ……思おもった以い上じょうに、頭あたまの回かい転てんが速はやいじゃない。

　ごまかせるかと、思おもってたのに。

「とりあえず、助たすけられてよかった」

　少しょう年ねんが、ふっと息いきをつく。

　その様よう子すを見みると、思おもったよりもいい人ひとなのかもしれない。

　かなり強ごう引いんだけど。

　それならこの少しょう年ねんに、助たすけを求もとめたほうがいいかもしれない。

　あの黒くろ服ふくの男おとこたちが、また追おってこないともかぎらないわけだし。

「あの……あなたに話はなせることは話はなすわ。なにかききたいことが、あるんでしょ」

「そうしたほうが、きみのためだ。……なにがあったんだ？」

「バイトをしてたときの、ことなんだけど……」

　あたしは、社しゃ内ないネットワークから、ぐうぜん隠かくしページを見みつけて、そこで画が面めん一いち面めんに数すう字じやローマ字じが表ひょう示じされるのを見みたという話はなしをした。

　暗あん号ごうを解といたってことは、だまっておく。

　普ふ通つうの女じょ子し高こう生せいには、解とけるわけないことだし。かえって、あやしまれるかもしれない。

「暗あん号ごうを見みた、か……それは追おわれるに決きまっている」

　少しょう年ねんは、あきれたような顔かおで、あたしを見みる。

　うっ……だって、好こう奇き心しんに勝かてなかったんだから、しょうがないでしょ。

「そんなにまずいことなの？」

　社しゃ外がい秘ひの情じょう報ほうを見みたってだけで？

「あそこは、きみが思おもっているより、何なん倍ばいもめんどうなところだ」

　少しょう年ねんは、真しん剣けんな表ひょう情じょうで言いう。

　ウソを言いったり、おどかしてる、という感かんじには見みえない。

「それで、書かかれていた数すう字じやローマ字じを覚おぼえているか？」

　少しょう年ねんが、注ちゅう意い深ぶかくきいてくる。

　うっ、ストレートにきかれたら、ウソはつきづらい。

「……それを教おしえたら、あなたはどうするの？」

「きみが、これ以い上じょう、知しる必ひつ要ようはない」

　短みじかく、だけどするどい声こえで、少しょう年ねんが答こたえる。

　質しつ問もんの答こたえは、少しょう年ねんの目もく的てきや行こう動どうに関かんすることだから、首くびをつっこむなってことか……。

「そう……じゃあ、あたしはどうなるの？」

「知しらないな。まあ、追おっ手てがかかっているから、逃にげるしかないな」

　少しょう年ねんは、両りょう手てを軽かるくあげて、勝かっ手てにしろとばかりに、肩かたをすくめる。

「なら、教おしえられないわ。あなたになにか教おしえても、あたしにはなんの得とくもないもの」

「なんだと!?」

　少しょう年ねんは予よ想そう外がいの答こたえだったのか、どなり声ごえをあげる。

　ビクッと体からだがふるえたけど、そうは見みせないように、あたしは平へい気きな顔かおをする。

「さっき、助たすけてもらった恩おんはあるけど、あたしはこのままだと、逃にげ切きれそうにない。そして、あなたには、なにか目もく的てきがあるんでしょう？」

　この少しょう年ねんと別わかれたら、あたしはあの黒くろ服ふくの男おとこたちに、つかまるのはわかりきってる。

　それをさけるためには、この少しょう年ねんとうまく「取とり引ひき」する必ひつ要ようがある。

　この少しょう年ねんは、なにかの情じょう報ほうを探さがしてるみたいだしね。

　あたしの言こと葉ばに、少しょう年ねんははじめて、あたしのことを正しょう面めんから、じっと見みる。

　……な、なに？

　とまどいつつも、ここで顔かおをそむけるのは、よくなさそうだと直ちょっ感かんして、少しょう年ねんの顔かおを見み返かえす。

「この状じょう況きょうで、そこまで冷れい静せいに頭あたまを働はたらかせられるとは……なにものだ、きみ？」

　あたしを見みる、少しょう年ねんの目めがするどい。

「ちょっと動どうじない性せい格かくってだけよ。……いちおう頭あたまの回かい転てんは、わるくないと思おもうけど」

　こんなときでも、頭あたまの回かい転てんがにぶらずにいてくれるのは、自じ分ぶんのことながらありがたい。

「こっちにどうしろと？」

　少しょう年ねんがきいてくる。

　やっと、ここまできた。

　さっきまで、彼かれは、こっちの情じょう報ほうをききだすだけで、あたしの要よう求きゅうなんて気きにもしてなかった。

　でも、要よう求きゅうをきくつもりがあるなら、「取とり引ひき」は可か能のうなはず。

　さっきまでは、もっと情じょう報ほうがほしいと思おもっていたけど、それだけもらっても、あたしは無ぶ事じでいられない。

　なら、求もとめるものは１つだ。

「あたしを助たすけて」

「……ＯオーＫケーしないと、暗あん号ごうは教おしえそうにないか」

　少しょう年ねんは、考かんがえる顔かおをする。

　あたしは、緊きん張ちょうからギュッとにぎった手てのひらに、じっとりと汗あせがにじむ。

　１分ぷん？　いや、もしかしたら30秒びょうぐらいだったのかも。

　少しょう年ねんは心こころを決きめたように、あたしを見みた。

「わかった。いいだろう。その条じょう件けんで、一いち時じ的てきにきみの身みを守まもってやる」

　少しょう年ねんがうなずく。

　それを見みて、あたしは心こころの中なかで、ホッと胸むねをなでおろす。

　でも、不ふ思し議ぎなこともある。

　それくらい手てに入いれたい情じょう報ほうなのに、少しょう年ねんは、あたしを暴ぼう力りょくでおどしたりするつもりは、まったくなさそうなんだよね。

　頭あたまから、その考かんがえがないみたい。

　……まるで、だれかにそう教おしえられたみたいに。

「ありがとう……そういえば名な乗のってもいなかったわね。あたしは宇う佐さ美み桜さくら子こ。高こう校こう１年ねん生せいよ」

　あたしは気きが抜ぬけて、ぎこちなくだけど、少しょう年ねんに笑え顔がおをむける。

　もちろん、追おわれてから、笑え顔がおになったのは、これがはじめて。

　少しょう年ねんは、あたしの顔かおを見みて、なぜか少すこしとまどった表ひょう情じょうをしてたけど、ぶっきらぼうに名な乗のってくれた。

「おれは……マサキだ」
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　　　　10　たよれるパートナー？




「さあ、行いくぞ」

　マサキと名な乗のった少しょう年ねんは、公こう園えんから歩あるきだす。

　あわてて、あたしもあとについていく。

「どこへ行いくの？」

　あたしは、歩あるきながらたずねる。

「まずは、安あん全ぜんなところだ」

　マサキは、ふりむかないまま答こたえる。

「安あん全ぜんなところ？」

「約やく束そくだからな。先さきに、きみの安あん全ぜんを確かく保ほする」

　マサキは、意い外がいと律りち義ぎな性せい格かくらしい。

　あたしにとっては、それはとても助たすかるけど。

「……だから、走はしるぞ」

「え？」

　つづけたマサキの言こと葉ばに、意い味みがわからないでいると、あたしの腕うでをつかんで、走はしりだす。

　ええっ！　またなの!?

　だけど、その意い味みはすぐにわかった。

　公こう園えんのまわりの木き々ぎの陰かげから、黒くろ服ふくの男おとこたちがすがたを見みせて、こっちを追おってくる。

　いつの間まに!?

　しかも、マサキはそれに気きづいていた。

　もし、あのまま、ほうっておかれたら、あたしはここでつかまってた。

「あの人ひとたち、あたしをどうするつもりなの？」

「きみがなにを見みたか、どこまで理り解かいできているかは、すでに問もん題だいにはしてないだろうな。万まん一いちの可か能のう性せいをつぶすために、自じ由ゆうにさせておくわけには、いかないってことだろう。監かん禁きんされるか、あるいは……」

　マサキは、言こと葉ばをにごす。

　ちょ、ちょっと待まってよ、それって……！


　　　ゾクリ



　想そう像ぞうして、背せ筋すじに寒さむ気けが走はしる。

　運うん動どう神しん経けいがいいとはいえないあたしは、なにも考かんがえずに、マサキを追おうことだけに集しゅう中ちゅうする。

　全ぜん力りょくで走はしりながら脳のうを使つかうなんて、あたしにはムリ。

　プログラミングで手てを動うごかしながら、考かんがえるのとはぜんぜんちがう！

　街まち中じゅうをあちこち走はしりまわって、ようやくマサキが立たちどまった。

「……はあはあはあ……もうあいつら……いないの？」

　あたしは、必ひっ死しで息いきをする。

　もう、このまま倒たおれこみたい。

　今日きょうはまちがいなく、今いままで生いきてきた中なかで、いちばん走はしった日ひだ。

「だいじょうぶだ」

　マサキは答こたえると、落おちついた足あし取どりで、目めの前まえの建たて物ものに近ちかづいていく。

　走はしりつかれて気きがつくのがおくれたけど、目めの前まえにあるのは、かなり年ねん代だいを感かんじさせる、２階かい建だてのアパートだった。

　階かい段だんの鉄てつが、さびついていて、ペンキもほとんど、はがれてる。

　マサキは迷まよいなく、２階かいの一いち番ばんはしの部へ屋や、２０１号ごう室しつの前まえに行いく。

「あなたの部へ屋や？」

「その１つだ。セーフハウスだな」

　マサキは答こたえ、鍵かぎを使つかって２０１号ごう室しつのドアを開あける。

　セーフハウス。

　スパイとか諜ちょう報ほう活かつ動どうをする人ひとがつかう、隠かくれ家がのことをそうよぶ。

　そうかもと思おもってはいたけど、やっぱり、マサキは一いっ般ぱん人じんじゃないの？

　でも、あたしと年としがそうちがうようには、見みえない。

　高こう校こう生せいスパイ？

　まさか、そんなマンガか映えい画がみたいなことが、あるわけ？

　でも、マサキの行こう動どうは、ただの高こう校こう生せいとは思おもえないようなことばかりだ。

「早はやく入はいれ」

　マサキがドアを開あけて、中なかからうながす。

　あたしは、アパートの部へ屋やの中なかに入はいる。

　中なかは、キッチンと畳たたみの８畳じょうだけの、がらんとした１Ｋの部へ屋やだった。

　それでも、広ひろく感かんじたのは、物ものがないからだと思おもう。

　部へ屋やに生せい活かつ感かんがほとんどなく、キッチンに小こ型がたの冷れい蔵ぞう庫こがあるのと、壁かべにおりたたみテーブルが、たてかけてあるだけだ。

　マサキは畳たたみにすわると、ここにくる途と中ちゅうでよった、貸かしロッカーからとりだした、黒くろいバッグを開ひらく。

　中なかから、ノートパソコンをとりだす。

　つづけて押おし入いれのふすまを開あけて、中なかから青あお色いろのバッグをとりだす。

　そこからは、懐かい中ちゅう電でん灯とう、ロープ、寝ね袋ぶくろ、サバイバルに使つかうようなナイフが出でてくる。

　なにに使つかうつもりかは深ふかく考かんがえたくないけど、押おし入いれに布ふ団とんはなかったから、どうやら今こん夜やは寝ね袋ぶくろらしい。

「ここに、いつまでいればいいの？」

「さあな。まあ、ここにいる間あいだは命いのちの保ほ証しょうはする。ただし、親おやや友ゆう人じんへの連れん絡らくはだめだ。敵てきに追つい跡せきされたら、めんどうだからな」

「そんなの、冗じょう談だんじゃないわ！」

　あたしは、畳たたみにいきおいよく手てをつく。

　それじゃあ、あたしが自じ由ゆうになるためには、あいつらをどうにかしなくちゃダメってことじゃない！

「それよりも、当とう座ざの安あん全ぜんは確かく保ほした。こちらは、約やく束そくを守まもったんだ。見みたものを教おしえろ」

　マサキが、ジロリとあたしを見みる。

「わかったわ。ならさっそく……5f0k4kdi3iggap36……」

「ちょっと待まて！　まさか、暗あん号ごうは文も字じの羅ら列れつなのか？」

「そうよ。５３１桁けたがこんな感かんじで、つづくんだけど」

「それを、覚おぼえているというのか？」

　マサキは、うさんくさそうにあたしを見みる。

「信しんじないならいいけど、ちゃんと暗あん号ごう解かい読どく法ほうもわかってるわ。５３１桁けたの文も字じを、３つの暗あん号ごう解かい読どく式しきに順じゅん番ばんにかけていくの。そうすれば、解かい読どくできるわ」

　あたしの言こと葉ばに、マサキはじっと考かんがえる表ひょう情じょうをする。

　本ほん当とうのことかどうか、判はん断だんしているみたい。

「わかった。信しんじよう。それで解かい読どく結けっ果かは？」

「座ざ標ひょうね。Ｘ〇〇〇　Ｙ〇〇〇　Ｚ〇〇〇。ＧＰＳで調しらべれば、すぐにわかるはずよ」

　グローバル・ポジショニング・システム。略りゃくしてＧＰＳ。

　３点てんの数すう字じで、地ち球きゅう上じょうのあらゆる場ば所しょの位い置ちを示しめす、アメリカ合がっ衆しゅう国こくが衛えい星せいを使つかって、つくりだした方ほう法ほうだ。

「調しらべてみる」

　マサキは、ノートパソコンにむかい、操そう作さしている。

　ＧＰＳは今いまや一いっ般ぱん的てきなツールだから、座ざ標ひょうから調しらべるのは、むずかしくはないはず。

　問もん題だいは、それがどこを示しめしてるのかって、ことだけど……。

　あたしは気きになって、マサキのななめうしろから、ノートパソコンをのぞきこむ。

　マサキには邪じゃ魔まそうな顔かおをされたけど、なにも言いわれなかったから、とりあえず見みてても、だいじょうぶみたい。

　座ざ標ひょうが示しめしていたのは、５階かい建だてのビルだった。

　画が面めんには、ビルの外がい観かんの写しゃ真しんが、表ひょう示じされてる。

「見みた感かんじは、ごくふつうのビルみたいね」

「持もち主ぬしを調しらべたいが、そうかんたんにはいかないか」

　マサキが、キーボードにのせた手てをとめる。

「持もち主ぬしの情じょう報ほうがほしいの？」

「ああ。だが、検けん索さくには引ひっかからないな。表おもてに出だしてない情じょう報ほうなんだろうな」

「ちょっと貸かして」

　あたしは、横よこからノートパソコンのキーボードの上うえに、手てをのせる。

　そのまま、画が面めんに目めを走はしらせつつ、高こう速そくで指ゆびを走はしらせる。

「え～と、これかな。……うん。これがビルの持もち主ぬしよ」

　あたしは、マサキによく見みえるように、ノートパソコンからはなれる。

「ちょっと待まて！　今いま、なにをした？　あきらかに、正せい規きのじゃない手て順じゅんをふんだだろう」

　マサキが、あわてたように言いう。

「緊きん急きゅう事じ態たいだから……ちょっとね」

「……それでやつらに、気きづかれたらどうする？」

　マサキが、ジロリとにらむ。

「だいじょうぶ。海かい外がいサーバーをいくつもはさんでから、アクセスしてるし、足あし跡あとも消けしてあるから。まず気きづかれないはずよ」

　あたしの答こたえに、マサキがまじまじと、あたしを見みる。

　青あおみがかった、きれいな瞳ひとみに、まっすぐに見みつめられると、なんだか落おちつかない気き分ぶんになる。

「……なによ？」

　あたしは、視し線せんにたえきれずに、マサキにきく。

「きみ、なにものだ？」

　マサキは、表ひょう情じょうに警けい戒かいした色いろを見みせる。

　あたしは肩かたをすくめる。

「ちょっと頭あたまのまわる女じょ子し高こう生せいって、自じ己こ紹しょう介かいしたはずだけど？」

　そうはいっても、あたしも自じ分ぶんのことをことこまかく説せつ明めいするほど、マサキを信しん用ようしてない。

「ちょっと……か」

　マサキは思し案あん顔がおをしたものの、すぐに、小ちいさくうなずいた。

「……まあいい。役やくに立たつスキルがあるなら、歓かん迎げいだ。もう少すこし調しらべてもらうぞ」

「かまわないわ。そうしないと、いつまでたっても帰かえれなそうだし」

「まず、このビルの見み取とり図ずがほしい」

「まあ、できなくはないけど……」

　あたしは、マサキの指し示じをうけて、ノートパソコンを動うごかしていく。

　もちろん、正せい攻こう法ほうではわからないから、ちょっとした裏うら口ぐちを使つかわせてもらったけど。

　そんなふうに、マサキに言いわれるままに、１時じ間かんほど調しらべたところで、指し示じがとだえた。

　ふうぅ……。

　さすがに、ちょっとつかれた。

「ビルの持もち主ぬしは、タキオンの構こう成せい員いんだな。名な前まえに憶おぼえがある」

「タキオン？」

　超ちょう光こう速そくで動うごくと仮か定ていされている粒りゅう子し、だったっけ。

　それが、どうして今いま出でてくるわけ？

「きみにも、関かん係けいあることだ。教おしえてやる。タキオンとは、犯はん罪ざい組そ織しきだ」

「は、犯はん罪ざい組そ織しき？」

　とつぜん出でてきた言こと葉ばに、あたしはとまどう。

「世せ界かい中じゅうに根ねをはる、犯はん罪ざい組そ織しきだ。多おおくの組そ織しき的てき犯はん罪ざいをたどると、タキオンの影かげがあるといわれるぐらいにな」

「そんな組そ織しきがあるの？　でも、それなら国くにとかが、どうにかしそうじゃない。世せ界かい中じゅうにいるんでしょ」

「おれもくわしくは知しらないが、小しょう国こくていどなら、意いのままにするぐらいの力ちからはあるらしい。大たい国こくの要よう人じんとも、つながりがあるようだから、かんたんには手てを出だせない」

「そんな組そ織しきがどうして、あたしなんかに、情じょう報ほうを盗ぬすみ見みられてるのよ……」

　自じ分ぶんでも八やつ当あたりだとわかっているけど、言いわずにはいられない。

　そんな大おおきな犯はん罪ざい組そ織しきなら、セキュリティぐらい、ちゃんとしておいてよ。

「今いまの日に本ほんは例れい外がいだ。やつらが、一いち時じ的てきに撤てっ退たいしたからな」

「撤てっ退たい？　追おいはらったってこと？　すごいじゃない。警けい察さつがやったの？」

「まさか！　日に本ほんの警けい察さつにそこまでの力ちからはない。日に本ほんの要よう人じんの中なかにも、タキオンの協きょう力りょく者しゃがいるだろうからな」

「じゃあ、どうして……？」

「とあるやつらが、幹かん部ぶを返かえり討うちにしたんだ。それで、タキオンは日に本ほんから撤てっ退たいした」

「やつらって、どんな人ひと？」

「それを教おしえてどうなる？」

「まあ、そうね。知しったら、よけいに帰かえれなくなりそうだし、これ以い上じょうはやめておくわ」

　あたしは、すぐに引ひき下さがる。

　ただの好こう奇き心しんを満みたすだけで、これ以い上じょう、泥どろ沼ぬまにはまるのは、ごめんだし。

　それにしても、こんなことを知しっているということは、本ほん当とうにマサキは高こう校こう生せいスパイなのかもしれない。

　もちろん、今いまの話はなしが全ぜん部ぶでたらめという可か能のう性せいも、考かんがえなくもないけど、あたしにそんなウソをつく意い味みなんて、ないはずだ。

「作さ業ぎょうにもどるぞ」

　マサキは、調しらべたビルの見み取とり図ずと、セキュリティの状じょう態たいが書かかれた画が面めんに、目めをむける。

　あたしも見みたけど、意い外がいとセキュリティはゆるいように、見みえるんだよね。

「監かん視しカメラは設せっ置ちされてるけど、警けい備び会がい社しゃとは契けい約やくしてないわね」
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「あたりまえだ。やましいことがあるやつが、外がい部ぶの人にん間げんに警けい備びをたのむわけがないだろ。自じ前まえの警けい備びがいる。きみを追おったようなやつらがな」

　マサキが、おどかすように言いう。

　追おわれていたことを思おもい出だし、あたしはズンッと気き分ぶんが重おもくなる。

　あんな大おお男おとこたちが、警けい備びについてる？

　それじゃあ警けい備びはゆるいどころか、とても厳きびしいということになる。

　だけど、マサキの様よう子すからすると……。

「それで次つぎは？　このビルに行いくの？」

　あたしは、マサキにきく。

　調しらべさせたのは、そのためだよね。

　セキュリティを調しらべるということは、忍しのびこむつもりなのは、わかりきってる。

　そして、セキュリティのことを知しっても、あきらめるような表ひょう情じょうをしてない。

「行いく。このビルは、かなりあやしい。確かく認にんする必ひつ要ようがある」

「それは、あたしが助たすかるためにも、必ひつ要ようなこと？」

　あたしは思おもい切きって、たずねる。

　あやしい暗あん号ごうから、得えられた住じゅう所しょ。そこにあるビル。

　たしかに、マサキの目もく的てきには、あってるのかもしれない。

　でも、あたしに意い味みはあるの？

「意い味みがある。そもそも、きみの追おっ手ては、どうすればなくなると思おもう？」

「それは…………その必ひつ要ようがないと判はん断だんされたとき」

　あたしは、自じ分ぶんでもあいまいだと思おもいつつも、答こたえる。

「そうだ。追おっ手ての必ひつ要ようがなくなるのは、きみが得えた情じょう報ほうに隠かくしておく意い味みがなくなったときだ」

　あたしは、マサキの言いいたいことを理り解かいする。

「……つまり、タキオンという組そ織しきが隠かくしていることを暴あばけば、あたし個こ人じんを狙ねらうなんて場ば合あいじゃなくなるってこと？」

「そういうことだ」

　マサキは、うなずく。

　むちゃくちゃだ。

　だけど、それ以い外がいに、なるべく早はやく、あたしの追おっ手てをなくす方ほう法ほうは、思おもいつかない。

　もし、気き長ながに待まてるなら、タキオンにとってその情じょう報ほうが、不ふ必ひつ要ようになるまで隠かくれつづけるという方ほう法ほうもとれるし、そのほうがずっと安あん全ぜんだ。

　だけど、それがいつになるのか、わからない。

　明日あしたかもしれないけど、１か月げつ、１年ねん後ごかもしれない。

　その間あいだずっと、このアパートに隠かくれひそむような生せい活かつをつづけるなんて、ムリだ。

　でも、あんな危き険けんなやつらがいる組そ織しきが、隠かくしていることを、あたしたちの手てで暴あばく……？

　それは、さらにマサキとあたしが、狙ねらわれる可か能のう性せいもふくんでる。

　でも、うまくいけば、短みじかい時じ間かんで、すべてを解かい決けつできるかもしれない。

　ハイリスク、ハイリターンか……。

　大おおきな危き険けんがともなえば、得えられるものも大おおきい。

　あたしは、心こころを決きめる。

「わかったわ。あたしもマサキといっしょに行いく」

「必ひつ要ようない。────と言いいたいところだが、さっき見みたパソコンやネット関かん係けいの技ぎ術じゅつは、おれより、きみのほうがかなり上うえだ。きみの力ちからが必ひつ要ようになる場ば面めんがありそうだな」

　マサキが、苦にがい顔かおをしつつ言いう。

「なら……」

「だが、相そう当とうな危き険けんをともなうぞ。わかっているのか？」

　マサキが、するどい目めであたしを見みる。

　それだけで、あたしの決きめた心こころは、ヒュッと意い気く地じがなくなりそうになる。

「わかっているつもり。それであたしは、家いえに帰かえる」

「そうか。なら、連つれていく」

　マサキがうなずく。

「今いまから行いくの？」

　あたしは、緊きん張ちょうしつつきく。

　だけど……。

「まだだ」

　マサキは、首くびを横よこにふる。

　あれ？　と拍ひょう子し抜ぬけする。

　マサキが、あたしを指ゆびさす。

「その服ふくは、めだちすぎる」

「え？」

　あたしは、自じ分ぶんのすがたを確かく認にんする。

　そういえば、研けん究きゅう室しつからバイトにいったから、ずっと高こう校こうの制せい服ふくのままだったっけ。

　これはたしかに、めだつかも……。

　少すくなくとも、ビルに、忍しのんで行いく服ふく装そうじゃない。

「でも、家いえに帰かえれないんでしょ？」

　マサキに、そう言いわれたばかりだ。

「当とう然ぜんだ」

「でも、それじゃあどうするの？」

　あたしの疑ぎ問もんに、マサキはあきれたような顔かおをして言いった。

「方ほう法ほうは１つしかないだろ。……服ふくを買かいに行いくぞ」







　　　　11　意い外がいすぎる一いち面めん




　ううぅ……う～ん……。

　カーテンのすき間まから差さしこむ朝あさ日ひに、あたしは目めを細ほそく開あける。

　見みなれない、シミのついた木きの天てん井じょう。

　……あれ？　ここはどこだっけ……そうだ！

　頭あたまがだんだんとさえてきて、あたしは目めをはっきりと開あける。

　昨日きのうは、マサキに助たすけられて、古ふるそうなアパートに泊とまったんだった。

　あたしは今いま、寝ね袋ぶくろに入はいりこんでいる。

　この寝ね袋ぶくろは、マサキが貸かしてくれたもの。

　バッグに入はいっていた１つだ。

　アパートの部へ屋やは１つしかないから、玄げん関かん側がわにマサキ、窓まど際ぎわにあたしと、部へ屋やのすみとすみで、わかれて寝ねたんだよね。

　見みず知しらずの少しょう年ねんと同おなじ部へ屋や、というのに緊きん張ちょうしてたけど、すぐに眠ねむってしまったらしい。

　たぶん、精せい神しん的てきにも体たい力りょく的てきにも、つかれはててたんだと思おもう。

　家いえには昨日きのうのうちに、研けん究きゅう室しつに泊とまるって連れん絡らくしておいたから、だいじょうぶなはず。

　研けん究きゅうがいそがしくなると、ときどきあることだし。

　うちの両りょう親しんは、北きた澤ざわ教きょう授じゅを信しん頼らいしてるから。

　その信しん頼らいを利り用ようするのは、心こころ苦ぐるしいけど……しょうがない。

　でも、それも４日か以い上じょうになると、ごまかせないと思おもう。

　できれば、それまでに、どうにか決けっ着ちゃくをつけたいけど……。

　そんなことを考かんがえながら、体からだを動うごかして、寝ね袋ぶくろからぬけだす。

　顔かおをあげると、マサキはすでに起おきていた。

「おはよう、マサキ」

　あたしは、まだ少すこしぼんやりした頭あたまで、あいさつする。

「ああ」

　マサキは気きのない返へん事じをしながら、バッグに入はいっていた道どう具ぐの手て入いれをつづけている。

　あたしは、立たちあがる。

　マサキからオレンジ色いろのスウェットを、借かりて着きている。

　部へ屋やに置おきっぱなしにしてあったらしく、少すこしかびくさいし、ぶかぶかだけど、しょうがない。

　あたしは、制せい服ふくを持もって、ユニットバスに移い動どうする。

　このアパートの部へ屋やで、個こ室しつはそこしかない。

　手てばやく着き替がえて、髪かみをとかすと、部へ屋やにもどる。

　すると、香こうばしいにおいがする。

　キッチンを見みると、マサキがガスコンロの前まえで、フライパンを持もっている。

　どうやら、朝ちょう食しょくをつくってくれているらしい。


　　　ぐぅ───



　においにつられて、お腹なかが大おおきな音おとを立たてる。

　そういえば、昨日きのうの昼ひるから、なにも食たべてなかったっけ。

「今いまできるから、待まってろ」

　マサキが言いう。

　うっ……。

　今いまの、思おもいっきりきかれてたらしい。

　さすがに、あたしはほおが熱あつくなって、そそくさと畳たたみの部へ屋やに行いく。

　チラリと、マサキのほうを見みたけど、気きにしてる様よう子すもない。

　……ま、ただの協きょう力りょく関かん係けいだしね。

　あたしは、テーブルの上うえを片かたづけて、はしなどの準じゅん備びをする。

　少すこしすると、マサキがお皿さらを持もって、やってきた。

　わっ、すごい！

　あたしは、お皿さらにもられた料りょう理りに、目めを見み開ひらく。

　見みるからに、きれいにこんがりと焼やけているアジの開ひらきに、ほうれん草そうのおひたし。お豆とう腐ふと大だい根こんのお味み噌そ汁しるに、おいしそうな、ふんわりと炊たけているご飯はん。

　ご飯はんには、梅うめ干ぼしまで、べつのお皿さらに用よう意いしてある。

　昨日きのう、マサキが材ざい料りょうを買かいに行いっていたけど、まさかこんなに、ちゃんとした料りょう理りが出でてくるとは思おもわなかった。

　しかも、手て間まのかかる純じゅん和わ食しょくだし。

「料りょう理り、できるのね？」

　あたしは、チラリとマサキを見みる。

「主あるじ様さまは、食しょく事じを楽たのしみにされていたからな。それぐらいは身みにつけているのは、当とう然ぜんだ」

　主あるじ様さま？

　そう言いうマサキの表ひょう情じょうが、一いっ瞬しゅん、やわらいだものになって、とまどう。

　主あるじ様さまって……雇やとい主ぬしってことだろうか？

　考かんがえてみれば、このマサキが、ふつうに高こう校こうとかに行いっているとも、思おもえない。

　タキオンという組そ織しきを探さぐってるってことは、マサキを雇やとっている人にん間げんがいても、おかしくない。

　その人ひとに言いわれて、タキオンのことを調しらべているのだろうか？

　調しらべているのが、タキオンという組そ織しきそのものなのか、べつのものを調しらべる過か程ていで、タキオンを調しらべているのかは、わからないけど。


　　　ぐぅ───



　そ、それはともかく、今いまは朝ちょう食しょくね。

「隠かくれ住すむのに、こんな朝ちょう食しょくを食たべられるとは、思おもわなかったわ」

「近きん所じょでは、１人ひとり暮ぐらしの若わか者ものとして見みられている。おかしな行こう動どうはとれない。ゴミだって、普ふ通つうに出ださなくちゃ怪あやしまれる。どこからだって、ほころびは発はっ生せいするからな。しばらくは、この場ば所しょに暮くらすことになるなら、一いっ定ていの生せい活かつは送おくっておくべきだ」

　なるほど。理り屈くつをきくと、納なっ得とくできなくはない。

「あと、主あるじ様さまのための料りょう理りの腕うでが、なまっては困こまる。腕うでをふるえるときは、ふるっておくことにしている」

　どちらかといえば、そっちのほうが、ふに落おちるかも。

　この口くちぶりだと、ずいぶんとマサキが、その「主あるじ様さま」を慕したっているのがわかるし。

「その主あるじ様さまって、どんな人ひとなの？」

　あたしは、気きになってきいてみる。

「……きみには関かん係けいないし、知しる必ひつ要ようはない」

　そのとたん、マサキは、表ひょう情じょうを引ひきしめて、冷つめたく言いう。

　うっ……ちょっと話はなしてくれる雰ふん囲い気きだからって、調ちょう子しにのりすぎたかな。

　はあぁ……。

　やっぱり、人ひと付づき合あいって難むずかしいね。

　あたしは気き分ぶんを変かえようと、アジの開ひらきの身みを、おはしでていねいに、ほぐしとる。

　絶ぜつ妙みょうな焼やきかげんのアジの身みが、ふんわりとしていて、おいしそう！

　ここまで、こだわってるとか、これも「主あるじ様さま」のためってこと？

　あたしは心こころの中なかで首くびをかしげつつも、次つぎ々つぎと朝ちょう食しょくを、お腹なかにおさめていく。

　久ひさしぶりのご飯はんということもあって、食たべることに夢む中ちゅうになっちゃった。

　会かい話わがなかったけど、マサキは気きにもとめてないらしく、畳たたみの上うえにおいたノートパソコンで、情じょう報ほうをチェックしていた。

　おたがいに、沈ちん黙もくが気きまずいというタイプじゃなくて、よかった。

　食しょっ器き洗あらいは、あたしが担たん当とうした。

　さすがに、全ぜん部ぶまかせるわけにも、いかないし。

「今日きょうは、昨日きのう言いったとおり、服ふくを買かいに行いく」

　マサキが、食しょっ器きを洗あらっているあたしにむかって言いう。

　昨日きのうはおそくなったから、服ふくを買かいに行いく時じ間かんがなかったんだよね。

　マサキが１人ひとりで、近ちかくのスーパーで、食しょく材ざいと最さい低てい限げんの日にち用よう品ひんを買かってきただけ。

　あたしは、洗あらい物ものをすませると、すぐに出でかける準じゅん備びをした。

　時じ間かんは朝あさの10時じすぎ。

　この時じ間かんなら、たいていのお店みせは開あいているはずだ。

「やはりその制せい服ふくはめだつな。これを上うえにはおっておけ」

　出でかける前まえに、マサキが紺こん色いろのパーカーをわたしてくる。

　マサキのらしい。

　あたしには、かなり大おおきかったけど、制せい服ふくをかくすには、ちょうどいいかも。

　マサキが玄げん関かんのドアを開あけようとして、ふり返かえる。

「外そとでは、カップルに見みえるように……というのは、桜さくら子こにはむずかしいか。せめて、友とも達だち同どう士しに見みえるていどには、親したしげにふるまえ。よそよそしいと、かえってめだつ」

　マサキはそう言いって、ドアを開あける。

　え、えええっ！

　いきなりそんなこと言いわれても……。

　そりゃあ、カップルのふりなんて、たしかにムリだけど……。

　友とも達だち同どう士しって言いわれても、あたしにはその経けい験けんが少すくなすぎるし。

　ギクシャクしながら、マサキとならんで歩あるく。

「はなれすぎだ」

　マサキと距きょ離りを開あけて、歩あるいていると、ぐいと手てを引ひっぱられる。

　そのまま、手てをにぎられる。

　へ？　はっ、ちょっと、いきなり……。

　あたしは、頭あたまの中なかで混こん乱らんしつつ、心しん臓ぞうがバクバクといっている。

　少しょう年ねんと手てをつなぐなんて、いつぶりだろう。幼よう稚ち園えんとか？

　それに……これって友とも達だちなの？

　人ひと付づき合あいの経けい験けんが少すくなすぎて、まったくわからない。

　それでも、なんとか気きを落おちつかせて、あたしはマサキといっしょに歩あるく。

　このあたりの地ち理りは、ほとんどわからないから、お店みせもマサキにおまかせだ。

　20分ぷんほど歩あるくと、古ふる着ぎ屋やさんが、見みえてくる。

「レインボウ」と書かかれた看かん板ばんに、古ふる着ぎ屋やとも書かかれているから、わかったことだけど。

　洋よう服ふく屋やさんなんて、めったに行いくことがないから、そうじゃなかったら、区く別べつなんてつかない。

「あそこだ」

　マサキは、ぶっきらぼうに店みせを、目めでしめすと、にぎっていた手てをはなしてくれる。

　ホッと息いきをつく。

「いろいろありそうね」

　お店みせの中なかを見みると、女じょ性せいものを中ちゅう心しんに、古ふる着ぎがならんでいる。

　スカート、パンツのボトムスと、シャツやブラウス、Ｔシャツなどのトップスと、わけられてる。

　ほかにも、ワンピースはべつのコーナーになっていたりと、きれいに展てん示じされている。

　古ふる着ぎ屋やさんなんて、きたのは、もちろんはじめて。

　そもそも、おしゃれにたいした興きょう味みがない。

　制せい服ふくで研けん究きゅう室しつに行いっているのも、私し服ふくだと、なにを着きていいのかわからないからっていうのも、あったんだ。

「古ふる着ぎ」といっても、けっこうきれいなんだね。

　売うり物ものなんだから、当とう然ぜんなのかもしれないけど。

　それにしても、どれを選えらんだらいいの……？

　大たい量りょうにならぶ服ふくに、あたしは店みせの中なかを歩あるきながら、途と方ほうに暮くれる。

　服ふくを選えらぶセンスなんて、自じ信しんがない。

　このスカートなんて、かわいらしいとは思おもうけど……。

　目めに入はいったのは、白しろにひまわりの刺ししゅうが入はいった、フレアスカート。

　自じ分ぶんが着きて、どう見みえるか想そう像ぞうがつかない。……似に合あうのかな？

「動うごきやすい服ふくにしておけ。スカートはダメだ。それに、景け色しきにまぎれられるような、ごくふつうの服ふく装そうをえらべ」

　マサキが、うしろから釘くぎをさしてくる。

　そ、それもそうか……。

　これからビルにむかうっていうのに、ヒラヒラしたスカートすがたなんて、むかないのはあたりまえだ。

　でも、ふつうの女おんなの子こって言いわれても……そもそも、私し服ふくを友とも達だちと買かいにいくどころか、ここ数すう年ねんは、親おや以い外がいのだれかと出でかけたことがない。

「……ごめん。あたし、ふつうの女おんなの子こっていうのが、よくわからなくて……それに、手て持もちのお金かねもあまりないし」

　あたしは答こたえつつ、自じ分ぶんの財さい布ふの中なか身みを思おもい出だす。

　学がっ校こう帰がえりで、交こう通つう費ひは定てい期きだから、２０００円えんぐらいしか持もってない。

　それで足たりるだろうか。

「ふつうが、わからない？」

　マサキが、怪け訝げんな顔かおをする。

「……まあいい。金かねはこっちで出だすから、心しん配ぱいするな」

「いいの？」

　あたしは、マサキを見みる。

　なにか、裏うらがあったりしないでしょうね？

「足あしを引ひっぱられてはこまる。そのていどで、借かりに感かんじる必ひつ要ようもない」

　マサキは、あたしの考かんがえを読よんで、答こたえる。

　そういうことなら、甘あまえておくべきかな。

「服ふくはそうだな……、このあたりのデニム。トップスは、そのあたりのブラウスやチュニックでどうだ？　色いろは好このみなのを選えらべばいいが、あまりめだつ色いろ合あいは、やめておけ」
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　マサキは、次つぎ々つぎと古ふる着ぎを指ゆびさす。

　なんで、女じょ性せいものの服ふくにくわしいの!?

　おどろいていると、

「これで買かって、着き替がえたら、そのまま出でてこい」

　マサキは、あたしに１万まん円えん札さつをわたして、店みせの外そとに出でていく。

　あたしは、もう一いち度ど店てん内ないを見みまわす。

　まずはマサキにアドバイスされた服ふくを、見みていく。

　おしゃれだけど、ちゃんと動うごきやすそうな服ふくだ。

　デニムはスキニーパンツで、ピタッとしてるから動うごきにくいかと思おもったけど、マサキが指し定ていしたのは、ちゃんとストレッチがきいてる。

　サイズも、あたしがふだん選えらぶのといっしょだ。なんで、わかったんだろう？

　とにかくあたしは、マサキが選えらんでくれた中なかから、買かうことに決きめる。

「試し着ちゃくしたいんですけど、いいですか？」

　ひとそろい選えらんで、あたしは女じょ性せいの店てん員いんさんにたずねる。

「はい、あちらでどうぞ」

　お店みせのはしに、試し着ちゃく室しつが設せっ置ちされてる。

　あたしは服ふくを持もって中なかに入はいると、手てばやく着き替がえる。

　うん、ぴったり。

　腕うでと足あしを動うごかしてみたりしたけど、動うごきにくさもない。

　あたしは、着き替がえたまま、試し着ちゃく室しつの外そとに出でる。

「これ、買かいたいんですけど、着きて帰かえっていいですか？」

「かまいませんよ。今いま、タグをはずしますね」

　あたしのようなお客きゃくさんもいるのか、女じょ性せいの店てん員いんさんはなれた様よう子すで、あたしの着きている服ふくから、値ね札ふだタグをハサミで切きりとる。

　会かい計けいをすませて、古ふる着ぎ屋やさんの外そとに出でる。

　外そとの街がい路ろ樹じゅの下したで、マサキがヒマそうに待まっている。

　まるで、デート相あい手てが出でてくるのを待まってる少しょう年ねんみたいに見みえる。

「これで、だいじょうぶ？」

　あたしは、マサキに近ちかづいていき、服ふくを見みせるように立たつ。

　髪かみをしばるシュシュも買かって、今いまはうしろをまとめて、ポニーテールのようにした。

「……それなら、まあいいだろ。次つぎに行いくぞ」

　マサキは、あたしのすがたを、チラッと一いっ瞬しゅんだけ見みて歩あるきだす。

　それだけ？

　まあ、予よ想そうどおりだけど。

　だんだんと、マサキの考かんがえ方かたがわかってきてる気きがする。

　あたしは、クスッと笑わらう。

　あれ？

　今いま、あたし、自し然ぜんと笑わらえていた。

　追おわれてから、緊きん張ちょうをかかえてばかりいたけど、少すこしだけ心こころに余よ裕ゆうができたのかも。

　だからって、まだ気きをぬくことは、できないけどね。

　そんなことを考かんがえながら、あたしはマサキのあとを追おった。







　　　　12　マサキの「主あるじ様さま」




　夕ゆう方がたになって、ようやくアパートに帰かえってきた。

　つ、つかれたぁ……。

　あたしは、どっかりと玄げん関かんにすわりこむ。

　両りょう手てには、買かい物ものしてきた荷に物もつがいっぱい。

　あたしの服ふくを買かったあと、ほかの必ひつ要ようなものを買かいそろえに、行いったんだよね。

　そこで、マサキが予よ想そう以い上じょうに買かい物ものをして、持もち帰かえれるのか心しん配ぱいになったほど。

　そんなマサキは、あたしの荷に物もつの３倍ばい以い上じょう持もっているけど、平へい気きな顔かおをしてる。

　買かったのは、荷に物もつをつめるリュックサックや、コンパスや地ち図ず、ホイッスルなど。まるで、どこか山やま登のぼりにでも行いくみたいだ。

　でもこれは全ぜん部ぶ、あの座ざ標ひょうのビルへ潜せん入にゅうするための道どう具ぐだ。

　そのままマサキは、買かいこんできた道どう具ぐの整せい理りと、準じゅん備びにいそがしそうにしてる。

　そろそろ、お腹なかがすく時じ間かんね。

「夕ゆう飯はんは、あたしがつくるわ」

「できるのか？」

　マサキが、うたがわしそうな目めで見みてくる。

「できるわよ……たぶん」

　料りょう理りをしたことはほとんどないけど、レシピの知ち識しきは頭あたまの中なかに入はいってるから、なんとかなるはずだ。

　むずかしいものを、つくるつもりもないし。

　まずは小こ型がたの冷れい蔵ぞう庫こを開あけ、食しょく材ざいをチェック。

　昨日きのう、マサキが買かってきた食しょく材ざいのあまりと、今日きょう、少すこし買かい足たしたぶん。

　どっちも、朝ちょう食しょくで食たべた材ざい料りょうに近ちかいものしかない。

　マサキと同おなじものをつくるっていうのも、能のうがないよね。

　あたしは、メニューを決きめて、さっそく調ちょう理りにとりかかる。

　卵たまごは……目め玉だま焼やきでいいか。ベーコンもいっしょに焼やけば、見み栄ばえはするはず。

　それにサラダと、ご飯はんといきたいところだけど、炊すい飯はん器きがないから、あたしには炊たけそうもない。トーストに変へん更こうね。

　さっそく、フライパンをとりだして、料りょう理りをはじめる。







「自じ信しんありげに夕ゆう飯はんをつくると言いって、できたのがこれか」

　マサキは、テーブルにならんだ料りょう理りを見みて、ため息いきをつく。

「うぅ……もうちょっと、できると思おもったんだけど……」

　あたしは、テーブルの上うえから、そっと視し線せんをそらす。

　できあがった夕ゆう飯はんは、ひと言ことでいえば──ひどかった。

　目め玉だま焼やきはこげて白しろ身みが真まっ黒くろになってるし、ベーコンはカリカリになりすぎて、見みるからに硬かたそう。

　サラダは、スライストマトがつぶれていて、ちぎったレタスは、ぼろぼろになってる。

　トーストも焼やきすぎて、真まん中なかのあたりが、黒くろくこげついている。

　マサキが、目め玉だま焼やきを口くちにはこぶ。

「まあ、食くえなくはないな」

　マサキは、とくに表ひょう情じょうも変かえずに言いって、もくもくと食たべていく。

「ムリしなくてもいいけど……」

　あたしは、力ちからなく言いう。

「そのとおりだな。時じ間かんも材ざい料りょうももったいない」

　うっ……。

　言いい返かえせない事じ実じつに、あたしは口くちごもる。

「だが、最さい初しょはだれもが、うまくいくわけじゃない。次つぎに料りょう理りをつくりたいなら１人ひとりでやるな」

　マサキは、はしをとめて、顔かおをあげる。

　それって……。

「教おしえてくれるってこと？」

「学まなぶ気きがあるならな」

　マサキの意い外がいな提てい案あんに、あたしはおどろく。

　こんなやさしいこと、言いう人ひとだった？

　てっきり、もう二に度どと料りょう理りをつくるな、と怒おこられるかと思おもってたのに。

「……おれも、主あるじ様さまからそうやって学まなんできたからな。学まなぶ気きがあるなら、教おしえる。ないなら、教おしえない。それだけだ」

　マサキは、あたりまえのように、つげる。

　でも、その考かんがえ方かたは、わかりやすくて、あたしに近ちかいかもしれない。

　学まなびたいから、学まなぶ。

　教おしえるほうも、学まなぶ意い思しがある相あい手てにだけ、教おしえる。

　そういうシンプルなほうが、あたしの好このみだ。

「それなら、お願ねがいします。……そんなに長ながい付つき合あいにならないほうが、おたがいに、いいんだろうけど」

「まあな」

　マサキは、そっけなく返かえす。

「前まえも言いってたけど、主あるじ様さまというのは、マサキの雇やとい主ぬし？」

　気きになっていたことを、あたしはたずねる。

　答こたえてもらえないかも、と思おもったけど、意い外がいなことに答こたえがあった。

「近ちかいが、正せい確かくにはちがうな。雇やとわれているのではなく、つき従したがっていると言いうほうが正ただしい」

　つ、つき従したがっている？

　あたしは、マサキの言こと葉ばの意い味みを考かんがえたものの、今いまひとつ、ピンとこない。

「それじゃあ、タキオンって組そ織しきについて調しらべてたのも、その主あるじ様さまからの命めい令れい？」

　マサキのはしが、とまった。

　ふみこみすぎただろうか。怒おこった？

　おそるおそる、マサキの表ひょう情じょうを見みて…………えっ。

　その表ひょう情じょうは、予よ想そうから大おおきくはずれていた。

　なんとも言いいがたい、つらそうな顔かおをしてる。

「……ちがう。その主あるじ様さまを探さがしている」

　そう答こたえたマサキの表ひょう情じょうは、悲かなしそうでもあり、やるせなさや、いらだちに似にたものも、見みえるような気きがする。

「探さがして……る？」

　それは、いなくなった、ということだろうか。
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　だけど、マサキはそれ以い上じょうは、なにも言いわない。

　あたしも、さらにきくのは、やめておく。

　マサキとあたしは、一いち時じ的てきな協きょう力りょく関かん係けいであって、友とも達だちでも仲なか間までもない。

　それに友とも達だちや仲なか間まだったとしても、かるがるしく、ふみこんではいけないこと、というのがあるのかも？　と思おもうし。

　それでも、少すこしでもマサキの願ねがいがかなう、手て助だすけができればいいなと思おもう。

　あたしは、この話はなしは終おわりにする、という意い思し表ひょう示じがわりに、トーストをひとかじりした。

「にがっ……」

　あたしは、顔かおをしかめる。

　こげてて、やっぱり苦にがい。

　マサキは、表ひょう情じょうを変かえずに食たべているけど、だいじょうぶなのか心しん配ぱいになる。

　あたしも、料りょう理りにはしをのばす。

　自じ分ぶんでつくった責せき任にんがある以い上じょう、マサキにだけ、食たべさせるわけにはいかないし。

　そんなふうにして、結けっ局きょく、マサキもあたしも夕ゆう食しょくを、全ぜん部ぶ食たべきってしまった。

　あんな料りょう理りだったけど、１日にち中じゅう動うごいて、お腹なかがすいていたから、けっこう食たべられたのかも。

　皿さら洗あらいもあたしがして、その間あいだに、マサキは出でかける準じゅん備びをととのえる。

　マサキはあたし用ように、小ちいさめのリュックサックに、必ひつ要ような荷に物もつをまとめておいてくれた。

　ノートパソコン、タブレット端たん末まつなどが入はいってる。

　ナイフは、あたしがあつかえないから、入いれないでおいてもらった。

　宝たからの持もちぐされどころか、いざというとき、敵てきに武ぶ器きをわたすことにも、なりかねないから。

「両りょう手ては、なるべくなにも持もたずに、空あけておけ。そのほうが、動うごくときに選せん択たく肢しが増ふえる」

　マサキは、あたしに注ちゅう意い事じ項こうといっしょに、そんなアドバイスもくれる。

　そういうものなのかな？

　ピンとこないけど、素す直なおに心こころにとめておくことにする。

　あたしは、潜せん入にゅうに関かんしては素人しろうともいいところ。

　一いち度どだけ、苦にがい思おもい出でのある潜せん入にゅうの経けい験けんはあるけど、あれは数かずのうちには、入はいらない。

　マサキのアドバイスはきいておくべきだろう。

「そろそろだな」

　マサキが、腕うで時ど計けいを見みる。

　あたしも確かく認にんすると、夜よるの９時じすぎ。

　だいぶ、夜よるもふけてきた。

　マサキはリュックサックを背せ負おって、ドアの前まえに立たつ。

「──最さい後ごに、もう一いち度ど確かく認にんしておく。ビルへの潜せん入にゅうはいっしょにきてもらうが、桜さくら子この役やく割わりはビルにあるデータベースからデータを引ひき抜ぬくことだ。そのためのシステムは、ＵＳＢメモリに入いれてある。これをパソコンにさしこめば、ウィルスに感かん染せんさせ、高こう速そくでクラウドサーバーにデータが転てん送そうされる。その間あいだ、データベース側がわのセキュリティを阻そ止しするのが、桜さくら子この役やく目めだ」

　あたしはだまったまま、コクリとうなずく。

「物ぶつ理り的てきなセキュリティは、こちらでなんとかするから、その点てんは心しん配ぱいするな」

　マサキは言いって、ドアを開あける。

　先さきにアパートの外そとに出でたマサキが、すばやく外そとを確かく認にんする。

「……だいじょうぶだ。行いくぞ」

　ふり返かえって、マサキが言いう。

　あたしは、ふるえそうになる手てをギュッとにぎりしめる。

　ここからが、ふんばりどころだ。

　あたしは、日にち常じょうに……研けん究きゅう室しつで楽たのしく研けん究きゅうする日ひ々びにもどるために……進すすまなくちゃならない。







　　　　13　最さい強きょうのタッグ




　電でん車しゃで移い動どうして、目もく的てきのビルの最も寄より駅えきまでやってきた。

　夜よる９時じすぎなのに、ビジネス街がいだけあって、スーツすがたの会かい社しゃ帰がえりの人ひとが多おおい。

　帰き宅たくしようと駅えきにむかう人ひとの流ながれの中なか、逆ぎゃく方ほう向こうにむかうマサキとあたしは、少すこしめだつ。

　とはいっても、そういう人ひとがまるでいないわけじゃないから、気きにしなくていいかもしれないけど。

　駅えきから、30分ぷんほど歩あるくと、人ひと通どおりもまばらになってきた。

　街がい灯とうや、飲いん食しょく店てんなどから、もれでる明あかりがあるから、それほど暗くらくはないけど、やっぱりこの時じ間かんの人ひと気けのないところは、不ぶ気き味みだよね。

　あたしは体からだに力ちからをこめて、気き合あいを入いれなおす。

　そうでもしないと、目もく的てき地ちにむかう足あしが、にぶりそうだったから。

　自じ分ぶんが臆おく病びょうだと思おもったことはなかったけど、これから行いく場ば所しょに、あの追おっ手てのような男おとこたちがいると考かんがえたら、どうしても、足あしが重おもたくなる。

「あと５分ふんほどだ」

　マサキが、道どう路ろのはしで足あしをとめて、あたしをふりかえる。

「え、ええ、予よ定てい通どおりね」

　裏うら返がえりそうな声こえを、あたしはなんとかおさえこむ。

　もしかしたらマサキは、あたしの足あしがにぶいことに、気きがついていたんだろうか？

　マサキは、あたしをじっと見みていたかと思おもったら、プイッと前まえをむき、また歩あるきだす。

　怖おじ気けづいたとわかったら、マサキなら、あたしを引ひき返かえさせるだろう。

　あたしが心しん配ぱいとかじゃなくて、これからやることの成せい功こう率りつをあげるために。

　マサキのそういう合ごう理り的てきな考かんがえ方かたは、あたしにとっても、やりやすい。

　今いまだって、心しん配ぱいする言こと葉ばをかけられたら、「はいはい」とうなずいて、引ひき返かえしたくなってたかもしれないし。

　おたがいにだまったまま、マサキとあたしは歩あるく。

　１本ぽん、横よこ道みちに入はいると、さらに人ひと気けがなくなる。

　よっぱらいのおじさんが、ごきげんな様よう子すで、大おおきな声こえで話はなしをしながら歩あるいている。

　おじさんとすれちがい、３分ぷんほど進すすんだところで、マサキがまた足あしをとめた。

　建たて物もののかげに、身みをひそめるように、立たっている。

「あそこだ」

　マサキは、視し線せんだけでビルをしめす。

　視し線せんの先さきに目めをむけると、小ちいさめのビルが、いくつもならんでいる。

　その中なかに、灰はい色いろの壁かべをした、５階かい建だてのビルがあった。

　調しらべたときに、ビルの写しゃ真しんは見みていたから、あたしにもすぐにわかる。

　あれが目もく的てきの──あたしが見みた暗あん号ごうがしめす、ビルだ。

「……できるな？」

　マサキが、あたしの目めを見みる。

　連つれていけるかどうかの、最さい終しゅう判はん断だんってところ？

　あたしは、ぐっと目めに力ちからをこめて、見みつめ返かえす。

　ここまできて留る守す番ばんなんて、してるつもりはないからね。

「もちろんよ。あたしがやるのはパソコンの操そう作さだけ。それならなれてるのは知しってるでしょ」

「よし。行いくぞ」

　マサキはうなずき、ビルの裏うら手てにむかって、進すすんでいく。

　マサキとあたしは、ビルの裏うら口ぐちの手て前まえのものかげまで、やってくる。

　こちらは、正しょう面めん玄げん関かんよりセキュリティが甘あまい。

　とはいっても、監かん視しカメラの数かずが少すくないとか、それぐらいのものだけど。

　マサキは、手てに直ちょっ径けい５センチぐらいの茶ちゃ色いろい玉たまを、持もっている。

「あとは、こいつを……」

　マサキは、玉たまを親おや指ゆびにのせるようにして、かまえる。

　──と。


　　　ヒュン　パンッ



　まっすぐに飛とんだ茶ちゃ色いろい玉たまが、監かん視しカメラにあたって、レンズを茶ちゃ色いろくそめる。

　着ちゃく色しょく料りょう入いりの玉たま。

　それを指ゆびの力ちからで、打うちだしたらしい。

　これで、監かん視しカメラは映えい像ぞうを送おくれない。

　もちろん、映えい像ぞうの異い変へんには気きづかれるけど、その前まえにすべて終おわらせる予よ定ていになってる。

　最さい初しょ、玉たまを指ゆびではなつなんて、そんなことできるのかと思おもったけど、マサキが言いうには、

「あるやつが使つかっているのを、見みたことがあるからな。真ま似ねていどはできる」

　ということらしい。

　その「あるやつ」が、だれのことなのかは、教おしえてくれなかったけど。

　マサキが裏うら口ぐちのドアに近ちかづき、鍵かぎ穴あなに器き具ぐをさしこむと、あっさりとドアのカギが開ひらく。

　裏うら口ぐちのドアのカギは、カードキーじゃなかったことも、潜せん入にゅうルートに選えらんだ理り由ゆうの１つ。

　カードキー式しきだったとしても、マサキにはなにか方ほう法ほうがありそうだったけどね。

　マサキが合あい図ずを送おくってきたので、あたしもつづいて、ビルの中なかに入はいる。

　中なかはついてる電でん気きが少すくなくなっていて、うす暗ぐらい。

　時じ間かんもおそいから、必ひつ要ような電でん気きだけにしてあるのかな。

　細ほそいろう下かがあり、つき当あたりに階かい段だんとエレベーターが見みえる。

　あたしは、リュックサックから、ビルの見み取とり図ずが入はいった、タブレット端たん末まつを出だそうかと思おもったけど、やめておく。

　この暗くらさだと、タブレット端たん末まつの明あかりだけでも、かなりめだちそう。

　それにマサキもあたしも、見み取とり図ずは頭あたまに入はいっているから、必ひつ要ようない。

「もうみんな帰かえったの？」

　人ひと気けのないビルの中なかに、あたしはだれもいないのでは、と感かんじる。

「いや、まだ残のこっている。気け配はいがある」

　マサキが、きっぱりと言いう。

　気け配はいというのを、感かんじることができないあたしからすると、マサキが言いってることは、超ちょう能のう力りょくと変かわらないようなものだけど……。

　今いままでのマサキを見みていると、それぐらいはやってのけるのだと、信しんじることにする。

　エレベーターはさけて、階かい段だんをつかう。

　３階かいまでのぼったところで、マサキがとまる。


　　　カタン




　　　　タンタンタンタン



　どこかで、物もの音おとと足あし音おとがする。

　あたしは、ビクッと、身みをすくませる。

　……上うえの階かいのほう？

　見みあげても、暗くらくてよくわからない。

　それは、相あい手てからもわからないってことだから、助たすかるんだけど、今いまにもいきなりだれか出でてきそうで、心しん臓ぞうにわるい。

「ちっ。だれか下おりてくる」

　マサキが舌した打うちしながら、あたしの右みぎ腕うでをつかむ。

　ちょっ……！

　抗こう議ぎする間まもなく、せまい階かい段だんとろう下かのすき間まに、強ごう引いんに押おしこまれる。

　マサキがつづいて入はいってきて、ぎゅうぎゅう詰づめだ。

　……っていうか、マサキがすごく近ちかい。

　他ほかの人ひととこんなに近ちかづいたのって、いつぶりだろうとか、そんな関かん係けいのないことが頭あたまをよぎる。


　　　タンッ、タンッ、タンッ……



　足あし音おとが近ちかづいてくる。

　息いきをひそめる。

　チラリと、人ひと影かげが見みえる。

　……あっ。

　あたしを追おってきたのと同おなじような、黒くろ服ふくの大おお柄がらな男おとこだ。

　同おなじ男おとこかどうかは、わからない。

　でも、あのときの恐きょう怖ふがよみがえって、体からだがふるえてくる。

　そのとき──マサキが、ギュッと手てをにぎってくる。

　へ!?　なに？

　とつぜんのことに、あたしは頭あたまが混こん乱らんする。

　マサキの視し線せんは、まっすぐに黒くろ服ふくの男おとこのほうにむいたまま。

　黒くろ服ふくの男おとこは、マサキとあたしに気きづかずに、下したの階かいにおりていく。

　それを見みて、あたしの頭あたまは冷れい静せいになってくる。

　たぶんマサキは、あたしが恐きょう怖ふから、ヘマをしないようにしただけだ。

　合ごう理り的てきな考かんがえ方かたをする、マサキに、特とく別べつな意い味みなんてない。

　……おどろかされたのは、ちょっと腹はらが立たつけど、助たすかったのも事じ実じつなんだよね。

「もうだいじょうぶ」

　あたしは、小こ声ごえでマサキにつげる。

「そうか」

　マサキは、なんでもない顔かおで、手てをはなす。

　手てで合あい図ずを送おくり、マサキは階かい段だんをのぼっていく。

　あたしも、もう恐きょう怖ふにとらわれたりしないと心こころに決きめて、あとにつづく。

　目もく的てきの、５階かいのフロアにたどりつく。

　問もん題だいはここから。

　中なかには、あたしでもわかるぐらいに、確かく実じつに人ひとがいるのがわかる。

　この部へ屋やの中なかだけは、見みつからずに、というわけにはいかない。

　だから、すばやくとりおさえる必ひつ要ようがあるんだけど……。

「おれ１人ひとりで行いく。制せい圧あつしたら、声こえをかける」

　マサキは、ちょっと買かい出だしに出でかけてくる、みたいに、ドアにむかう。

　今いまさら心しん配ぱいなんてしない。

　マサキが負まける相あい手てなら、あたしが立たちむかう意い味みなんて、ないんだから。

　静しずかにマサキがドアを開あける。

　中なかは明あかるくて、一いっ瞬しゅん、まぶしさに目めがくらむ。

　その目めがくらんでいる間まに、マサキのすがたは室しつ内ないに消きえていた。

「がっ！」

「ぐえっ！」

「ぎゃっ！」

　にぶい悲ひ鳴めいが、中なかからきこえてくる。

　はじまった、と緊きん張ちょうする間まもなく、ドアが開あく。

「制せい圧あつが完かん了りょうした。入はいれ」

　マサキが、ドアからすがたを見みせる。

　もう!?

　さすがに、おどろかずにはいられない。

　マサキが部へ屋やに入はいってから、１分ぷんもたってないんだけど……。

「時じ間かんをかけるほど、むずかしくなる。情じょう報ほうの抜ぬきとりも同おなじだ」

　マサキは、あたしを見みて言いう。

　早はやく作さ業ぎょうにとりかかれ、ということだろう。

　あたしは黙だまってうなずき、作さ業ぎょうをするために、すばやく部へ屋やの中なかに入はいる。

　中なかには、しばられて目め隠かくしとさるぐつわをされた、スーツすがたの男おとこが、６人にんほど転ころがされている。

　さっきの黒くろ服ふくの男おとこのように、体からだつきは大おおきくなく、ふつうのおじさんみたいだ。

　それにしたって、マサキは慣なれすぎてない？

　そんなことを思おもいつつ、あたしは手て近ぢかにあったパソコンを操そう作さする。

　部へ屋やの中なかは、ドラマなどで見みる、ふつうの会かい社しゃのフロアという様よう子すだ。

　しきりがなくて、デスクが20個こほどならび、その上うえにパソコンが１台だいずつおいてある。

　デスクの上うえには、書しょ類るいも散ちらばっているけど、そっちはあたしの担たん当とうじゃない。

　パソコンのディスプレイを見みると、ラッキーなことに、スリープ状じょう態たいに入はいってなかった。

　もし、パスワードを再さい入にゅう力りょくしなきゃならなかったら、そこでまた少すこし時じ間かんがかかったから。

　フォルダとファイルを開ひらき、中なか身みをざっと確かく認にんする。

　そして、マサキが用よう意いしたＵＳＢメモリをさしこんだ。

　パソコンが、入はいっていたウィルスに感かん染せんする。

　これで、社しゃ内ないネットワークで一いっ気きにウィルスが広ひろがり、データはネット上じょうのクラウドに自じ動どう的てきに保ほ存ぞんされる。

「さてと」

　ここからが、あたしの本ほん当とうの仕し事ごとだ。

　さっそくセキュリティのアラートが、表ひょう示じされる。

　キーボードに指ゆびをすべらせ、すばやくアラートをだまらせる。

　次つぎ々つぎにセキュリティが働はたらいて、ウィルスを駆く除じょしようとしてくるけど、そのたびに、あたしが先さき回まわりしてセキュリティをとめてまわる。

　そうして、10分ぷんほどたったころだろうか。

　データのコピーが終しゅう了りょうしたことを告つげる、メッセージが出でる。

　ＵＳＢメモリを抜ぬいて、リュックサックにしまう。

「こっちは、終おわったわ」

　あたしは顔かおをあげて、マサキを見みる。

「よし、逃にげるぞ」

　マサキは、先さきにめぼしい書しょ類るいを、リュックサックにつめおえていたらしい。

　あたしの言こと葉ばに、ドアを開あけて、ろう下かに出でる。
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　すると同どう時じに、


　　　タンッ、タンッ、タンッ



　またあの足あし音おとが、今こん度どは上うえにむかってくる。

　あの警けい備び員いんが、またきた！

　どこかにかくれる？

　でも、今こん度どは身みをかくせそうな場ば所しょが、見み当あたらない。

　部へ屋やにもどる？

　でも、部へ屋やの中なかまで見みにくるかもしれない。

　あわてるあたしをよそに、マサキは冷れい静せいにまわりを見みまわす。

　それから、窓まどに近ちかづいていくと、カギを開あけて全ぜん開かいにする。

「なにをして……」

「これが一いち番ばん、早はやい」

　マサキは、あたしに近ちかづいてくると、あたしの背せ中なかとひざうらに、手てをまわす。

　そのまま、ふわりとあたしは宙ちゅうにうかされる。

　な、なにするの!?


　　　タンッ、タンッ、タンッ……！



　足あし音おとが近ちかづいてくるのが、わかる。

「悲ひ鳴めいをあげるなよ。奥おく歯ばをかんでおけ」

　マサキは小こ声ごえで言いう。

　わけがわからないまま、あたしが口くちを閉とじると、マサキはそのまま、窓まどから外そとに飛とび出だした。

　──あたしを、お姫ひめ様さま抱だっこしたまま。

　きゃあああああああっ!!

　あたしは、心こころの中なかで絶ぜっ叫きょうする。

　ビュンッ、とありえないような風かぜ切きり音おんが、耳みみにひびく。

　景け色しきが上じょう下げに変へん化かしていく。まるでジェットコースターだ。


　　　タンッ



　５階かいから、飛とび降おりたとは思おもえないような、軽かるい音おととともに、マサキが地じ面めんに着ちゃく地ちする。

　ほんの数すう秒びょうのことなのに、５分ふんぐらいに感かんじたんだけど……。

　マサキに地じ面めんにおろされても、足あしがガクガクする。

「だいじょうぶか？」

　マサキは、このていどのことで、という表ひょう情じょうをしつつ、きいてくる。

　そっちには、たいしたことなくても、こっちには未み体たい験けんなできごとだったの！

　怒おこりたいけど、今いまはこれがいちばんいい方ほう法ほうだったとわかるから、怒おこれない。

　それにしても、マサキが最さい初しょ現あらわれたときも、どこから現あらわれたの!?　と思おもったけど……あのときも、こんなふうにおりてきたんだ……。

　１つ謎なぞが解とけたことを、少すこしだけ喜よろこんでしまう自じ分ぶんがいる。

　そんな場ば合あいじゃないのに、研けん究きゅうのときのクセが、どうにも出でてしまう。

「動うごけないなら、またかつぐが？」

「あ、動うごける」

　あたしは、あわてて返へん事じをして、マサキといっしょにビルからはなれる。

　また抱だっこなんてされたら、たまらない。

　とにかく、これで目もく的てきは無ぶ事じにすませた。

　この情じょう報ほうで、日にち常じょうにもどれればいいんだけど。







　　　　14　暴あばかれた計けい画かく




　追おっ手てがいないことを、何なん度ども確かく認にんして、遠とお回まわりもしつつ、アパートにもどってきた。

　ここには、まだ１日にちしかいたことがないのに、帰かえってきた、という気きがするから不ふ思し議ぎだよね。

　いまのあたしにとって、数かず少すくない安あん全ぜんな場ば所しょだからかもしれない。

「はあぁ……つかれた」

　マサキが玄げん関かんのドアをしめると、あたしは畳たたみに倒たおれるようにすわりこむ。

「すぐにデータの解かい析せきにとりかかるぞ」

　マサキが、リュックサックから、うばってきた書しょ類るいを広ひろげる。

　……息いきをつく間まもあたえないつもり？

　あたしは、ジロリとマサキを見みる。

　だけど、ぜんぜん気きにした様よう子すがないどころか、気きづきもしてない。

「……わかったわ」

　あたしは、あきらめて立たちあがると、リュックサックからノートパソコンを出だす。

　起き動どうさせて、コピーして抜ぬきとってきたデータを、ざっくりと仕し分わけはじめる。

　コピーしたファイルは、数すう千せん……いや、数すう万まんはあるから、それだけでもイヤになるような作さ業ぎょうだ。

　もちろん、手しゅ動どうではやってられないから、プログラムを組くんで自じ動どうで実じっ行こうできるようにする。

　それでも、ノートパソコン１台だいだと、処しょ理り速そく度どが足たりなすぎる。

　それなら、あの手てしかないか。

　マウスとキーボードを操そう作さして、ネットワークを経けい由ゆして、研けん究きゅう室しつのスーパーコンピュータにつなぐ。

　研けん究きゅうの日にっ程ていからいって、今いまの時じ間かんならだれも使つかっていないから、問もん題だいないはず。

　これを使つかえば、かなり時じ間かんが短たん縮しゅくできるはずだ。

　それでも、最さい後ごは自じ分ぶんの目めで、確かく認にんしなくちゃいけないわけだけど。

「それなりに、時じ間かんかかるわよ」

　あたしは、あらかじめ言いっておく。

「ああ、手て伝つだう。やつらの動うごきがつかめるようなデータがないか、まずはそれを中ちゅう心しんに調しらべる」

　マサキが、方ほう針しんを決きめる。

　探さがすデータをしぼりこまないと、どれだけかかるか、わからないしね。

　これは大おお仕し事ごとになりそう。

　あたしは、気き合あいを入いれ直なおす。

　それでも、これはビルへの潜せん入にゅうなんかより、あたしの得とく意い分ぶん野やなだけ、気き持もち的てきにはよっぽど楽らくだけどね。

　あたしは、ディスプレイを見みつつ、データの解かい析せきをはじめた。







　鳥とりの鳴なき声ごえがきこえる。

　え～と……このデータは、３つ前まえのデータと関かん連れんづけられそうね。

　次つぎのデータは……。

「少すこし休やすみを入いれたらどうだ？」

　マサキが、マグカップにコーヒーを入いれて、持もってくる。

　うけとって、ひと口くち。

　ふわりとした香こうばしいコーヒーのにおいに、ほっとする。

　マサキがカーテンを開あけると、朝あさ日ひが差さしこんできて、あたしはまぶしくて、目めをほそめる。

「もう朝あさだったんだ」

「とんでもない集しゅう中ちゅう力りょくだな。あれから、ぶっつづけでデータ解かい析せきをやるとは。まるで研けん究きゅう者しゃだ」

　ぎくっ。

　気きづかれた？

　チラリとマサキの顔かお色いろをうかがうけど、とくにこっちのことを、気きにしてるわけでもない。

　ただ、そう感かんじたっていうだけみたいね。

「女じょ子し高こう生せいが、研けん究きゅう者しゃなわけないでしょ」

　あたしは、肩かたをすくめてみせる。

「それもそうだな」

　マサキはうなずいて、書しょ類るいの解かい析せきを再さい開かいする。

　ふうぅ……。

　あたしの立たち場ばを、今いまさら気きづかれたところで、なんともないとは思おもうんだけど……。

　今いまさら言いいだすのも、隠かくしごとをしていたようで、気きまずいし。

　データの解かい析せきのほうにもどらないと。……ん？

　プログラムで解かい析せきさせていたぶんの、結けっ果かが終おわってる。

「ここのところが、へんな暗あん号ごうになってるわね」

　一いち部ぶのファイルが、暗あん号ごう化かされていて、読よめなくなってる。

「でも、こんなのちょっと暗あん号ごう解かい読どくプログラムを通とおせば……これって……！」

　解かい読どくされた、暗あん号ごうファイルを見みて、あたしは目めを見み開ひらく。

「マサキ、とんでもないものが、でたわよ……これを見みて」

　あたしは、ノートパソコンの画が面めんを、マサキのほうにむける。

　パソコン画が面めんの文も字じを追おっていくマサキの顔かおつきが、けわしくなる。

「……まさか、こんなことをやろうとしているとはな」

　マサキは、かたい表ひょう情じょうで言いう。

　解かい析せきしたデータに書かかれていたのは、タキオンの計けい画かく。

「ＵＦパークに、こんなことするつもりなんて……」

　あたしは、書かかれていた内ない容ようのあまりのことに、ショックを受うける。

　ＵＦパークは、大おお型がたの遊ゆう園えん地ちで、あたしは行いったことはないけど、名な前まえはよくきくところだ。

　大おお勢ぜいの人ひとがくる場ば所しょで、そこでこんなことが起おきたら……。

「どうするつもり？」

　知しってしまった以い上じょう、なにもしないというのは、ちょっと考かんがえられない。

　正せい義ぎの味み方かたになる気きはないけど、助たすけられる人ひとをほうっておくほど冷つめたい人にん間げんのつもりもない。

「いや。これをまかせるには、ちょうどいいやつらがいる」

「やつら？」

「いわゆる『正せい義ぎの味み方かた』だ。この情じょう報ほうを知しらせれば、やつらがほうっておかないだろう。まあ、盗ぬすまれた情じょう報ほうどおりに、タキオンが動うごくかどうかは、あやしいが」

「たよりになるの？」

「一いち度ど、タキオンを日に本ほんから撃げき退たいしたのは、そいつらだからな」

　マサキのその言こと葉ばに、前まえにタキオンの話はなしをきいたときのことを、思おもい出だす。

「専せん門もん家かがいるなら、そっちにまかせたほうが、よさそうね」

　本ほん当とうなら警けい察さつに通つう報ほうするべきなんだろうけど、警けい察さつの中なかにタキオンの一いち味みがいるかもしれない。

　もしそうなら、タキオンに情じょう報ほうがわたるだけ、逆ぎゃく効こう果かという場ば合あいもありえる。

「……桜さくら子こ」

　そのとき、マサキが言いって、顔かおをあげると、目めが合あった。

「桜さくら子こは、ここまでで十じゅう分ぶんだ。『正せい義ぎの味み方かた』が計けい画かくをどうにかすれば、危き険けんがなくなり、帰かえれるはずだ」

　たしかに……。

　あたしの安あん全ぜんは、今こん回かい得えられた情じょう報ほうで、どうにかなりそうな気きがする。

　なってくれないと、困こまる。

　だけど……。

「マサキは、どうするつもり？　ただ『正せい義ぎの味み方かた』にまかせて、手てを引ひくなんて、マサキっぽくないんだけど」

　短みじかい付つき合あいだけど、そのぐらいのマサキの性せい格かくは、わかってきたし。

「……もう少すこし、この情じょう報ほうを調しらべてみるつもりだ」

　やっぱりね。

「それなら、あたしも手て伝つだうわ」

「必ひつ要ようない」

　マサキは、冷つめたくつきはなす。

　これまでのあたしなら、引ひき下さがるところだけど、なぜかそういう気きにならない。

「あたしが手て伝つだったほうが、圧あっ倒とう的てきに効こう率りつがいいと思おもうけど？　今いまさっきまで、それを証しょう明めいしたところでしょ」

「それは……」

　あたしの正せい論ろんに、マサキは口くちごもる。

「桜さくら子こは、それでいいのか？　こんなことから、さっさと関かかわりをなくしたいはずだ」

　マサキの視し線せんが、じっとあたしを見みつめる。

「もちろんそうだけど、今いまの情じょう報ほうだけで、本ほん当とうにあたしの身みの安あん全ぜんが保ほ証しょうされるのか、わからないじゃない。なら、自じ分ぶんのためでもあるわ」

　あたしは、はっきりと答こたえる。

　それに。

　マサキは、どうも１人ひとりにしておけない、ほうっておけない感かんじがする。

　この人ひとは強つよいし、的てき確かくな判はん断だんができるし、あたしなんていないほうがよさそうに思おもえるけど、どこかさびしげで、ふと消きえてしまいそうな、雰ふん囲い気きがある。

　マサキは、ちょっとおどろいたように、あたしを見みて──

　それから、うなずいた。

「……それなら、手て伝つだってもらおう。タキオンがこんな計けい画かくを立たてるのは、やつららしくない。なぜ、そんならしくないことをしようとしているのか、気きにかかる。それを調しらべたい。ＵＦパークのことは、『正せい義ぎの味み方かた』にまかせておけばいいが、こっちは今いまのおれたちにしか、できないことだからな」

　マサキは、ノートパソコンと、書しょ類るいの山やまを目めでしめす。

「たしかに、それはあたしたちにしか、できないことね」

　この中なかに、まだ埋うもれている、べつの情じょう報ほうを探さがす。

　それは、この未み解かい析せきのデータの山やまを持もっている、あたしたちにしか、できないことだ。

「わかったわ。こうなったら、とことんまで、付つき合あうわよ」

「自じ分ぶんから申もうし出でたんだ。使つかい倒たおされる覚かく悟ごをしておけよ」

「少すこしは遠えん慮りょしなさいよ……」

　あたしはあきれつつ言いってから、気きを引ひきしめる。

「さっそくだけど、このデータの中なかで、やけに世せ界かいの食しょく料りょう事じ情じょうについて、調しらべてるのよね。この会かい社しゃって、そんなことにも熱ねっ心しんなの？」

　あたしは、解かい析せきしたデータを見み直なおしつつ、不ふ思し議ぎに思おもっていたことを、マサキにきく。

「どうだろうな。ビジネス上じょうの表おもての顔かおとしてのものか…………いや。それでも引ひっかかるな」

　マサキの目めが、するどくなる。

「もう少すこし、調しらべるぞ」

　マサキは、当とう然ぜんのように言いう。

　さすがに、データ解かい析せきは研けん究きゅう室しつでなれているとはいえ、気きが遠とおくなる。

「毒どくを食くらわば皿さらまで、ね。やってやろうじゃないの」

　あたしは、やけ気ぎ味みに言いう。

　これが、日にち常じょうにもどる近ちか道みちなのかどうかは、わからない。

　だけど、調しらべることができたのに、やらなかったなんて、後こう悔かいはしたくない。

　それに、たぶんケイなら、こんなとき、とことん調しらべるはず。

　よし！　そう考かんがえたら、気き合あいが入はいってきたかも。

　あたしは、ノートパソコンのディスプレイに視し線せんを落おとす。

　なにかがあるなら、絶ぜっ対たいに見み逃のがさない。

　そう強つよく考かんがえながら、データ解かい析せきを再さい開かいした。







　　　　15　レッドの緊きん急きゅうミーティング
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　４日か間かんあるテストの、３日か目めが終おわった、放ほう課か後ご。

　わたしは、ケイといっしょに、家いえのリビングにいた。

　めずらしく、お父とうさんと、圭けい一いち郎ろうおじさんもいる。

　わたしのテストがかんばしくないから、お説せっ教きょう………………っていうわけじゃないよ！

　昨さく夜やのこと。

　──タキオンの日に本ほん再さい侵しん攻こうについて。

　昨日きのう……というか今日きょうだけど、夜よ中なかの３時じごろに帰かえってきた、わたしたちの様よう子すがおかしいことを、お父とうさんに気きづかれちゃって。

　ニックたちとの最さい悪あくな再さい会かいについて、話はなしたんだ。

　今いまの「怪かい盗とうレッド」は、２代だい目めのわたしたちのことだけど、だからって、１代だい目めのお父とうさんたちに相そう談だんしたりたよったりしないと、決きめてるわけでもないし。

　それで、今日きょうになって、緊きん急きゅうミーティングをすることになった、というわけ。
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「それで……お父とうさんたちは、どう思おもう？」

　わたしは、うかがうように、お父とうさんたちを見みる。

　こうやって話はなしていると、昨日きのうのことを思おもい出だして、もっと自じ分ぶんがうまくやれたんじゃないか……って、考かんがえてしまう。

　お父とうさんたちだったら、あんな失しっ敗ぱいはしなかったんじゃないかって……。

　ケイはどうなのかな？

　そう思おもって、ケイを見みるけど、ケイはいつもの無む表ひょう情じょうのまま、じっと空くう中ちゅうを見みつめていて、なにかを深ふかく考かんがえているみたい。

　屋や敷しきから帰かえってきてから、ずっとこの調ちょう子しなんだよね。

　考かんがえごとをしてるときは、こういうことがあるけど、お父とうさんたちも交まじえて、レッドの大だい事じな話はなしをしているときまで、こうなってるのは、めずらしい。

　どうしたんだろう、ケイ……。

「タキオンが、このまま日に本ほん侵しん攻こうをあきらめるとは思おもわなかったが……こうも早はやいとはな」

　お父とうさんが腕うでを組くんで、むずかしい顔かおをする。

「日に本ほんから手てを引ひいても、全ぜん世せ界かいを見みれば、依い然ぜんとしてタキオンの力ちからは強つよかった。ニックといっしょにいたという、見みたことのない顔かおぶれは、新あらたな幹かん部ぶといったところだろうね」

　圭けい一いち郎ろうおじさんが言いう。

「ファルコンが健けん在ざいな上うえに、針はりの穴あなを通とおすように、ナイフをあやつる金きん髪ぱつ美び女じょと、パソコンのハッキング技ぎ術じゅつに長たけた、若わかい男おとこ。それにニックか。きくだけでも、やっかいそうなメンバーだな。おれたちでも、苦く労ろうしただろう」

　お父とうさんが、確かく認にんするように、あらためて言いう。

　直ちょく接せつ、対たい決けつしたわたしには、そのやっかいさが、身みにしみてわかってる。

　なにか対たい策さくをたてないと、もう一いち度ど、逃にげ帰かえることに、なりかねない。

　それに、今こん回かいは、あからさまに見み逃のがされたんだもん。

　きっと、次つぎはないよね。

「……美み華か子こがいれば、もう少すこしわかるかもしれないんだがな」

「えっ、美み華か子こさんが？　どうして？」

　美み華か子こさんは、お父とうさんたちの妹いもうと。

　つまり、わたしとケイからすると、叔母おばにあたる人ひとなんだ。

　お父とうさんたちが初しょ代だい怪かい盗とうレッドだったころ、３人にん目めのメンバーとして、いっしょに活かつ動どうしてたんだって。

「美み華か子こが、輸ゆ入にゅう関かん係けいの仕し事ごとをしてるのは、知しっているだろう？」

「うん。お店みせにも、ときどき遊あそびにいってるよ。外がい国こくのかわいい雑ざっ貨かとか小こ物ものとか、いろいろあつかってるよね」

　そういうのを見みつけてこられるのは、美み華か子こさんのセンスの良よさなんだと思おもう。

　バリバリ働はたらく社しゃ長ちょうだし、大人おとなの女おんなの人ひとって感かんじで、あこがれる存そん在ざいなんだよね。

「その仕し事ごとも、世せ界かいのタキオンの情じょう報ほうを集あつめるための、美み華か子この『表おもての顔かお』なんだ」

　ええええっ！　そ、そうなの!?

　ニックと知しり合あいで、貿ぼう易えき会がい社しゃのライバルとして、狙ねらわれたこともあるって話はなしはきいたけど……。

「でも、どうして？　美み華か子こさんはもう、怪かい盗とうレッドはやめてるでしょ？」

　こっそり、まだ活かつ動どうしてるとかじゃないよね!?

「あいつのことだから、じっとはしていないが、怪かい盗とうレッドとしてではないだろうな。それについては、アスカとケイに代だいをゆずって、納なっ得とくしているはずだ」

　それなのに、タキオンのことを調しらべているの？

「美み華か子こは……美み緒おと杏きょう子こさんと親したしかったからな」

　美み緒おと杏きょう子こって……わたしたちの、お母かあさんでしょ。

「えっ、どういうこと？」

　わたしが身みを乗のりだすと、お父とうさんが複ふく雑ざつそうな顔かおで、口くちをひらいた。

「美み華か子こからきいたと思おもうが……美み緒おと杏きょう子こさんは、海かい外がいでタキオンについて調ちょう査さしているとき、事じ故こにあったんだ。事じ故こについては、相あい手ての車くるまの不ふ注ちゅう意いの事じ故こで、タキオンが裏うらで糸いとを引ひいているということはなかった。だが、タキオンの調ちょう査さが途と中ちゅうで終おわったことが、きっと２人ふたりの心こころ残のこりだと、美み華か子こは考かんがえてるんだろう」

　お父とうさんが言いいながら、さびしげな顔かおをする。

　お父とうさんが、お母かあさんの話はなしをするときは、いつもこんな表ひょう情じょうをするんだよね……。

　わたしも、お母かあさんのことを思おもい出だすと、胸むねのあたりがキュッと苦くるしくなる。

　でも同どう時じに、やさしかったお母かあさんの思おもい出でがよみがえって、あったかい気き持もちにもなるんだ。

　ケイのことをチラリと見みると、目めをほそめて、なにかを思おもい出だすような顔かおをしてる。

　ケイも、お母かあさんのこと、思おもい出だしてるのかな？

「そんなわけで、美み華か子こは今いまでも、１人ひとりでタキオンを追おっているんだよ。何なん度どか、危あぶないと止とめたが、きくような性せい格かくでもないからね。でも、そんな美み華か子こなら、今こん回かいの新しん幹かん部ぶについても情じょう報ほうを持もっているかもしれない」

　圭けい一いち郎ろうおじさんが、説せつ明めいする。

「そういうことかぁ……。それで、美み華か子こさんに連れん絡らくはついたの？」

　すぐにでも、話はなしをききたいよ！

「それが、連れん絡らくがつかないんだ。日に本ほんと海かい外がいをいったりきたりしているから、海かい外がいの電でん波ぱの届とどかないところに、いるのかもしれない。日に本ほんにむかっているところなら、それほど待またずに連れん絡らくがとれると思おもうんだが」

「そんなぁ……！」

　せっかく、新あたらしいタキオンのことがわかるかもって、思おもったのに。

「アスカちゃんの昨さく夜やの活かつ動どう記き録ろくから、ぼくも映えい像ぞうデータを調しらべてみたんだけど、確かく信しんがもてるような情じょう報ほうはなくてね」

　圭けい一いち郎ろうおじさんが、申もうしわけなさそうに言いう。

　でも、ケイにもおとらない圭けい一いち郎ろうおじさんの調ちょう査さ力りょくでも探さぐれないなら、しかたがない！

「どっちにしても、わたしたちが、タキオンの野や望ぼうを打うち砕くだくことは変かわらないし。だいじょうぶです！　ね、ケイ？」

　わたしは、となりのケイを見みる。

「……ああ」

　だけど、ケイはいつにもまして、上うわの空そらの様よう子すで返へん事じをする。

　まだ、落おちこんでるのかな？

　たしかに今こん回かいの失しっ敗ぱいは、わたしだって落おちこむけど……なんだかちょっと、ケイらしくない気きがする。

　すぐに頭あたまを切きり替かえて、前まえに進すすむタイプだと思おもってたんだけど。

「そうはいっても、こちらから動うごくには、手てがかりもないしな」

　お父とうさんが、肩かたをすくめる。

「ラドロだって、いるわけだからね」

　圭けい一いち郎ろうおじさんも、さとすように言いう。

　むむむぅ……タキオンに、ラドロ。

　たしかに、今いま２つの危き険けんな組そ織しきが、日に本ほんにはあるってことだよね。

　それを一いっ気きに相あい手てにすることは、たしかにムリだけど……。

　わたしには、ぜんぜんいい案あんが、思おもいうかばない。

　どっちの組そ織しきも、まだ情じょう報ほうが足たりないんだよね。

「ケイは？　なにか情じょう報ほうを手てに入いれてないの？　ほら、タキオンの屋や敷しきにハッキングをしかけてたでしょ？」

「……ほとんど、ふせがれていた。新あたらしい幹かん部ぶのハッカー技ぎ術じゅつは、ぼくと同どう等とうだと思おもっていい」

　ケイは、心こころここにあらずという表ひょう情じょうながら、質しつ問もんにはすらすらと答こたえる。

　ケイのハッキングを防ふせいだ!?

　今いままで、そんなことができた相あい手てに、おぼえがない。

　あのときいた新あたらしい幹かん部ぶらしき若わかい男おとこは、思おもった以い上じょうに、ただ者ものじゃないらしい。

「どちらにせよ、あせって動うごくのは危き険けんだな」

　お父とうさんが、勝かっ手てに動うごくなよ、という顔かおを、わたしにむけてくる。

　わかってるよー。

　そんなにすぐ、飛とび出だしたりしないってば！

「先さき走ばしっても、いいことはないよ。情じょう報ほうを集あつめて、確かく実じつに動うごくことも必ひつ要ようだからね」

　圭けい一いち郎ろうおじさんまで、心しん配ぱいげにわたしを見みてる。

　うう……そんなにわたし、イノシシみたいに、つっこんでいきそうな雰ふん囲い気きなわけ!?

「わかったってば！　ちゃんとケイと相そう談だんして、問もん題だいを１つずつ片かたづけていくから。ね、ケイ」

「……ああ」

　あいかわらず、ぼんやりとした様よう子すのケイに、わたしはちょっとだけ、不ふ安あんが胸むねをよぎる。

　なにをそんなに、考かんがえこんでいるんだろう。

　わたしには、なかなか相そう談だんしてくれないのは、いつものことだけど……。

　自じ分ぶんがたよりないのが、もどかしいよ。

　でも今いまは、ケイを信しん頼らいして、話はなしてくれるのを待まつしかないよね！







　　　　16　ラドロからの招しょう待たい状じょう




　ふあ～～あ。

　わたしは、大おおあくびをしつつ、ベッドから起おきあがる。

　昨日きのうの夜よるは、テスト勉べん強きょうをしてたから、ちょっと寝ね不ぶ足そく気ぎ味みかも。

　ベッドから出でて、２段だんベッドの下したをのぞいたけど、ケイのすがたがない。

　あれ？

　いつもなら、起おこすまで寝ねてるのに。

　……いや、起おこしても、午ご前ぜん中ちゅういっぱいは、寝ねてるぐらいなのに。

　リビングに行いくと、そこにケイがすわっていた。

　えええええっ！　もう起おきてる!?

　だって、まだ朝あさの６時じだよ！

　今日きょうもテストがあるから、朝あさのランニングは夕ゆう方がたにまわそうと思おもって、少すこし遅おそめに起おきたけど、それだって学がっ校こうに行いくには、かなり早はやい時じ間かんだし。

「お、おはよう、ケイ」

　びっくりしながら、ケイに声こえをかける。

「……おはよう」

　ケイから、ふつうにあいさつが返かえってくる。

　ふだんのケイなら、ありえない。

　ってことは、徹てつ夜やしたってことだ。

　徹てつ夜や明あけのときだけは、午ご前ぜん中ちゅうも眠ねむそうにしてないからね。

　……ふつうは徹てつ夜や明あけのほうが眠ねむいから、逆ぎゃくだと思おもうんだけど。

　でも、なんで徹てつ夜やしてたんだろう？

　今いまはレッドの仕し事ごとが終おわったばかりだし、テストで一いち夜や漬づけなんかするわけないのに……。


　　　ぐうううぅぅぅ



　そんなことを考かんがえていたら、わたしのお腹なかがなる。

　とにかく、朝あさご飯はん食たべようっと。

「おはよう。今日きょうは眠ねむたそうだな」

「今日きょうがテストの最さい終しゅう日びだから！　わあっ、おいしそう！」

　お父とうさんが持もってきた、ベーコンエッグとサラダを盛もりつけたお皿さらに、わたしは声こえをあげる。

　さっそくベーコンエッグを、フォークでひと口くち。

　う～～～～～、口くちの中なかでベーコンの香こうばしさと、卵たまごのふわとろの黄き身みがとけて、すっごく幸しあわせ！

「トーストも焼やけたぞ」

　お父とうさんの言こと葉ばに、わたしは自じ分ぶんでトーストをとって、オレンジのコンフィチュールを、たっぷりとぬる。

　このコンフィチュールは、美み華か子こさんが前まえにお土産みやげでくれた、フランスのジャム。

　ジャムの歴れき史しが古ふるいのは、イギリスやフランスなんだって。

　あと北ほく欧おうの国くにでは、寒さむい冬ふゆの保ほ存ぞん食しょくらしくて、日に本ほんではちょっとめずらしいジャムもあるらしい。

　美み華か子こさんが、今こん度ど持もってくるって言いってたから、楽たのしみにしてるんだ。

「それにしても、昨日きのうの話はなしがあったから、テストをほったらかしにするんじゃないかと思おもったが、だいじょうぶそうだな」

　お父とうさんは、えらいえらい、とわたしの頭あたまをポンポンとなでる。

「テストが終おわったら、実み咲さきたちと、遊あそびにいく約やく束そくしてるからね！　わるい結けっ果かだと、気き分ぶんよく遊あそべないから、がんばろうねって話はなしてたんだ」

「ははー、そういうことか。昔むかしからアスカは、目めの前まえにエサがあると、がんばれるタイプだな」

　え、エサって……。

　動どう物ぶつを手てなずけてるみたいな言いい方かたで、気きになるんですけど。

　お父とうさんは、笑わらいながら、仕し事ごとの準じゅん備びがあると言いって、自じ分ぶんの部へ屋やにもどっていった。

「……アスカ、あとで見みてもらいたいものがある」

　２人ふたりきりになると、それまでだまっていたケイが、わたしを見みて言いった。

　ケイは、もう朝あさご飯はんを食たべ終おわって、今いまはコーヒーを飲のんでる。

　昨日きのうのような、上うわの空そらな感かんじはなくなってるみたい。

　悩なやみが解かい決けつしたのかな？

「いいけど。なにかあったの？」

「見みせたほうが早はやい」

　ケイはそう言いって、くわしいことは教おしえてくれない。

　まだ、学がっ校こうに行いくには時じ間かんが早はやいから、ゆっくりしててもだいじょうぶだけど。

　ケイは飲のんでいたコーヒーのカップをおいて、立たちあがり部へ屋やにむかう。

　どうやら、見みせたいものは、部へ屋やにあるみたい。

　わたしは、朝あさご飯はんの食しょっ器きをキッチンの流ながしにおいて、ケイにつづいて部へ屋やに入はいる。

　ケイはすでに、ノートパソコンを開ひらいていた。

「……これだ」

　ケイは体からだをずらして、わたしにパソコンの画が面めんが、見みえるようにする。

　ん？　メール画が面めん？

「……招しょう待たい状じょう……？」

　メールの件けん名めいに書かかれている文も字じを、読よみあげる。

　いったい、だれから？

　差さし出だし人にんのところを見みれば…………って、えええええっ!?

「Ladroって、あのラドロだよね！」

　差さし出だし人にんに書かかれた名な前まえは「Ladro」。

　タキオンと、入いれかわるように現あらわれた、盗とう賊ぞく組そ織しきだ。

　昔むかしは泥どろ棒ぼうの情じょう報ほう交こう換かんの場ばだったらしいけど、今いまは組そ織しき的てきに動うごいていて、何なん度どかわたしも戦たたかったことがある。

「そのラドロだ。そして、このアドレスは、白しら里さと奏かなでだけに教おしえた、怪かい盗とうレッド用ようのものだ」

　ケイは淡たん々たんとつげる。

　奏かなでの……？

「それって……奏かなでがこのメールアドレスをラドロに教おしえたってことなの……？」

「いや、まだそれはわからない。今いまはそれよりも、メールの中なか身みだ」

　ケイは言いって、メールの本ほん文ぶんが見みえるように、画が面めんをスクロールする。

　そこには、こう書かかれていた。





敬けい愛あいなる怪かい盗とうレッド様さま

ご相そう談だんしたき儀ぎがございます。

つきましては、左さ記きの日にち時じに、指し定てい場ば所しょまでおいでくださいませ。

お待まちしております。　　　　Ladroより






　そのあとに、場ば所しょと日にち時じがある。

　日にち時じは、今こん夜やだ。

「相そう談だんしたいこと……？」

　ラドロから相そう談だんって、どういうこと？

　いきなり招しょう待たい状じょうなんて、あやしい気きもするけど、本ほん気きな感かんじも文ぶん面めんから伝つたわってくる。

「……話はなし合あいを求もとめていると、文ぶん面めん通どおり受うけ取とっていいかは、むずかしいところだが、それも計けい算さんしてだろう」

　計けい算さん？

「表ひょう面めん的てきには、友ゆう好こう的てきに見みえる文ぶん面めんだ。怪かい盗とうレッドとして、それを無む視しすれば、ラドロと敵てき対たいすると宣せん言げんするようなものになる」

　そ、そんな！

　べつに敵てき対たいしたいわけじゃなくて、今いままでだって、勝かっ手てにラドロが攻こう撃げきしてきたんじゃん！

「そう思おもわれる、という話はなしだ。もしも、怪かい盗とうレッドが友ゆう好こう的てきな態たい度どの相あい手てに、敵てき対たいするようなら、怪かい盗とうレッドもただの私し欲よくで動うごくやつだった、と思おもわれる材ざい料りょうになる。怪かい盗とうレッドに協きょう力りょくを申もうし出でたが、話はなすらきいてもらえず断ことわられた、と──マスコミに流ながすことも可か能のうだ」

「そんなの……!?」

　行いかないと、怪かい盗とうレッドの信しん用ようが落おちるかも、なんて……！

　でも、ケイの言いっていることもわかる。

「なかよくなりましょう」と言いって差さし伸のべてきた相あい手ての手てを、はらいのけたら、それは怪かい盗とうレッドじゃなくなっちゃう。

「……どうする、アスカ」

　ケイがきいてくる。

「決きまってるでしょ。行いくしかないよ！」

　ケイが、決けつ意いのこもった顔かおでうなずく。

「それしかないだろうな。警けい戒かいは十じゅう分ぶんしていく必ひつ要ようはあるが。この間あいだのタキオンのときのような、二にの舞まいはしない」

　タキオンのときは、まんまとワナにはめられた。

　でも、今こん度どは警けい戒かいをしていくし、なにかラドロに企たくらみがあっても、仕し掛かけにかかってあげる必ひつ要ようはないよね。

　本ほん当とうに話はなし合あいをしたいなら、それはそれでかまわないんだし。

「アスカにしては、理り解かいが早はやいな」

「わたしにしてはって、失しつ礼れいな！　ちょっとは成せい長ちょうしてるんだし、この間あいだワナにかかったばかりなんだから、考かんがえるよ！　それに昨日きのう、問もん題だいを１つずつ解かい決けつしていくって決きめたばかりだしね」

「わかった。なら、今こん夜やの招しょう待たいを受うけよう。ただし、ムリはせずに場ば合あいによっては、様よう子すだけ見みてすぐに帰かえる。それでいいか？」

「いいよ。わざわざ不ふ利りな状じょう態たいで、戦たたかいたくないし」

　わたしは、うなずく。

　それにしても、このメール……奏かなでしか知しらないアドレスできたってことは……。

　やっぱり奏かなでって……？

　ううん！　わたしは奏かなでを信しんじるって決きめたんだから！

　ふと気きづくと、ケイがさっきと変かわらない姿し勢せいで、じーっとこっちを見みている。

「な、なに？　どうかしたの、ケイ」

　めずらしい行こう動どうに、びっくりしつつ、ケイにたずねる。

　ケイはだまって、首くびを横よこにふり、パソコンの画が面めんに視し線せんをもどす。

　なんだったんだろう？

　わたしの顔かおに、なにかついてるのかな？

　ペタペタと顔かおをさわってみるけど、べつにだいじょうぶそう。

「…………信しん頼らいしている」

　えっ？

　今いま、ケイの声こえがきこえたような気きがして、ふり返かえる。

　だけど、ケイはこちらに背せをむけて、パソコンで作さ業ぎょうしている。

　気きのせい……？

　そうだよね。

　ケイがそんなこと、言いうとも思おもえないし。

　さてと。

　わたしは学がっ校こうに行いく時じ間かんまで、かるく体からだを動うごかしてこようっと。
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　　　　17　テストが終おわったら！




「はああああああぁぁぁ、やっと終おわったぁ」

　テスト４日か目めの最さい終しゅう日び。

　わたしは机つくえの上うえにぐったりと、倒たおれこむ。

　今日きょうの科か目もくは、国こく語ごと理り科か。

　もう～、本ほん当とうにむずかしかったよぉ。

「おつかれさま、アスカ」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、机つくえの前まえにやってくる。

「おつかれー。もうしばらく教きょう科か書しょは見みたくないよー！」

「テストが終おわっても、勉べん強きょうはしなくちゃダメだけどね」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、苦にが笑わらいしてる。

「それでアスカ。テストの手てごたえは、どうだったの？」

「う～ん……」

　わたしは腕うでを組くんで、答こたえになやむ。

「もしかして、解とけない問もん題だいが多おおかったとか？」

　実み咲さきが心しん配ぱいそうに、わたしを見みる。

「あ、ううん！　ちがう、ちがう」

　わたしは、あわてて両りょう手てを横よこにふる。

「意い外がいと手てごたえはわるくなかったよ。解とけた問もん題だいも今いままでのテストの中なかでは、多おおかったし」

「それじゃあ、どうして？」

　優ゆ月づきが、不ふ思し議ぎそうな顔かおをしてる。

「ほら。あんまりテストで、手てごたえを感かんじたことがないから、どう言いっていいのか、考かんがえちゃって」

「なにそれ。一いっ瞬しゅん、心しん配ぱいしたじゃない」

　実み咲さきが、あきれた顔かおをしてる。

「ごめん、ごめん」

「水み夏なつちゃんは、どうだったかな？」

　優ゆ月づきが、クラスのちがう水み夏なつを気きにする。

「そうだなぁ……水み夏なつって、実み咲さきと優ゆ月づきほど、勉べん強きょうできるほうじゃないしなぁ」

　わたしよりは、ぜんぜんいいけどね。

「──わるかったわね。学がく年ねん上じょう位いクラスの２人ふたりと、くらべないでよ」

　ぎくぅ。

　声こえがしてふり返かえったら、いつの間まにか、水み夏なつが腰こしに手てをあてて、立たっていた。

　どうやら、テストが終おわって、こっちのクラスにきたみたい。

「えっ、実み咲さきちゃんとわたしは、だいぶ差さがあるよ！」

　優ゆ月づきはおどろいたように、首くびを横よこにふる。

　実み咲さきは学がく年ねん２位いで、優ゆ月づきが30位いぐらいだっけ。

　わたしも、そんな順じゅん位いに入はいってみたいよ。

「それで、水み夏なつは？」

「勉べん強きょう会かいのおかげで、いつもよりはできたかな」

　水み夏なつの表ひょう情じょうも、晴はれやかだ。

「でも、これで心こころおきなく、遊あそびにいけるね、ＵＦパーク」

「ほんと、実み咲さきにおどかされたから心しん配ぱいで、家いえでもけっこう勉べん強きょうしてたんだから」

　わたしは、テスト勉べん強きょうの日ひ々びを思おもい出だして、ため息いきをつく。

　あんなに勉べん強きょうしたのは、この学がく園えんの入にゅう学がく試し験けんのとき以い来らいかも。

　あのときも、実み咲さきといっしょに勉べん強きょうしたんだよね。

「これからも、ずっと勉べん強きょう会かいをつづけたら、アスカも成せい績せきがもっとあがるかもね」

「え──っ！　それはムリ！　１週しゅう間かんだから、乗のりきれたんだよ！」

　実み咲さきの言こと葉ばに、わたしは全ぜん力りょくで逃のがれようと、首くびと両りょう手てをブンブンとふる。

「そこまでイヤなの……」

「アスカの場ば合あい、勉べん強きょうができないというより、苦にが手て意い識しきの強つよさが問もん題だいっぽいけどね。今こん回かいも、教おしえられたら、そこまでできなかったわけじゃないし」

　水み夏なつが、勉べん強きょう会かいのときを思おもい出だすような表ひょう情じょうをしながら、分ぶん析せきする。

「それはわたしも思おもった。アスカちゃんって、飲のみこみはわるくないよね」

「昔むかしから、アスカはこの調ちょう子しなんだよ。教おしえると、けっこう理り解かいできてたりして。どうしてこんなに苦にが手て意い識しきができちゃったのかは、私わたしも知しらないんだけど」

　実み咲さきが、怪け訝げんそうな顔かおで、わたしを見みる。

　実み咲さきとは小しょう学がっ校こうのときからの付つき合あいだから、勉べん強きょうもよく教おしえてもらったんだよね。

　あくまでテスト勉べん強きょうとかの、短みじかい間あいだだけど。

「そんなことより！　遊あそびにいく話はなしだよ」

　わたしは、強ごう引いんに話はなしを変かえる。

　せっかくテストが終おわったのに、また勉べん強きょうの話はなしとか、してたくないっ！

「テストのお休やすみは、明日あしたから３日か間かん。ＵＦパークに行いくのは、明後日あさっての約やく束そくだったよね？」

　実み咲さきが、スマホで予よ定ていをみながら、みんなに確かく認にんする。

「駅えきには９時じ集しゅう合ごうにすれば、ちょうど開かい園えん時じ間かんに着つくかな」

　優ゆ月づきの提てい案あんに、水み夏なつやわたし、実み咲さきも、うなずく。

「遊あそびにいくのなんて、ほんとひさしぶりだなぁ」

　実み咲さきはまだ、いいのかな？　という顔かおをしてるけど、どこか楽たのしそうでもある。

「わたしも。出でかけても演えん劇げき部ぶの関かん係けいで、劇げきを見みに行いったりとか、衣い装しょうや台だい本ほん探さがしだったりが、ほとんどだったから」

「わたしも裁さい縫ほう関かん係けいの道どう具ぐや、布ぬのを買かいに行いったりとか、それぐらいかなぁ」

　水み夏なつと優ゆ月づきも、ここのところは、部ぶ活かつばっかりだったみたい。

　責せき任にんがある立たち場ばになると、どうしても一いっ生しょう懸けん命めいにやらなくちゃって、思おもうしね。

　そういうわたしも、レッドの仕し事ごとでいそがしくて、遊あそびに出でかけてなかったし。

　みんなにとって、ちょうどいい息いき抜ぬきになりそう！

「それじゃあ、私わたしは最さい後ごの確かく認にんに、生せい徒と会かい室しつに行いくね」

　実み咲さきがバッグを持もつ。

「わたしも家か庭てい科か部ぶに顔かおを出だしてくるよ」

「わたしも副ふく部ぶ長ちょうだし、演えん劇げき部ぶに行いってくるわ」

　優ゆ月づきと水み夏なつも、バッグを持もって、身みじたくをととのえる。

「そっか。それじゃあ、明後日あさってね！」

　わたしは、３人にんに声こえをかける。

「うん、楽たのしみにしてる」

「アスカは、遅ち刻こくしないようにね」

「わかってるよぉー」

　水み夏なつに言いわれ、わたしは頬ほおをふくらませつつ、答こたえる。

　実み咲さき、優ゆ月づき、水み夏なつの３人にんは、それぞれに教きょう室しつを出でていく。

　教きょう室しつは、テストが終おわった解かい放ほう感かんで、まだガヤガヤとしてる。

　そういえば、ケイは？

　チラリと席せきのほうを見みたけど、すがたがない。

　カバンもないし、もう帰かえったのかな？

　いつのまにか、すがたがないことも多おおいから、めずらしくもないけど。

　さてと。

　わたしも、カバンをもって立たちあがる。

　わたしには、実み咲さきたちと遊あそびにいく前まえに、もう１つ片かたづけておかなきゃいけないことがある。

　──今こん夜やは、ラドロに招しょう待たいされてるんだもんね。

　きっちり、無ぶ事じに終おわらせなきゃ！







　　　　18　意い外がいすぎる招しょう待たい





　　　ブオオオオオオン



　汽き笛てきの音おとが、暗くら闇やみの中なかにひびく。

　いま、わたしがいるのは、港みなと。

　真ま夜よ中なかだけあって、船ふねの動うごきは少すくないものの、それでもまったくないわけじゃない。

　明あかりのついたコンテナ船せんや大おお型がた客きゃく船せんが、桟さん橋ばしにとまっていたりする。

　なぜ、港みなとにいるのかといえば、ラドロが招しょう待たい状じょうで、指し定ていした場ば所しょの近ちかくだから。

　この港みなとにある、倉そう庫この１つが、指し定てい場ば所しょなんだよね。

　倉そう庫こで話はなし合あいをするなんて、きいたことないよ。

　わたしは、レッドのユニフォームに身みをつつみ、暗くら闇やみの中なか、建たて物もののかげからかげへ、移い動どうする。

『指し定てい場ば所しょは、次つぎを右みぎに曲まがって、まっすぐだ』

　ケイの声こえが、インカムからきこえる。

　指し示じにしたがって、わたしは進すすむ。

　港みなとにおかれたコンテナが、ちょうど身みを隠かくすのにいい感かんじ。

　これなら、そうかんたんには気きづかれないはず。

　わたしは、足あし音おとを殺ころしながら走はしる。

　ならんだコンテナの間あいだを抜ぬけると、茶ちゃ色いろい壁かべの倉そう庫こが、見みえてくる。

「……ここ？」

　わたしは、倉そう庫こから10メートルぐらいはなれたコンテナの陰かげから、様よう子すをうかがう。

『そうだ。そこが指し定てい場ば所しょだが、外そとからは変かわったところは、ないか？』

　う～ん……。

　わたしは目めをこらしてみるけど、見み張はりも立たっていないし、外そとからは、ただの倉そう庫こにしか見みえない。

　中なかの人ひとの気け配はいまでは、この距きょ離りじゃわからないし。

「どうしようか、ケイ」

　わたしは、ケイにきく。

　…………。

　あれ？

　ケイから返へん事じがない。

「ケイ？」

　もう一いち度ど、呼よびかける。

　耳みみをすますと、カツンカツンと、足あし音おとがきこえる気きがする。

　あれ？

　ケイ、歩あるいてるの？

　そう思おもったら、

『……ああ、きこえている。だいじょうぶだ』

　ケイから返へん事じがあって、ほっとする。

　インカムの調ちょう子しがわるいのかなぁ。

　ケイが開かい発はつした通つう信しん機きだから、ほかから邪じゃ魔まされたりしないはずなんだけど。

「それで、どうする？　倉そう庫この中なかをのぞいてみる？」

『倉そう庫この中なかには、監かん視しカメラなどは設せっ置ちされていないらしい。逆ぎゃくに、中なかの様よう子すが確かく認にんできない。情じょう報ほうが得えられない以い上じょう、アスカがのぞくのがいちばんだが……』

　ケイは、思し案あんするように、だまる。

　もしかしたら、この間あいだのタキオンのことを、気きにしてるのかも。

「だいじょうぶだよ！　慎しん重ちょうに行こう動どうするから」

『……わかった。倉そう庫こは屋や根ねに窓まどがある。そこからのぞけるはずだ。……いけるか？』

　もちろん！

　わたしは、その場ばでジャンプすると、コンテナの上うえのふちに、手てをかける。

　そのまま懸けん垂すいして、コンテナの上うえに、よじのぼる。

　ちょっとめだつけど、倉そう庫この屋や根ねに行いくには、この高たかさがいる。

　よっと！

　わたしは、となりのコンテナへ、飛とびうつる。

　もちろん、音おとは立たてないように、最さい大だい限げんに注ちゅう意いをはらう。

　３つめのコンテナに、飛とびうつったところで、わたしはとまる。

　目めの前まえに、目め当あての倉そう庫こがある。

　壁かべが厚あついのか、倉そう庫この中なかの気け配はいも音おとも、感かんじられない。

　わたしは、倉そう庫この上うえの屋や根ね部ぶ分ぶんを確かく認にんすると、右みぎ手てをあげて、狙ねらいを定さだめる。


　　　シュッ！



　右みぎ手てにしこんだワイヤーが飛とんで、倉そう庫この屋や根ねのでっぱりに引ひっかかる。

　ワイヤーを巻まきあげて、ゆっくりと屋や根ねにあがっていく。

　あたりの警けい戒かいもおこたらない。

　よし、到とう着ちゃくっと。

　倉そう庫この屋や根ねについて、わたしは窓まどを探さがす。

　窓まど、窓まど……あった！

　倉そう庫この屋や根ねには、天てん窓まどがいくつか、ついている。

　足あし音おとを立たてないように注ちゅう意いしつつ、天てん窓まどの近ちかくまでいく。

「ついたよ。これから中なかの様よう子すを確かく認にんするね」

　わたしは、ケイに報ほう告こくしつつ、窓まどを見みる。

　ん……暗くらくて見みえない。

　今日きょうは月つき明あかりが、ほとんどない。

　潜せん入にゅうにはもってこいの夜よるだけど、こういうときはこまる。

　まさか、ここから明あかりで照てらすわけには、いかないし。

『確かく認にんできないな』

　ケイも、わたしのつけたカメラ越ごしに映えい像ぞうを解かい析せきしてるはずだけど、わからないみたい。

「でも、気け配はいは感かんじないから、人ひとをたくさん潜ひそませてるってことはないと思おもうよ」

　気け配はいを完かん全ぜんに消けせるのは、かなりレベルが高たかい相あい手てだけ。

　そんな相あい手てを、たくさん集あつめるなんてのは、あのタキオンだってむずかしいはずだ。

『……だが、そうなると倉そう庫こ内ないになにがあるのか、確かく認にんする必ひつ要ようがあるな』

　だよね。

　人ひとを潜ひそませて、わたしたちをワナにはめるつもりじゃないなら、ここによんだのは、いったいどういうことなんだろう。

　下おりてみるしかないかな。

『人ひとを潜ひそませていないなら、ガスや仕し掛かけなどのワナの可か能のう性せいもあるぞ』

「だいじょうぶ、心こころ構がまえをしていくから！」

　ワナがある、と思おもっていくのなら、それはいつもの怪かい盗とうレッドの仕し事ごとと同おなじ。

　厳げん重じゅう警けい戒かいの中なかを、すり抜ぬけてみせるのが、怪かい盗とうレッドなんだから。

　仕し掛かけがあっても、なんとかできるはず。

『方ほう針しんを決きめておけば、判はん断だんも早はやくなるし、行こう動どうの成せい功こう率りつもあがる、か』

　ケイも、わたしと似にたような結けつ論ろんになったみたい。

『下おりてみて、ワナならすぐに逃にげる。退たい路ろの確かく保ほはしておけ』

「りょーかい！」

　返へん事じをすると、さっそく行こう動どうを開かい始しする。

　わたしは、腰こしにつけたバッグから、器き具ぐをとりだす。

　窓まどに穴あなを空あける道どう具ぐだ。

　これを、さっきのぞきこんでいた天てん窓まどに、とりつけてっと。

　音おとを立たてないように気きをつけて、通とおりぬけられるサイズに、ぐるりと天てん窓まどをくりぬく。

　あとは、ワイヤーを屋や根ねに引ひっかけて、ゆっくりと倉そう庫この中なかにおりていく。

　おりながら、倉そう庫こを見みわたすけど、人ひとの気け配はいは……！


　　　キンッ！



　キラリと月つき明あかりに、なにかが光ひかり、まっすぐにわたしにむかって、飛とんでくる。

　とっさにワイヤーを切きり離はなして、地じ面めんに着ちゃく地ちする。

　今いまのは!?

　わたしは顔かおをあげて、まわりを探さぐる。

　目めがなれてくると、小こ型がたのコンテナや段だんボールがおいてあるのがわかる。

　とても、パーティー会かい場じょうには見みえないけどね。

　警けい戒かいしつつ、一いっ歩ぽふみだそうとした瞬しゅん間かん──


　　　パアアァ！



　とつぜん、倉そう庫こ内ないが明あかるくなった。

「うっ……！」

　とつぜんの明あかりに、目めがくらむ。

「──招しょう待たいを受うけてくれて、うれしいわ。怪かい盗とうレッド」

　目めの前まえから、女おんなの子この声こえがする。

　この声こえは、きいたことがある。

　…………有あり栖すちゃん!?

　わたしは目めをほそめて、前まえを確かく認にんする。

　立たっているのは、９歳さいの天てん才さい画が家か、宝ほう条じょう有あり栖す。

　その横よこにいるのは、針はり使つかいのサクス。

　確かく認にんできるのは、その２人ふたりだけ。

　ワナにしては、ひかえさせている人にん数ずうが少すくなすぎる。

　しかも、有あり栖すちゃんは頭あたまはともかく、体からだは小ちいさい９歳さいで、戦たたかわないし。

「パーティーのお誘さそいじゃなかったの？」

　わたしは、状じょう況きょうを確かく認にんしつつ、問といかける。

「まさか、本ほん当とうにパーティーだと思おもってきたわけじゃないでしょう？」

　有あり栖すちゃんが答こたえる。

　そう言いうけれど、有あり栖すちゃんのかっこうは、真まっ赤かなドレスで、髪かみもきれいにまとめていて、パーティーに参さん加かする、といってもよさそうなすがたをしてる。

「それに、これもパーティーみたいなものよ。──歓かん迎げいする、っていう意い味みでは」

　有あり栖すちゃんは、肩かたをすくめる。

「そのわりには、もてなし側がわが２人ふたりだけっていうのは、さびしいんじゃない？」

「だって、あなたは動どう物ぶつみたいに勘かんがいいんだもの。わたくしとサクスのほかに、人ひとを配はい置ちしたりしたら、すぐに気きづいてしまうでしょう」

「動どう物ぶつって……」

　こんなところでも、動どう物ぶつあつかいしないでも、いいでしょ！

　思おもわず、素すで言いいそうになってしまい、あわてておさえる。

　どうにも、有あり栖すちゃんが相あい手てだと、敵てきだという気きがしなくて、こまる。

　だけど、有あり栖すちゃんもラドロの一いち員いんであるのは、まちがいない。

「こちらもスケジュールがあるから、さっそくだけど、ダンスの時じ間かんにしてもらおうかしら。お願ねがいね、サクス」

　有あり栖すちゃんが、となりのサクスに指し示じを出だす。
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「人ひと使づかいの荒あらいことで」

　サクスは、両りょう手ての指ゆびの間あいだに針はりをかまえる。

　わたしは、すかさず半はん身みの体たい勢せいになる。

「やっぱりワナだったみたい。逃にげたほうがいいよね、ケイ」

　わたしは、小こ声ごえで通つう信しんする。

　…………。

　また返へん事じがない。

　ケイ？

『……ああ、そうだな』

　だいぶ間まがあってから、ケイから返へん事じがある。

　今日きょうはどうしたんだろう？

　今いまのはインカムの調ちょう子しがわるいというより、ケイの反はん応のうがおくれたような……。

「僕ぼくを前まえにして上うわの空そらとは、余よ裕ゆうだな！」


　　　ヒュンッ！



　サクスが、針はりを飛とばしてくる。

「くっ！」

　わたしは、右みぎにステップをふんで、針はりをかわす。

「知しってのとおり、麻ま酔すい針ばりだ。ここでひと晩ばん寝ねてすごすのも、わるくないだろ？」

「わるいわよ！」

　わたしは、サクスとの間ま合あいを詰つめる。

　距きょ離りをとったら、針はりを投なげる相あい手てが有ゆう利りすぎる。

　サクスの拳こぶしをさけて、もぐりこみ、スピード重じゅう視しの発はっ勁けいをはなつ。

「ちっ！」

　紙かみ一ひと重えで、バックステップでかわされる。

　やっぱり、すばやいっ！

　速はやさだけなら、ファルコンと変かわらないかもしれない。

　でも、今日きょうは戦たたかいにきたわけじゃない。

　ワナだとわかったのなら、逃にげたいところだけど……。


　　　ヒュンッ　ヒュンッ！



　距きょ離りをとると、サクスの針はりがとんでくる。

　かわせなくはないけど、この場ばから逃にげるつもりだと、そうもいかない。

　……って、ここで!?


　　　バタバタバタバタ！



　足あし音おとが近ちかづいてきて、ラドロの構こう成せい員いんらしき灰はい色いろのつなぎを着きた男おとこたちが、20人にんほど突とつ入にゅうしてきた。

　倉そう庫こにくる前まえには、こんな大おお人にん数ずうの気け配はいはなかった。

　ということは、もっと遠とおくに潜ひそませておいて、サクスとの戦せん闘とうの間あいだに、こさせたらしい。

　でも、この人ひとたち、見みた感かんじ、武ぶ道どうは修おさめているけど、サクスほどの腕うでの人にん間げんはいなさそう。

　でも、サクスと連れん係けいして攻こう撃げきされるとやっかいだけど……って。

　ええっ!?

　有あり栖すちゃんとサクスが、つなぎの男おとこたちと入いれかわるように、倉そう庫この外そとに出でようとしてる！

「逃にげるつもり!?」

　わたしは、有あり栖すちゃんの背せ中なかにむかってさけぶ。

「そうよ」

　有あり栖すちゃんは、笑えみをうかべてふり返かえる。

「船ふねで、次つぎの大だい事じな会かい合ごうの予よ定ていがあるの。……あなたとは、またすぐに会あえるでしょう」

　船ふね？

　どういうこと!?

「！」

　そのとたん、男おとこたちが飛とびかかってきて、わたしはその場ばで宙ちゅう返がえりしてかわす。

　ふりむくと、有あり栖すちゃんとサクスのすがたが、扉とびらのむこうに消きえていた。

　船ふね、って言いってた。

　たしか、港みなとにコンテナ船せんと客きゃく船せんがとまっていたけど、あれのこと？

　それにしたって、こんなに早そう々そうに立たち去さるなら、いったいなんの目もく的てきで、わたしをここに呼よびだしたの？

　ワナにかけるにしては、やり方かたが甘あますぎるし、戦せん力りょくであるサクスも早そう々そうに引ひきあげちゃうし。

　追おいかけたいけど、つなぎの男おとこたちが、邪じゃ魔まをする。

「もう、邪じゃ魔ま！」

　わたしは、体たい勢せいを低ひくくして、左ひだり足あしをのばして一回かい転てん。

　回かい転てんげりが決きまって、５人にんほどが、しりもちをつく。

　すかさず、催さい眠みんガス入いりの玉たまを、指し弾だんではなつ。


　　　パンッ　パンッ　パンッ



　額ひたいに命めい中ちゅうして、つなぎの男おとこたち５人にんが、倒たおれこむ。

　わたしは、半はん身みになって発はっ勁けいのかまえをとる。

　いそいで有あり栖すちゃんを追おわなくちゃいけないから、出だし惜おしみなしでいくからね！







　乱らん戦せんを終おわらせて、わたしは倉そう庫この外そとに出でる。

　まだ、有あり栖すちゃんたちが出でてから、そんなに時じ間かんはたってないはずだけど……。

　すばやく倉そう庫この上うえにあがって、わたしはまわりを見みまわす。

　すると──




　　　ブオオオオオオン




　汽き笛てきの音おとが、港みなとに響ひびく。

　とまっていた大おお型がた客きゃく船せんが、動うごきだしてる！

　有あり栖すちゃんの言いっていた船ふねって、あれのこと!?

　さすがに、この距きょ離りだと、岸きしを走はしっても追おいつけない。

　わたしは、ゴーグルの望ぼう遠えん機き能のうを使つかって、船ふねを見みてみる。

　ピントをあわせて……甲かん板ぱんに……いたっ！

　有あり栖すちゃんとサクスが、甲かん板ぱんに立たっている。

　それに、見みたことない30代だいぐらいの男だん女じょも、立たっている。

　あれもラドロの一いち員いんなんだろうか。

　もしかしたら、幹かん部ぶかも。

　そこにおくれて、人ひと影かげがやってくる。

　また、新あたらしい幹かん部ぶ？

　わたしは、見みのがさないように、ゴーグル越ごしに目めをこらす。

「……え…………う……そ……」

　ぼうぜんとして、目めを見み開ひらく。

　ありえない。

　絶ぜっ対たいに、ありえない光こう景けいが、目めの前まえに見みえてる。

　心しん臓ぞうが、ものすごい速はやさで、鼓こ動どうしてる。

　イヤな汗あせが、背せ中なかをつたう。

　わたしは目めをこすって、もう一いち度ど、ゴーグルで見みる。

　だけど、変かわらずに、同おなじものが見みえている。

　どうして……。

　なんで、ケイがあそこにいるの!?

　甲かん板ぱんにすがたを見みせたのは、ケイだった。

　ありえないのに……だけど、わたしが、ケイの顔かおを見みまちがえるわけがない。

　でも、信しんじられない。

　どうして、ケイが有あり栖すちゃんやサクスと、いっしょにいるの！

　そ、そうだ！

　インカムで連れん絡らくがとれるはず！

　きっと、あれは偽にせ者もので……。

「ケイ！　返へん事じをして、ケイ！」

　わたしは、インカムに大おお声ごえで話はなしかける。

　でも、返へん事じがない。

　まさか、本ほん当とうに……。

『ガガガガッ……』

　インカムから、急きゅうにノイズが入はいって、わたしは顔かおをしかめる。

「ケイ！　ケイなの！」

『…………アスカ』

　ケイの声こえだ。

「ケイ！　ラドロの船ふねに、ケイのすがたをした偽にせ者ものが乗のりこんでて……。今いま、どこにいるの？」

　わたしは必ひっ死しになって、言いう。

『アスカ……』

「うん、なに？」

『おれは……ラドロに行いく』


　　　プツン



　ケイの言こと葉ばとともに、通つう信しんがとだえる。

「ケイ!?　ケイってば！」

　わたしが呼よびだしても、答こたえがない。

　……もう通つうじてない。

　ゴーグル越ごしに見みえる大おお型がた客きゃく船せんは、沖おきに遠とおざかっていき、そのすがたが見みえなくなる。

　わたしは、ガクンと両りょうひざと両りょう手てを倉そう庫この屋や根ねにつく。

　ポタリ、ポタリと倉そう庫この屋や根ねに、わたしの顔かおから水すい滴てきが落おちる。

「どうして……。どうしてなの、ケイ！　ケイ!!」

　わたしは、海うみにむかってさけぶ。

　ただ、そうすることしかできなかった。


──『怪かい盗とうレッド』15巻かんにつづく
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